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農業遺産と地域づくり

明日をひらく地域活性化のための情報誌



 1 巻頭エッセー／「やらまいか精神」の DNA が根付く「出世の街・浜松」 鈴木康友（浜松市長）

　　　　　　　　　　 　農業遺産と地域づくり特　集
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釧
路
湿
原
国
立
公
園
指
定
30
周
年
を
祝
し
て湿原を流れる釧路川でのカヌー

レギュラーリポート

世界農業遺産
●岐阜県長良川上中流地域 長良川の鮎と産業・文化が一体に 赤地昭弘
●和歌山県みなべ・田辺地域 梅林と薪炭林で里山景観、生物多様性を保全 林　祐光
●熊本県阿蘇地域 草資源の循環利用で持続的農業を展開 園村道明
●大分県国東半島宇佐地域 クヌギ林とため池がつなぐ農林水産循環 林　浩昭
日本農業遺産
●山梨県峡東地域 盆地に適応した山梨の複合的果樹システム 中村正樹
●新潟県中越地域 雪の恵みを生かした稲作・養鯉システム 戸田幸正
●静岡県わさび栽培地域 静岡水わさびの伝統栽培 大平美波子
●三重県尾鷲・紀北地域 急峻な地形と日本有数の多雨が生み出すヒノキ林業 濵田長宏

【特集編では基調論文、全 16農業遺産を全て掲載～特集編のみに掲載される遺産は以下の通り】

 2  農業遺産を地域づくりに生かす 武内和彦（東京大学国際高等研究所サステイナビリティ学連携研究機構機構長・
特任教授　国連大学サステイナビリティ高等研究所上級客員教授 ）

　　  世界農業遺産  永田　明（国連大学サステイナビリティ高等研究所
シニア ･ プログラム ･ コーディネーター）

 4 新潟県佐渡市 未来に伝えるトキと共生する佐渡の里山 西牧孝行
 6 石川県能登地域 世界農業遺産認定で能登のブランド力向上 山下吉明
 8 静岡県掛川周辺地域 茶

ちゃ

草
ぐ さ

場
ば

農法で高品質の茶を生産 西川　博
 10 宮崎県高千穂郷・椎葉山地域 森林面積９割の山間地で農林業複合経営 甲斐宗之
　　  日本農業遺産
 12 宮城県大崎地域 巧みな水管理による水田農業 高橋直樹
 13 埼玉県武蔵野地域 江戸時代から三百年続く「武蔵野の落ち葉堆肥農法」 打田欽也
 14 三重県鳥羽・志摩地域 歴史ある鳥羽・志摩の海女漁と真珠養殖 石原義剛
 15 徳島県にし阿波地域 傾斜地農業を生かした地域づくり 緒方　涼
 16  農業遺産という新たな「公共」を核に持続可能な社会を創造 大和田順子（一般社団法人ロハス・ビジネス・アライアンス

共同代表　世界農業遺産専門家会議委員 ）
 18 解説 世界農業遺産と日本農業遺産 木下正人（農林水産省農村環境課

農村環境対策室長 ）

基調論文

副基調論文

移住・定住・交流推進支援事業　香川県観音寺市
観音寺の魅力再考「つなぐ・もどる。」 薄谷司郎

海外調査報告　アメリカ・ポートランド
地元志向「ローカルファースト」について

海外調査報告　インドネシア
伝統文化と自然環境を生かした学校教育

平成 29 年度第１回土日集中セミナー
世界に認められたＳＡＫＥから学ぶインバウンド戦略

書籍紹介

  グラビア
 30 都道府県漫遊 【鹿児島県】
31 手前みそですが… 【愛知県長久手市】
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22

23

地域づくりの現場から　ＮＰＯ法人　いしかり海辺ファンクラブ　北海道石狩市
素晴らしい石狩海岸を次世代へ引き継ぎたい！ 石井滋朗

広報室だより
頑張る地域に 寄り添い 応援します！

首長の思い
「共に育み 共に創り 共に生きる 愛と活力にあふれたまちづくり」

萩原達雄（宮城県大衡村長）
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釧
路
湿
原
が
我
が
国
28
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
、
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
40
年
代
の
「
自

然
か
開
発
か
」
と
い
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
に
、
多
く
の

地
域
住
民
や
地
域
の
研
究
者
に
よ
る
湿
原
の
基
礎
研
究
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
47
年
に
は
地
元
の
各
界
・
各
層

の
団
体
に
よ
る
釧
路
湿
原
対
策
特
別
委
員
会
が
保
全
を
基

本
原
則
と
し
た
「
釧
路
湿
原
の
将
来
」
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
基
本
原
則
を
基
に
、
様
々
な
方
々
の
努
力
に

よ
り
、
昭
和
62
年
７
月
31
日
に
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
指
定
後
は
、
保
護
と
保
全
、
適
切
な
利
用
に
向
け
て
、

湿
原
を
保
有
す
る
関
係
市
町
村
と
環
境
省
、
北
海
道
が
連

携
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
ま
と

め
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
観
察
施

設
等
の
設
置
や
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
に
は
自
然
再
生
法
に
基
づ
く
釧
路
湿
原
自
然

再
生
協
議
会
が
誕
生
し
、
現
在
、
湿
原
を
元
の
姿
に
戻
す

た
め
の
、
国
内
第
１
号
の
再
生
事
業
が
釧
路
湿
原
で
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
指
定
日
の
７
月
31
日
に
は
釧
路
で
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
30
周
年
を
祝
う
と
と

も
に
、
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、
現
在
と
未
来
の
湿
原
に
つ

い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
記
念
す
べ
き
今
年
、
是
非
、

夏
の
釧
路
湿
原
に
お
越
し
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

釧
路
湿
原
国
立
公
園
指
定
30
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

会
長
・
釧
路
市
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浜
松
市
は
、
１
５
５
８
平
方
㌔
に
及
ぶ
広
大
な
市
域
を
擁
し
、

三
遠
南
信
地
域
（
静
岡
県
西
部
の
遠
州
、愛
知
県
東
部
の
東
三
河
、

長
野
県
南
部
の
南
信
州
）
に
お
け
る
中
核
都
市
と
し
て
発
展
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
ス
ズ
キ
、
ホ
ン
ダ
、
ヤ
マ
ハ
、
カ
ワ
イ
、
浜
松

ホ
ト
ニ
ク
ス
な
ど
の
世
界
的
に
活
躍
す
る
企
業
は
、「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
」
浜
松
が
発
祥
の
地
で
す
。
県
庁
所
在
地
で
も
な
く
、

三
大
都
市
圏
で
も
な
い
本
市
が
、
政
令
指
定
都
市
に
な
る
ま
で
発

展
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
産
業
の
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
現

在
で
は
、
特
に
光
電
子
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
産
業
の
成
長
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
誘
致
し
集
積
す
る
こ
と

で
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
な
ぞ
ら
え
た
「
浜
松
バ

レ
ー
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
農
林
業
の
分
野
で
は
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ミ
カ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
産
品
が
充
実
し
、
農
業
産
出
額
は
全
国
有
数

の
多
さ
で
す
。
さ
ら
に
、
天
竜
美
林
に
代
表
さ
れ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
認

証
林
は
全
国
一
の
面
積
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
産
業
を
支
え
に
発
展
を
続
け
て
い
る
本
市
は
、

天
竜
川
、
浜
名
湖
、
遠
州
灘
、
さ
ら
に
は
南
ア
ル
プ
ス
に
つ
な
が

る
北
遠
の
山
々
と
い
っ
た
多
彩
で
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
風
土
に
育
ま
れ
た
「
や
ら
ま
い
か
精
神
」
と
評
さ

れ
る
積
極
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
こ
そ
が
、
本
市
の
パ
ワ
ー
を

呼
び
起
こ
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
こ
の
「
や
ら
ま
い
か
精
神
」

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
生
か
し
て
、「
出
世
の
街
・
浜
松
」
を
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
決
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
生
ま
れ

た
の
が
、「
は
ま
ま
つ
福
市
長
」
の
「
出
世
大
名
家
康
く
ん
」
で
す
。

家
康
公
は
、
こ
の
地
で
青
年
期
か
ら
壮
年
期
に
か
け
て
の
１７
年
間

を
過
ご
し
、
天
下
人
と
な
る
た
め
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
後

の
歴
代
浜
松
城
主
も
幕
府
内
で
目
覚
ま
し
い
出
世
を
果
た
し
、
浜

松
城
が
「
出
世
城
」
と
よ
ば
れ
る
ゆ
え
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天

下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
家
康
公
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
い
わ
れ
て
い

る
「
出
世
大
名
家
康
く
ん
」
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
界
の
天
下
獲
り

を
目
指
し
て
鍛
錬
を
重
ね
、
平
成
２７
年
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン

プ
リ
で
悲
願
の
日
本
一
を
獲
得
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん

な
城
主　

直
虎
」
に
ち
な
ん
で
、
浜
松
市
で
は
新
た
な
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
徳
川
四
天
王
と
し
て
大
出

世
を
成
し
遂
げ
た
井
伊
直
政
を
養
育
し
た
井
伊
直
虎
の
生
ま
れ
変

わ
り
と
い
わ
れ
て
い
る
「
出
世
法
師
直
虎
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
今
後
、

家
康
く
ん
と
直
虎
ち
ゃ
ん
の
２
人
で
「
出
世
の
街
・
浜
松
」
を
国

内
外
に
さ
ら
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
に
は
、
浜
松
城
の
ほ
か
、
家
康
公
ゆ
か
り
の
名
所
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
散
策
コ
ー
ス「
家

康
の
散
歩
道
」
の
ル
ー
ト
上
に
あ
る
浜
松
元
城
町
東
照
宮
は
、
史

上
最
強
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
元
々
、
こ
の

地
に
浜
松
城
の
前
身
の
引
間
城
が
あ
り
、
後
の
豊
臣
秀
吉
が
若
い

頃
、
こ
こ
で
武
家
に
仕
官
し
、
ま
た
浜
松
城
を
築
く
ま
で
の
間
、

家
康
公
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
ゆ
え
ん
で
す
。
２
人
の

天
下
人
に
由
来
す
る
こ
の
地
に
は
、若
い
２
人
の
ブ
ロ
ン
ズ
像「
二

公
像
」
が
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
中
心
部
か
ら
浜
名
湖
の
北
岸
に
足
を
の
ば
せ
ば
、
井

伊
直
虎
ゆ
か
り
の
龍
潭
寺
、
撮
影
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
方
広
寺
、

ド
ラ
マ
の
世
界
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大
河
ド
ラ
マ
館
な
ど

が
点
在
し
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
出
世
の
街
」
を
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

コ
ト
が
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
様
々
な
夢
や
希
望
が
必
ず
実
現
に

つ
な
が
る
都
市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鈴木康友浜松市長

「やらまいか精神」のDNAが根付く「出世の街・浜松」

地域づくり 本編



「
世
界
農
業
遺
産
」
と
は

世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
は
、
社
会
や
環
境
の

変
化
に
適
応
し
な
が
ら
何
世
代
に
も
わ
た
り
形
づ
く
ら
れ

て
き
た
伝
統
的
な
農
業
（
林
業
、水
産
業
等
を
含
む
）
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
生
物
多
様
性
、
文
化
、
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
世
界
的
に
重
要
な
農
業

シ
ス
テ
ム
を
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定

す
る
制
度
で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

の
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関

で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
「
緑
の
革
命
」
の
よ
う
な

多
投
入
高
収
穫
型
の
農
業
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

れ
が
大
規
模
な
環
境
破
壊
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
悪
影

響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
２
０
０
２
年

の
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」
に
お

い
て
世
界
農
業
遺
産
の
取
り
組
み
を
提
唱
し
た
。
当
初

は
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
っ
た

が
、そ
の
後
の
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、

２
０
１
５
年
６
月
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
総
会
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
正
式
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

世
界
農
業
遺
産
は
、
２
０
１
７
年
５
月
現
在
、
１６
カ
国

の
３７
地
域
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
地
域
的
な
偏
り

が
大
き
く
、
ア
ジ
ア
が
２８
、
ア
フ
リ
カ
が
７
、
南
米
が
２

で
、
ア
ジ
ア
の
中
で
は
中
国
が
１１
、
日
本
が
８
と
突
出
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
さ

ら
に
は
欧
米
の
先
進
国
に
も
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域

を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
運
営

世
界
農
業
遺
産
の
実
質
的
な
運
営
は
、
現
在
、
２
０
１
６

年
に
発
足
し
た
世
界
の
各
地
域
を
代
表
す
る
７
人
の
専
門

家
（
武
内
も
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
委
員
の
一
人
）
で
構
成
さ

れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
」（
Ｓ
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武
内
　
和
彦

永
田
　
明

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り

農
業
遺
産
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す

東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
機
構
長
・
特
任
教
授　

国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
上
級
客
員
教
授

国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
シ
ニ
ア･

プ
ロ
グ
ラ
ム･

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

―
「
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界
農
業
遺
産
」
と
「
日
本
農
業
遺
産
」
―
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Ａ
Ｇ
）
と
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
置
か
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
事
務
局
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｇ
で
は
、
農
業
と
の
関
連

を
よ
り
重
視
す
る
観
点
か
ら
従
来
の
選
定
基
準
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
①
食
料
と
生
計
の
保
障
②
農
業
生
物
多
様
性

③
地
域
的･
伝
統
的
知
識
シ
ス
テ
ム
④
文
化
、
価
値
シ
ス

テ
ム
及
び
社
会
組
織
⑤
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ･

シ
ー
ス
ケ
ー

プ
の
特
徴
―
を
５
つ
の
基
準
と
す
る
と
と
も
に
、
行
動
計

画
も
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
認
定
に
至
る
標

準
的
な
手
続
き
も
明
確
化
さ
れ
、
政
府
を
通
じ
た
申
請
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
事
務
局
に
よ
る
事
前
チ
ェ
ッ
ク
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
に

よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
た
評
価
と
認
定
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
評
価
な
ど
の
手
続
き
も
定
め
ら
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
世
界
農
業
遺
産

世
界
農
業
遺
産
を
扱
う
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

も
と
も
と
開
発
途
上
国
を
対
象
に
し
て
い
た
た
め
、
当

初
、
日
本
で
の
関
心
は
低
か
っ
た
。
日
本
の
伝
統
的
な
土

地
利
用
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
里
山
里
海
」
を
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
で
き
な
い
か
と
武
内
ら
が
考
え
始
め
、
農
林
水

産
省
や
関
係
の
自
治
体
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
２
０
１
０
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
本
邦
初
の
取

り
組
み
で
、
リ
ス
ク
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
里
山
里
海

に
関
心
の
高
か
っ
た
石
川
県
の
谷
本
正
憲
知
事
、
生
物
多

様
性
を
育
む
農
業
を
推
奨
し
て
い
た
佐
渡
市
の
高
野
宏
一

郎
元
市
長
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
北
陸
農
政
局
の
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
で
、
金
沢
に
あ
る
国
連
大
学
の

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
が
現
地
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
日
本
、
そ
し
て
先
進
国
で
も
初
め
て
の
能
登
と
佐
渡

の
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
が
２
０
１
１
年
６
月
に
実
現
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
で
も
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
が
地

域
づ
く
り
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
農
林
水

産
省
も
農
村
振
興
施
策
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
１
３
年
に
は
掛
川
周
辺
、
阿
蘇
、
国
東
半
島･

宇
佐

が
、
２
０
１
５
年
に
は
長
良
川
、
み
な
べ･

田
辺
、
高
千

穂
郷･

椎
葉
山
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

認
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
を
生
か
し
た

観
光
の
推
進
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
づ
く
り
が
取
り
組
ま
れ
、
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
佐
渡
で
は
棚
田
周
辺
に
住
む
住
民

自
ら
が
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
棚
田
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
２
０
１
４
年
に
は
約
８
３
０
人
が

参
加
し
た
。
能
登
で
は
世
界
農
業
遺
産
の
保
全･

継
承
に

資
す
る
商
品
を
「
能
登
」
の
一
品
と
し
て
認
定
し
、
第
１

回
認
定
商
品
の
２
０
１
５
年
度
の
対
前
年
度
販
売
額
は

１
・５
倍
に
増
加
し
た
。

「
日
本
農
業
遺
産
」
の
創
設

一
方
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域
が
日
本
、
中
国
な

ど
ア
ジ
ア
に
偏
在
し
て
お
り
日
本
の
認
定
地
域
を
大
幅
に

増
や
す
の
が
難
し
い
状
況
の
中
で
、
国
内
各
地
で
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
中
国
や

韓
国
で
も
す
で
に
国
家
農
業
遺
産
の
制
度
を
始
め
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
武
内
は
農
林
水
産
省
に
「
日
本
農
業
遺

産
」
の
創
設
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
農
林
水
産
省

は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
、
将
来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き

伝
統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
広
く
発
掘
し
、
そ
の

価
値
を
評
価
す
る
た
め
、
日
本
農
業
遺
産
を
創
設
し
た
。

武
内
が
委
員
長
を
務
め
る
世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家
会
議

が
現
地
調
査
を
含
む
審
査
を
行
い
、
２
０
１
７
年
３
月
に

は
日
本
農
業
遺
産
の
第
１
回
認
定
地
域
と
し
て
８
地
域
が

公
表
さ
れ
た
。
日
本
農
業
遺
産
の
募
集
は
２
年
に
１
度
な

の
で
次
の
申
請
は
来
年
に
な
る
が
、
す
で
に
多
く
の
地
域

が
来
年
の
申
請
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。

農
業
遺
産
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
課
題

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
観
光
の
推
進
や

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
地
域
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ

と
へ
の
期
待
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

成
果
を
生
む
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
農
業
遺

産
認
定
の
本
当
の
意
義
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
す
ば
ら

し
さ
を
国
内
外
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
る
地
域
の

人
々
、
特
に
若
い
世
代
に
自
信
と
誇
り
を
も
た
ら
す
こ
と

で
あ
り
、
彼
ら
が
地
域
づ
く
り
の
主
人
公
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
８
地
域
に
日
本
農
業
遺
産
の
８
地
域

が
加
わ
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
農
業
遺
産
へ
の
国
民
の
関

心
が
高
ま
っ
て
認
知
度
が
向
上
し
、
農
業
遺
産
認
定
が
付

加
価
値
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
認

定
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
認
定
は
あ
く
ま
で

も
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
認
定
後
に
、
農
業
遺
産
の
保
全
と

持
続
的
な
活
用
に
取
り
組
み
、
農
業
遺
産
を
地
域
づ
く
り

に
生
か
し
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
確
実
に
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
認
定
後
の
活
動
が
地
域
の
中
で
内
向
き
に
な
っ

て
も
い
け
な
い
。
農
業
遺
産
の
認
定
地
域
に
は
、
世
界
や

日
本
が
認
め
た
農
業
遺
産
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
を

も
っ
て
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
農
業
遺
産
の
認
定
の
拡

大
な
ど
世
界
全
体
の
農
業
遺
産
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
認
定
地
域
に
は
ぜ
ひ
「
世
界
」
を

意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

地域づくり 本編



	

は
じ
め
に

２
０
１
０
年
か
ら
世
界
農
業
遺
産
を
担
当
し
、
６
年
が

経
過
し
た
。
こ
の
間
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
観
光

客
が
増
え
た
の
か
、
農
産
物
は
ど
の
く
ら
い
付
加
価
値
が

付
い
た
の
か
な
ど
と
い
う
研
究
者
や
認
定
を
目
指
す
自
治

体
か
ら
の
質
問
や
取
材
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
当
然
、「
世

界
」
と
い
う
冠
を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化

や
観
光
振
興
に
繋
げ
る
こ
と
は
当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

世
界
農
業
遺
産
は「
生
き
て
い
る
遺
産
」「
知
恵
の
遺
産
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
の
本
質
は
、
単
に
農
産

物
を
高
く
売
る
だ
け
だ
ろ
う
か
、
誘
客
に
つ
な
げ
る
こ
と

だ
ろ
う
か
、
世
界
農
業
遺
産
に
長
く
関
わ
る
中
で
、
様
々

な
人
と
の
出
会
い
で
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
手
法
に
過
ぎ
な

い
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

	

佐
渡
の
農
村
環
境
と
生
物
多
様
性
の
危
機

佐
渡
で
の
稲
作
の
始
ま
り
は
、
約
２
千
年
前
か
ら
と
さ

れ
、
佐
渡
中
央
部
の
湿
地
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
１７

世
紀
に
入
る
と
相
川
金
山
が
発
見
さ
れ
、
採
鉱
が
行
わ

れ
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
各

地
か
ら
富
を
求
め
た
人
々
が
佐
渡
を
め
ざ
し
、
人
口
は
爆

発
的
に
増
加
し
た
。
急
増
し
た
人
口
の
た
め
、
新
田
開
発

が
促
さ
れ
、
海
沿
い
や
、
海
岸
段
丘
の
上
か
ら
山
間
深
く

ま
で
耕
す
佐
渡
独
特
な
棚
田
の
風
景
を
作
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
金
山
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
豊
か
な
生
活
が
農
村

を
支
え
、
様
々
な
文
化
や
伝
統
芸
能
が
豊
作
を
願
う
農
業

神
事
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
で
独
特
な
農
村
文
化
を
作

り
上
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
佐
渡
の

美
し
い
里
山
に
ト
キ
は
日
本
で
最
後
ま
で
生
き
続
け
た

が
、
乱
獲
や
、
佐
渡
に
お
い
て
も
収
量
や
効
率
性
を
重
視

し
た
農
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
餌
場
と
な
る
田
ん
ぼ
が
少

な
く
な
る
な
ど
、
そ
の
生
息
環
境
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

	

ト
キ
と
共
生
す
る
里
山
環
境
の
再
生

再
び
、
ト
キ
を
野
生
に
帰
し
、
人
と
共
生
で
き
る
里
山

環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、
近
代
化
さ
れ
た
農
地
が
広
が
る

佐
渡
に
お
い
て
も
生
物
多
様
性
豊
か
な
水
田
を
増
や
し
、

そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
米
の
環
境
付
加
価
値
の
向
上
を
図

り
、
農
家
収
入
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
も
の
豊
か

な
農
地
を
保
全
し
よ
う
と
考
え
た
。
正
に
、「
生
き
て
い

る
遺
産
」「
知
恵
の
遺
産
」
と
い
え
る
世
界
に
誇
れ
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

生
態
系
の
再
生
と
保
全
を
図
る
た
め
の
水
稲
栽
培
技
術

を
「
生
き
も
の
を
育
む
農
法
」
と
し
て
、
農
家
自
ら
が
、

生
き
も
の
に
視
点
を
あ
て
た
地
域
づ
く
り
を
島
全
体
に
普

及
さ
せ
る
た
め
、
２
０
０
８
年
の
ト
キ
野
生
復
帰
活
動
と

時
を
同
じ
く
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
」
が

発
足
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
認
証
制
度
の
要
件
の
１
つ
に

な
っ
て
い
る
「
生
き
も
の
調
査
」
は
、農
家
の
み
な
ら
ず
、

◆◆◆◆◆◆
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光
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将
来
を
担
う
佐
渡
の
子
供
た
ち
に
も
行
っ
て
も
ら
い
、
生

物
多
様
性
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
同

時
に
、
伝
統
あ
る
水
田
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
の
役
割
に
「
食
の
生
産
」
と
「
生

物
多
様
性
保
全
の
役
割
」
を
明
確
に
示
す
こ
と
と
な
り
、

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
、
大
き
な
経
済
効
果
が
生
ま

れ
た
。
そ
の
結
果
、
作
付
面
積
は
、
佐
渡
の
全
作
付
面
積

の
２５
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
消
費
者
の
み
な
ら
ず
、
企
業

と
の
交
流
な
ど
様
々
な
主
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
佐
渡

の
豊
か
な
農
村
環
境
を
支
え
引
き
継
い
で
い
る
。

	

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
６
年
が
経
過
し
、
世
界
農

業
遺
産
認
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷

認
証
制
度
」
が
発
足
し
て
１０
年
目
の
作
付
け
を
迎
え
た
。

今
で
は
約
２
０
０
羽
の
ト
キ
が
佐
渡
の
豊
か
な
里
山
で
暮

ら
し
、
今
年
は
自
然
界
で
過
去
最
多
と
な
る
７７
羽
の
ヒ
ナ

が
誕
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
佐
渡
に
お
け
る
生

物
多
様
性
認
知
度
は
７８
・
４
％
と
国
平
均
と
比
較
し
て
非

常
に
高
い
。

今
後
ト
キ
と
共
生
す
る
里
山
環
境
を
守
り
続
け
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
新
潟
大

学
の
寄
付
講
座
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、「
朱
鷺
と
暮
ら
す

郷
認
証
制
度
」
の
要
件
を
強
化
し
た
。
４
つ
の
生
き
も
の

を
育
む
農
法
に
「
田
ん
ぼ
の
生
態
系
再
生
」
に
対
し
て
費

用
対
効
果
が
最
も
高
い
と
新
潟
大
学
の
寄
付
講
座
で
評
価

さ
れ
た
「
無
農
薬
無
化
学
肥
料
栽
培
」
を
追
加
し
、
５
つ

の
生
き
も
の
を
育
む
農
法
と
し
た
。
ま
た
、
底
生
動
物
の

多
様
性
に
効
果
的
な
「
江
の
設
置
」
の
効
果
を
高
め
、
ト

キ
の
夏
場
に
お
け
る
重
要
な
餌
場
と
な
る
畦
際
の
多
様
性

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、「
畦
畔
除
草
剤
散
布
の
禁
止
」

も
追
加
し
た
。

ま
た
、
強
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
誇
れ
る
こ

の
取
り
組
み
を
発
信
す
る
た
め
、
佐
渡
島
で
は
初
と
な
る

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
も
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、

既
に
開
発
し
て
い
る
「
生
物
多
様
性
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を

効
果
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
生

物
多
様
性
保
全
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

	

農
業
遺
産
の
価
値
を
高
め
る
た
め

こ
れ
ま
で
引
き
継
が
れ
た
農
業
を
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
に
は
、
単
に
経
済
性
や
効
率
性
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
食
糧
生
産
・
風
景
（
自
然
）
の
保
全
・
地
域
の
伝
統

文
化
、
伝
統
食
・
生
物
多
様
性
の
機

能
な
ど
農
業
の
多
面
的
機
能
の
価
値

を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
世
界
農
業
遺
産
に
対

す
る
関
心
や
認
知
は
あ
ま
り
高
く
な

い
。
認
定
さ
れ
６
年
を
経
過
し
た
佐

渡
で
も
２
０
１
６
年
３
月
現
在
の
認

知
度
は
３６
％
と
低
い
。
今
は
、
世
界

農
業
遺
産
を
活
用
し
、
農
業
農
村
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
そ
の

価
値
を
高
め
る
活
動
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
６
年
７

月
に
佐
渡
市
で
離
島
で
は
初
め
て
の

開
催
と
な
っ
た
第
２２
回
全
国
棚
田

（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
で
「
百
姓
は
目
標
を
も
っ
て
挑
戦

し
続
け
る
存
在
で
あ
り
、
夢
を
も
ち
、
挑
戦
し
続
け
る
、

そ
ん
な
背
中
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
佐
渡
の
漁
業
者
で

農
家
で
も
あ
る
パ
ネ
ラ
ー
の
意
見
が
あ
っ
た
。
食
の
安
全

性
へ
の
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
の
も
と
、
米
作
り
に
夢
中
に

な
っ
て
取
り
組
む
こ
の
よ
う
な
人
の
姿
は
、
人
び
と
の

「
共
感
」
を
呼
び
起
こ
す
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
さ
ら

に
、
阿
蘇
地
域
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
の
立
役
者
で
も
あ

る
「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・
ミ
ヤ
モ
ト
」
の
宮
本
け
ん
し
ん
氏

の
「
農
の
出
口
は
食
で
あ
り
、
豊
か
な
食
も
豊
か
な
農
が

あ
れ
ば
こ
そ
。
農
業
遺
産
は
農
家
の
為
だ
け
で
は
な
い
地

域
住
民
す
べ
て
の
も
の
」と
い
う
言
葉
と
彼
の
姿
勢
に「
共

感
」
し
た
。
こ
の
「
共
感
」
を
地
域
内
、
国
内
、
世
界
に

広
げ
る
こ
と
で
、
世
界
農
業
遺
産
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
と
信
じ
て
、
自
分
の
言
葉
で
発
信
し
続
け
、
活
動

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

◆◆◆

5 2017・７月号

特 集

農家の生きもの調査講習会

食をテーマに共感を広げるイベントを実施

地域づくり 本編



平
成
２３
年
６
月
、
日
本
で
初
め
て
、
石
川
県
の
「
能
登

の
里
山
里
海
」
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
は
、
そ
の
ほ
ぼ
全
域
が
「
里
山
」
と
い
わ
れ
る
、

長
年
に
わ
た
る
人
の
暮
ら
し
と
農
林
業
な
ど
の
営
み
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
地
域
で
す
。
三
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
の
暮
ら
し
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
沿
岸

地
域
で
あ
る
「
里
海
」
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
能
登
の
里
山
里
海
」
の
認
定
は
、
独
自
の
土
地
利
用

に
加
え
、海
女
漁
や
は
ざ
干
し
な
ど
伝
統
的
な
農
林
漁
法
、

「
あ
え
の
こ
と
」
や
キ
リ
コ
祭
り
な
ど
農
林
漁
業
と
深
く

結
び
つ
い
た
祭
礼
、「
白
米
千
枚
田
」
な
ど
優
れ
た
里
山

景
観
、
豊
か
な
生
物
多
様
性
、
輪
島
塗
に
代
表
さ
れ
る
伝

統
的
な
技
術
と
い
っ
た
農
林
水
産
業
と
そ
れ
に
関
連
し
た

人
々
の
営
み
の
す
べ
て
、
い
わ
ば
能
登
の
里
山
里
海
で
育

ま
れ
る
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
「
世
界
農
業
遺
産
」
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
能
登
で
は
過
疎
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
農
林

水
産
業
の
後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
進
ん
で

お
り
、
こ
れ
を
要
因
と
し
た
里
山
の
荒
廃
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、能
登
の
活
性
化
に
と
っ

て
農
林
水
産
業
の
振
興
が
大
変
重
要
で
す
。

も
と
も
と
能
登
に
は
日
本
の
原
風
景
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
世
界
農
業
遺
産
」の
認
定
に
よ
り
、

能
登
の
農
産
物
が
「
安
全
・
安
心
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

高
ま
り
、
能
登
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上
し
た
こ
と
や
、
石

川
県
が
整
備
運
営
し
て
い
た
有
料
道
路「
の
と
里
山
海
道
」

の
無
料
化
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
県
内
外
の
企
業
等
が
能
登

地
域
へ
相
次
い
で
進
出
し
て
い
ま
す
。

能
登
の
農
業
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
で
、
能
登
で
の
新
規

就
農
者
数
も
平
成
２１
年
度
に
１６
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

２５
年
度
に
は
７４
人
に
達
し
、
そ
の
後
も
４０
人
を
超
え
る

ペ
ー
ス
で
推
移
す
る
な
ど
、
着
実
に
農
業
の
振
興
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

	

未
来
に
つ
な
げ
る
「
能
登
」
の
一
品

石
川
県
で
は
、
認
定
後
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
生
か

し
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、
石
川
県
、
地
元
４
市
５
町
（
七
尾

市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
羽
咋
市
、
志
賀
町
、
宝
達
志
水

町
、
中
能
登
町
、
穴
水
町
、
能
登
町
）、
農
林
漁
業
・
商
工
・

観
光
団
体
で
構
成
す
る
世
界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
地
域
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
や

国
内
の
他
の
認
定
地
域
と
連
携
し
た
首
都
圏
等
で
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、「
世
界
農

業
遺
産　

未
来
に
つ
な
げ
る
『
能
登
』
の
一
品
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
で
育
ま
れ
、
そ

の
保
全
・
継
承
に
資
す
る
特
徴
的
な
商
品
を
対
象
に
、「
能

登
の
里
山
里
海
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
商
品
に
使
用
で
き
る
も

の
で
、
平
成
２６
年
度
に
創
設
し
、
こ
れ
ま
で
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
３２
商
品
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
物
語
性
が
強
い

商
品
や
能
登
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
商
品
を
厳
選
し
、
本
物

志
向
・
高
級
志
向
の
消
費
者
や
能
登
に
興
味
を
持
つ
消
費

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
認
定
商
品
を
集
め
た
世
界
農
業
遺

産
フ
ェ
ア
で
販
売
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
販
路
拡

大
を
図
っ
て
お
り
、
認
定
商
品
の
販
売
額
は
認
定
後
に
は

◆◆◆
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七
尾
市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
羽
咋
市
、

志
賀
町
、
宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
、

穴
水
町
、
能
登
町



平
均
で
２
割
増
加
す
る
な
ど
、
効
果
も
出
て
い
ま
す
。

	

い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド

ま
た
、
石
川
県
で
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
里
山
里
海
の

地
域
資
源
も
活
用
し
た
生
業
の
創
出
に
関
す
る
取
り
組
み

等
を
支
援
す
る
た
め
、
地
元
の
７
つ
の
金
融
機
関
と
と
も

に
１
２
０
億
円
の
資
金
を
拠
出
し
て
、「
い
し
か
わ
里
山

振
興
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
運
用
益
等
を
活
用
し
支
援
し
て
き
た
事
例
を
２
件

紹
介
し
ま
す
。

１
件
目
は
、
域
外
か
ら
の
進
出
事
例
で
す
。
金
沢
市
の

農
業
法
人
が
、
奥
能
登
に
農
業
参
入
し
、
耕
作
放
棄
地
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
逆
に
生
か
し
て
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
農
場
で
は
、
ソ
バ
、
大
麦
、
大
豆
を
生

産
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
原
料
に
「
能
登
」
ブ
ラ
ン
ド
農

産
品
の
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

２
件
目
が
、
能
登
町
に
あ
る
「
春
蘭
の
里
」
で
す
。
こ

こ
で
は
、「
自
然
以
外
に
何
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
逆

手
に
と
り
、
来
訪
者
を
昔
な
が
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら

し
で
も
て
な
す
農
家
民
宿
に
、
集
落
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
作
業
な
ど
都
会
で
は
で
き
な
い
体
験
や
日

本
の
農
村
の
原
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
首
都
圏
の
修
学
旅
行
生
や
中
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど

海
外
も
含
め
、
年
間
約
１
万
人
を
超
え
る
来
訪
者
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
地
域
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
周
辺
の
集
落
も
巻
き
込
み
、
農
家
民
宿
は
４７

軒
に
ま
で
拡
大
し
た
ほ
か
、
農
家
民
宿
を
志
す
海
外
か
ら

の
移
住
者
も
現
れ
る
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
生
業

の
創
出
に
よ
り
、
過
疎
・
高
齢
化
を
脱
却
す
る
糸
口
を
つ

か
ん
だ
地
域
活
性
化
の
成
功
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	

今
後
の
取
り
組
み

能
登
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
、
過
疎
高
齢
化
に
伴
い
地

域
を
支
え
る
人
材
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
危
機
感
か
ら
、
石
川
県
で
は
、
岐
阜
県
と
共
同
で
、

若
手
実
践
者
の
相
互
交
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
相
手
方
の
地
域
の
先
進
事
例
を
学
び
、
自

ら
の
地
域
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
両

地
域
の
連
携
を
通
じ
た
商
品
開
発
な
ど
新
た
な
動
き
に
つ

な
げ
る
な
ど
の
経
験
を
通
じ
て
、
地
域
を
担
う
若
手
人
材

の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

将
来
の
担
い
手
を
育
て
て
い
く
た
め
、
能
登
地
域
の
小
学

生
向
け
に
社
会
科
や
総
合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
地
域

の
宝
で
あ
る
世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
学

ぶ
出
前
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

	

未
来
の
世
代
へ
受
け
継
ぐ

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
は
、
地
域
住
民
が
「
当
た
り
前

だ
」
と
思
っ
て
い
た
、
い
わ
ば
埋
も
れ
て
い
た
地
域
の
暮

ら
し
や
資
源
に
「
光
」
を
当
て
、
む
し
ろ
地
域
の
「
宝
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

地
域
住
民
自
ら
が
、
地
域
に
「
生
き
る
自
信
と
誇
り
」

を
取
り
戻
し
、
地
域
の
活
性
化
の
動
き
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
広
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り
」
が
進
み
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
世
界
に
重
要
と
認
め
ら
れ
た
「
能
登
の
里

山
里
海
」
が
未
来
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆
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活
動
の
概
要

静
岡
県
の
掛
川
市
、
島
田
市
、
菊
川
市
、
牧
之
原
市
、

川
根
本
町
の
４
市
１
町
で
は
、
県
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶

の
栽
培
が
、「
茶
草
場
農
法
」
と
い
う
独
自
の
伝
統
農
法

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
定
地
域
で
は
「
茶
草
場
」

と
呼
ば
れ
る
ス
ス
キ
や
サ
サ
な
ど
が
自
生
す
る
草
地
が
、

茶
畑
や
集
落
の
周
り
に
モ
ザ
イ
ク
状
に
点
在
し
て
お
り
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、こ
の
茶
草
場
か
ら
草
を
刈
り
取
り
、

乾
燥
さ
せ
て
、
冬
の
間
に
茶
畑
の
畝
の
間
に
敷
き
ま
す
。

こ
の
「
茶
草
場
農
法
」
は
、
傾
斜
地
茶
園
の
土
壌
条
件
を

良
好
に
保
つ
だ
け
で
な
く
、
流
亡
を
防
ぎ
、
お
茶
の
品
質

に
お
い
て
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶

農
家
が
利
用
し
、
維
持
し
て
き
た
里
山
の
草
地
に
は
、
他

の
場
所
で
は
見
る
機
会
が
少
な
い
固
有
種
を
含
む
３
０
０

種
類
以
上
の
多
様
な
動
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶

草
場
農
法
は
、「
高
品
質
な
茶
生
産
」
と
「
生
物
の
多
様

性
の
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
さ
れ
た
価
値
の
高
い

農
業
文
化
を
評
価
さ
れ
、
平
成
２５
年
５
月
に
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
地
域
の
４
市
１
町
で
構
成
さ
れ
る
世
界
農
業
遺
産

「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
推
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）

は
平
成
２４
年
に
発
足
し
、
掛
川
市
を
事
務
局
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
市
町
の
行
政
域
を
超
え
た
よ
り
広
域

的
な
連
携
を
す
る
た
め
に
、
平
成
２８
年
４
月
に
事
務
局
が

県
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
、
地
域
の
振
興
や
同

農
法
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
茶
の
販
売
促
進
を
支
援
し
て
い

る
ほ
か
、
世
界
農
業
遺
産
を
有
す
る
他
県
と
連
携
し
、
世

界
農
業
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

	

認
定
に
至
る
経
緯

掛
川
市
は
平
成
１２
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
う
生
物
多
様

性
を
評
価
す
る
各
種
自
然
環
境
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
東
山
地
区
に
希
少
な
動
植
物
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１８
年
に
は
自
然
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
、
翌
年
に
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、

東
山
の
茶
草
場
に
生
息
す
る
「
カ
ケ
ガ
ワ
フ
キ
バ
ッ
タ
」

や
「
フ
ジ
タ
イ
ゲ
キ
」
を
希
少
野
生
動
物
に
指
定
し
ま
し

た
。平

成
２２
年
に
は
、
生
物
多
様
性
条
約
締
結
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
１０
）
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
掛
川
市
東
山
地

区
の
茶
草
場
農
法
の
事
例
が
高
い
評
価
を
受
け
、
さ
ら
に

平
成
２３
年
度
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の

登
録
申
請
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

掛
川
市
は
同
様
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
周
辺
４
市
町

と
、
平
成
２４
年
１０
月
に
世
界
農
業
遺
産
「
静
岡
の
茶
草
場

農
法
」
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
１１
月
２６
日
の
第
２
回
総

会
で
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
申
請
を
決
定
し
ま
し
た
。

静
岡
県
と
国
連
大
学
か
ら
の
推
薦
や
農
林
水
産
省
か
ら
の

協
力
の
承
認
を
受
け
、
１２
月
２８
日
に
国
際
連
合
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
へ
申
請
し
ま
し
た
。

平
成
２５
年
２
月
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ

れ
、
５
月
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
世
界
農
業
遺
産
国
際

会
議
に
お
い
て
、
大
分
県
、
熊
本
県
と
と
も
に
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

◆◆◆
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掛
川
市
、
島
田
市
、
菊
川
市
、

牧
之
原
市
、
川
根
本
町



	

代
表
的
な
取
り
組
み
と
そ
の
成
果

〇
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

協
議
会
で
は
平
成
２５
年
９
月
に
同
農
法
に
取
り
組
む
生

産
者
を
、
生
物
多
様
性
保
全
実
践
者
と
し
て
認
定
す
る
制

度
を
創
設
し
、
１０
月
か
ら
は
認
定
シ
ー
ル
を
つ
け
た
茶
の

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
２９
年
３
月
末
ま
で
に
認
定
を

受
け
た
農
家
は
４
９
６
戸
、
認
定
シ
ー
ル
の
販
売
は
約

２
１
７
万
６
千
枚
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
商
品
の
販
売
で
は
、
非
正
規
品

の
出
現
を
防
ぐ
た
め
、
販
売
業
者
の
登
録
制
を
と
っ
て
お

り
、
業
者
数
は
１
２
２
業
者
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
認
定

地
域
内
だ
け
で
な
く
、
焼
津
市
、
藤
枝
市
、
県
外
で
は
東

京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
な
ど
都
市
圏
の
消
費
地
に
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
農
業
遺
産
認
定
地
域
と
連
携
し
、
首
都
圏

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
ほ
か
、
平
成
２７
年
に
は
イ
タ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
や
平
成
２８
年
に

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
世
界
お
茶
ま
つ
り
２
０
１
６
に
お

い
て
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

〇
応
援
制
度
基
本
計
画
の
策
定

静
岡
の
茶
草
場
農
法
を
持
続
可
能
な
生
産
活
動
と
す
る

た
め
に
は
幅
広
い
認
知
と
支
持
を
集
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
２９
年
３
月
、
企
業
や
県
民
の
支
援
を

受
け
る
応
援
制
度
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
基
本
計
画
に
は
、「
茶
草
場
農
法
」
を
応
援
す

る
寄
付
金
の
設
置
、
企
業
と
農
村
の
交
流
促
進
、
農
作
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
、
市
民
の
意
識
の
醸
成
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
情
報
発
信
の
強
化
を
主
な
取
り

組
み
項
目
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
茶
草
場
農
法
」
を
応
援
す
る
企
業
や
消
費
者

を
示
す
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
作
成
し
ま
し
た
。

〇
地
域
の
魅
力
発
信

茶
の
遅
霜
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防

霜
フ
ァ
ン
は
、
現
在

の
栽
培
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
が
、

無
機
質
な
支
柱
は
景

観
の
魅
力
を
や
や
損

な
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
そ
の

色
調
を
景
観
に
配
慮

し
た
も
の
と
す
る
た

め
、
景
観
デ
ザ
イ
ン

の
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
、
展
望
台
か
ら
見
え
る
約
８０
本
の
支
柱
を
茶
色
に

塗
装
し
ま
し
た
。
ま
た
併
せ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
茶
色
の

物
へ
と
交
換
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
魅
力
の
上
が
っ
た
地
域
を
紹
介
す
る
た
め

に
、
平
成
２９
年
３
月
に
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
４
月
末

に
は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

〇
試
験
研
究
の
推
進

こ
れ
ま
で
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
や
東
京
農
業
大
学
、
静
岡
県
農
林
技
術
研

究
所
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
茶
草
場
農
法
」
を
対
象
に

研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
茶
草
の
施
用
に
よ
る
茶
園
の

土
壌
の
保
水
性
が
改
善
す
る
効
果
や
周
辺
地
域
の
気
象
環

境
の
情
報
整
理
や
分
析
が
進
む
な
ど
有
益
な
成
果
が
得
ら

れ
て
お
り
、
茶
の
生
産
技
術
の
改
善
や
価
値
の
明
確
化
へ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

	
	

今
後
は
「
茶
草
場
農
法
」
茶
の	

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

「
茶
草
場
農
法
」
の
継
続
・
継
承
の
た
め
に
は
、
茶
草

場
の
管
理
者
で
あ
る
茶
農
家
の
意
欲
の
向
上
や
担
い
手
の

育
成
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
商
品
で
あ
る
茶
の

付
加
価
値
が
広
く
伝
わ
る
よ
う
に
販
売
促
進
す
る
と
と
も

に
、
企
業
や
消
費
者
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
は
じ
め
、
寄
付

金
の
設
置
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
、
企
業
と
農
村
の
交
流

促
進
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
誘
客
促
進
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報
発
信
力
の
強
化
を
協

議
会
と
し
て
一
体
的
に
推
進
。
農
法
の
認
知
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
支
援
の
輪
を
広
げ
、「
茶
草
場
農
法
」
に
よ

り
作
ら
れ
た
お
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆
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認定シール（Sample）

貢献度は、茶園と茶草場の面積の割合から算出



	
�

森
林
の
恵
み
活
用
と
強
固
な�

	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

宮
崎
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地

域
は
、
高
千
穂
町
・
日
之
影
町
・
五
ヶ
瀬
町
・
諸
塚
村
・

椎
葉
村
の
３
町
２
村
で
構
成
さ
れ
、
九
州
の
中
央
部
に
位

置
し
標
高
１
０
０
０
㍍
か
ら
１
７
０
０
㍍
の
険
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
山
間
地
で
す
。
圏
域
内
で
森
林
の
占
め
る
面

積
は
９１
・
９
％
、
耕
地
面
積
は
２
・
９
％
に
過
ぎ
ず
、
効
率

的
な
農
林
業
を
営
む
に
は
厳
し
い
条
件
下
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
人
々
は
自
然
を
敬
い
、
森
林
か
ら
の

恵
み
を
巧
み
に
活
用
し
な
が
ら
、
針
葉
樹
に
よ
る
木
材
生

産
や
広
葉
樹
を
活
用
し
た
シ
イ
タ
ケ
生
産
、
高
品
質
の
和

牛
生
産
、
お
茶
の
生
産
、
棚
田
で
の
稲
作
、
焼
畑
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
農
林
業
複
合
経
営
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
不
利
条
件
を
克
服
す
る
た
め
、
こ
の
地
域
で
は

古
く
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
道
路
網
の
建
設
や

用
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
特

に
林
業
が
盛
ん
な
諸
塚
村
で
は
、
継
続
的
な
作
業
道
整
備

に
よ
る
林
内
路
網
密
度
が
日
本
一
を
誇
る
ほ
か
、
山
と
渓

谷
が
連
続
す
る
こ
の
圏
域
で
米
作
り
を
行
う
た
め
、
急
斜

面
な
山
肌
に
山
腹
用
水
路
を
築
き
、
現
在
で
は
圏
域
内
で

総
延
長
約
５
０
０
㌔
の
用
水
路
が
約
１
８
０
０
㌶
の
棚
田

を
潤
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
「
神
楽
」
は
、
五

穀
豊
穣
な
ど
を
願
う
神
事
で
あ
り
、
現
在
も
９０
近
く
の
地

域
で
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
継
承
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
強
固
に
維
持
し
続
け
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
、
山
間
地
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
自
然
と

調
和
し
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た
先
人
達
の
努
力
が
、「
山

間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

	
�

森
林
理
想
郷
を
目
指
し
た�

	

５
町
村
が
連
携
し
認
定
へ

２
０
１
５
年
１２
月
１５
日
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
は
、
も
と
も
と
１
９
８
７
年

に
宮
崎
県
が
提
唱
し
た
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
構
想
に
基
づ
き
、

恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
地
域
で
す
。「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
」
の
語
源
は
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
（
森
林
）」
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
郷
）」

と
い
う
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、
人
々
が
森

林
の
恵
み
を
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
心
豊

か
な
生
活
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
即
ち
「
森
林
理
想
郷
」
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
当
地
域
は
５
町
村
に
ま
た
が
る
上
、

Ｊ
Ａ
や
森
林
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
が
複
数
存
在
す
る
中

で
、
２
０
１
４
年
３
月
に
推
進
協
議
会
を
結
成
し
、
高
千

穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
と
し
て
「
世
界
農
業
遺
産
」
認
定
に

向
け
目
指
し
取
り
組
め
た
の
も
、
こ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア

構
想
に
よ
る
連
携
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
い
え
ま
す
。

	
�

世
界
農
業
遺
産
認
定
後
の
取
り
組
み

「
世
界
」
と
冠
が
つ
く
称
号
を
得
た
高
千
穂
郷
・
椎
葉

山
地
域
で
す
が
、「
世
界
遺
産
」
の
よ
う
に
、
一
気
に
観

光
客
が
増
加
し
た
り
、
地
域
経
済
が
急
激
に
浮
揚
す
る
と

い
っ
た
効
果
を
実
感
す
る
こ
と
は
、
そ
の
性
質
上
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
内
外
か
ら
の
視
察
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
地
域
農
家
に
と
っ
て
自
分
達
の
農
林
業
の
あ
り
方
を
見

つ
め
直
し
、
地
域
へ
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

当
地
域
が
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
都
市
部
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
様
々
な

ツ
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
で
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
も
世
界
農
業
遺
産
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
の
認

知
度
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
高
ま
ら
な
い
と
考

え
、
５
町
村
お
よ
び
県
は
も
と
よ
り
、
国
内
外
の
認
定
地

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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世
界
農
業
遺
産
　
宮
崎
県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域

―
木
材
や
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
か
ら
、
和
牛
、
お
茶
、
棚
田
で
の
稲
作
ま
で
―

甲
斐
　
宗
之

世
界
農
業
遺
産
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
活
性
化
協
議
会　

事
務
局
長

森
林
面
積
９
割
の
山
間
地
で
農
林
業
複
合
経
営

地域づくり 本編

高
千
穂
町
、日
之
影
町
、五
ヶ
瀬
町
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村



域
と
も
連
携
し
な
が
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

	
	

大
学
や
高
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
推
進

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
当
地
域
の
「
山
間
地
農

林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」。
こ
こ
に
あ
る
農
林
業
の
あ
り
方

や
生
活
文
化
が
、
学
術
的
な
視
点
で
ど
の
様
に
評
価
で
き

る
か
に
つ
い
て
、
地
元
の
国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
の
協

力
の
も
と
調
査
・
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
育
成
事
業
と
し
て
、
宮
崎
県
立
高
千
穂

高
等
学
校
で
は
、「
世
界
農
業
遺
産
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

農
業
や
文
化
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
地
域
に
対

す
る
愛
着
と
誇
り
を
高
め
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

輩
出
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
３
月
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
質

を
さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う
と
、世
界
農
業
遺
産
高
千
穂
郷
・

椎
葉
山
地
域
活
性
化
協
議
会
、国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
、

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
等
学
校
の
３
者
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
今
後
、
研
究
や
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
、
研

究
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
人
材
育
成
や
技
術
提
供
な

ど
の
分
野
で
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
が
容
易
と
な

り
、
世
界
農
業
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
弾
み
が

つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

	
	

伝
統
農
林
業
と
文
化
を
未
来
へ
繋
ぐ

当
地
域
に
限
ら
ず
、
国
内
の
農
山
村
で
は
少
子
高
齢
化

に
伴
う
過
疎
化
や
後
継
者
不
足
の
問
題
が
共
通
の
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
よ
り
、
そ

の
問
題
が
す
ぐ
に
好
転
す
る
と
は
考
え
に
く
い
状
況
で
す

が
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
達
に
と
っ
て
、
そ
の
当
た
り
前
の

暮
ら
し
や
景
観
、
文
化
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
さ
を
増
す
国
際
競
争
や
農
林
家
の
高
齢
化
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
農
泊
や
農
作
業
体

験
等
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
な
が
ら
交
流
人

口
を
増
や
し
、
こ
の
豊
か
な
森
林
や
棚
田
等
の
景
観
、
神

楽
等
の
農
村
文
化
を
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆
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針葉樹と広葉樹がパッチワーク状に植林された諸塚村のモザイク林

高千穂郷・椎葉山地域の棚田に水を導く総延長 500キロにも及ぶ山腹用水路

今年３月に行われた当協議会・宮崎大学・高千穂高校による連携協定調印式
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２
０
１
７
年
３
月
宮
城
県
北
部
に
位
置
す
る
大
崎
地
域

１
市
４
町
（
大
崎
市
、
色
麻
町
、
加
美
町
、
涌
谷
町
、
美

里
町
）
の
「『
大お

お

崎さ
き

耕こ
う

土ど

』
の
巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
水

田
農
業
シ
ス
テ
ム
」
が
、
東
北
で
唯
一
、
日
本
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
、
併
せ
て
日
本
か
ら
世
界
農
業
遺
産
へ
申
請

す
る
候
補
に
選
ば
れ
た
。

	
�

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た�
	

「
大
崎
耕
土
」

大
崎
地
域
は
、「
や
ま
せ
」
に
よ
る
冷
害
や
洪
水
、
渇

水
が
頻
発
す
る
三
重
苦
と
も
言
え
る
厳
し
い
自
然
環
境
の

中
、
水
を
巧
み
に
活
用
し
た
様
々
な
知
恵
や
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
、
水
田
農
業
と
農
耕
文
化
、
水
田
の
持
つ
豊
か
な

湿
地
生
態
系
を
育
む
独
特
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
形
成

し
、
藩
政
時
代
か
ら
「
大
崎
耕
土
」
と
称
さ
れ
る
豊
饒
の

大
地
を
継
承
し
て
き
た
。

大
崎
耕
土
の
水
田
農
業
は
、「
水
」「
人
」「
知
恵
」
の

３
つ
の
つ
な
が
り
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
大
崎
地
域
は
、

中
世
以
降
、取し

ゅ

水す
い

堰ぜ
き

や
隧ず

い

道ど
う・

潜せ
ん

穴け
つ

、た
め
池
、用
排
水
網
、

水
田
に
洪
水
調
整
機
能
を
持
た
せ
た
遊
水
地
な
ど
、
上
流

か
ら
下
流
域
ま
で
流
域
全
体
を
俯
瞰
し
た
「
水
の
つ
な
が

り
」
を
築
い
て
き
た
。
水
の
つ
な
が
り
を
支
え
る
主
体
と

し
て
、「
人
の
つ
な
が
り
」
で
あ
る
相
互
扶
助
組
織
「
契

約
講
」
を
基
層
と
し
た
農
民
主
体
の
水
管
理
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、頻
発
す
る
「
や
ま
せ
」
に
よ
る
冷
害
に
対
し
て
、

水
温
を
巧
み
に
活
用
し
た
育
苗
や
深ふ

か

水み
ず

管か
ん

理り

、
ぬ
る
め
水

路
な
ど
の
農
法
と
農
耕
儀
礼
を
通
じ
た
種
籾
交
換
に
よ
っ

て
耐
冷
性
の
高
い
品
種
の
選
定
が
行
わ
れ
、サ
サ
ニ
シ
キ
、

ひ
と
め
ぼ
れ
と
い
う
一
大
品
種
の
基
層
と
な
る
な
ど
、「
知

恵
の
つ
な
が
り
」
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
農
家
の
自
給
自
立
的
な
暮
ら
し
と
営
農
を
支

え
る
屋
敷
林
「
居い

久ぐ

根ね

」（
約
２
万
４
３
０
０
戸
が
現
存
）

は
、
多
様
な
樹
種
や
草
本
類
で
構
成
さ
れ
、「
水
田
に
浮

か
ぶ
森
」
と
し
て
、周
辺
の
水
田
や
水
路
網
と
つ
な
が
り
、

動
植
物
の
生
息
環
境
を
提
供
す
る
独
特
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
を
形
成
し
て
い
る
。

巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
水
田
農
業
は
、
国
内
最
大
の
マ

ガ
ン
の
越
冬
を
支
え
る
な
ど
、
多
様
な
生
き
も
の
の
保
全

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
食
の
安
全
や
生
物
多
様
性
の
重

要
性
を
認
識
し
て
生
態
系
機
能
を
生
か
し
、
害
虫
管
理
を

意
識
し
た
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
（
水
田
冬
期
湛
水
）」
に

よ
る
米
づ
く
り
や
六
次
産
業
化
を
図
る
な
ど
、
消
費
者
と

の
交
流
を
通
じ
た
、
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
を
構
築
し
て

き
た
。
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
達
は
、「
お

お
さ
き
生
き
も
の
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
農
業
の
価
値
理
解

の
促
進
と
そ
の
価
値
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

	

農
業
遺
産
の
価
値
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り

農
業
遺
産
の
保
全
に
は
、
農
家
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

と
と
も
に
、
農
業
や
地
域
の
価
値
を
明
確
に
し
、
広
く
共

有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
、
水
管
理
や
居
久
根
の
保
全
・
再
生
、
自
然
と

共
生
す
る
農
業
の
価
値
を
共
有
す
る
た
め
に
、
消
費
者
や

企
業
な
ど
多
様
な
主
体
の
参
画
す
る
生
き
も
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
田

と
水
路
、
た
め
池
、
居
久
根
が
織
り
な
す
「
大
崎
耕
土
」

を
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
位
置
づ

け
、「
農
業
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全
と
い
う
視
点
を
新
た
に

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
加
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

共
に
支
え
る
応
援
団
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
遊
水
地
や
自
然

と
共
生
す
る
栽
培
技
術
な
ど
を
通
じ
た
国
連
の
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
へ
の
貢
献
も
実
践
し
て

い
き
た
い
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
宮
城
県
大
崎
地
域
（
大
崎
市
、色
麻
町
、加
美
町
、涌
谷
町
、美
里
町
）

―
「
大
崎
耕
土
」
を
支
え
る
４
０
０
年
の
水
利
用
―高

橋
　
直
樹

大
崎
市
産
業
政
策
課
世
界
農
業
遺
産
推
進
室

巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
水
田
農
業

契約講を主体とする370年続く巧みな水管理

水田農業が支える生物の多様性
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武
蔵
野
地
域
は
、
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

東
京
に
隣
接
し
た
大
都
市
近
郊
地
域
で
あ
る
。
本
地
域
は

風
が
強
く
、
火
山
灰
土
の
た
め
栄
養
分
が
少
な
く
、
水
に

乏
し
い
と
い
う
作
物
の
育
ち
に
く
い
草
原
で
し
か
な
か
っ

た
。「
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」
は
樹
種
（
落
葉
広
葉
樹
）
を

選
定
し
た
植
林
と
下
草
刈
り
や
落
ち
葉
掃
き
等
に
よ
る
平

地
林
の
管
理
、
そ
の
落
ち
葉
の
堆
肥
化
、
落
ち
葉
堆
肥
に

よ
る
土
壌
改
良
と
そ
れ
に
よ
る
安
定
的
な
農
産
物
の
栽
培

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

	
�

伝
統
的
な
農
林
業
と
文
化
、�

	

生
物
多
様
性
が
一
体
と
な
っ
た
農
法

武
蔵
野
台
地
の
開
拓
は
、
徳
川
幕
府
が
置
か
れ
江
戸
の

急
速
な
人
口
増
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
に
始
め
ら

れ
た
。
農
業
を
行
う
に
は
非
常
に
厳
し
い
自
然
条
件
を
克

服
す
る
た
め
、
個
々
の
土
地
区
画
（
地
割
）
を
屋
敷
地
・

耕
地
・
平
地
林
を
セ
ッ
ト
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
集
落

全
体
で
防
風
、
土
壌
の
飛
散
防
止
、
地
下
水
か
ん
養
な
ど

複
数
の
機
能
を
持
た
せ
て
持
続
的
農
業
を
定
着
さ
せ
、
食

料
需
要
に
応
え
て
い
っ
た
。
今
で
は
、
大
消
費
地
東
京
を

至
近
に
も
つ
と
い
う
地
の
利
も
生
か
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を

は
じ
め
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
こ
ま
つ
菜
な
ど
の
露
地
野
菜

の
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
近
郊
の
貴
重
な
緑

地
空
間
で
あ
る
優
良
農
地
や
緑
地
帯
と
し
て
の
ま
と
ま
り

を
保
っ
て
お
り
、
自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
持
続
的
な

農
業
シ
ス
テ
ム
を
大
都
市
の
近
傍
で
目
に
す
る
こ
と
は
、

国
内
で
は
唯
一
、
世
界
的
に
も
稀
有
で
あ
る
。

こ
の
農
法
は
、
社
会
や
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
何
世
代

に
わ
た
り
形
作
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
農
林
業
と
、
そ
れ

に
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、
生
物
多
様
性
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
農
用
林
と
し
て
育
成
・
管
理
さ

れ
て
い
る
平
地
林
に
は
、
自
然
林
と
は
異
な
る
生
き
物

の
生
息
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
林
床
管

理
が
定
期
的
に
行
わ
れ
、
見
通
し
が
よ
く
、

明
る
い
平
地
林
に
は
キ
ン
ラ
ン
な
ど
の
草

花
が
咲
き
、
ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ
、
オ
オ
タ
カ

な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
の
動
植
物
も
多
く
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
落
ち
葉
堆
肥
に

よ
り
土
壌
微
生
物
の
多
様
性
も
向
上
し
、

持
続
可
能
な
農
業
を
支
え
て
い
る
。

評
価
に
際
し
て
①
江
戸
時
代
初
期
に
、

農
業
的
に
価
値
の
低
い
武
蔵
野
の
原
野
を

当
時
の
農
村
計
画
を
も
と
に
住
居
、
耕
地
、

肥
料
採
取
地
と
し
て
平
地
林
が
一
組
と
し

て
開
発
さ
れ
た
歴
史
を
有
す
る
独
創
的
事
例
で
あ
る
こ
と

②
都
市
近
郊
の
開
発
需
要
が
高
い
環
境
下
で
、
そ
の
景
観

と
落
ち
葉
を
活
用
し
た
伝
統
的
農
法
が
、
現
在
ま
で
継
承

さ
れ
た
こ
と
③
落
ち
葉
掃
き
な
ど
の
作
業
に
周
辺
部
の
都

市
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
参
加
し

て
お
り
、
活
動
の
維
持
、
都
市
農
村
交
流
や
環
境
教
育
の

面
で
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
―
が
評
価
さ
れ
た
。

	
�

今
後
は
伝
統
的
農
法
の
野
菜
作
り
を�

	

積
極
的
Ｐ
Ｒ

燃
料
体
系
の
変
化
や
手
入
れ
不
足
に
よ
る
平
地
林
の
荒

廃
、
都
市
化
に
伴
う
土
地
需
要
や
相
続
税
の
負
担
に
伴
う

土
地
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、
当
地
域
の
伝
統
農
法
を
従
来

ど
お
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
急
速
に
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
伝
統
的
農
法
を
背
景
に
し
た
野
菜
作
り
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を

付
け
な
が
ら
、
日
本
農
業
遺
産
の
価
値
そ
の
も
の
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
伝
統
を
守
り
、
武
蔵
野
地
域
の
魅
力
を
伝
え

た
い
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
埼
玉
県
武
蔵
野
地
域
（
川
越
市
、
所
沢
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
）

―
次
世
代
へ
の
継
承
、
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
域
活
性
化
―

打
田
　
欽
也

三
芳
町
観
光
産
業
課　

農
業
振
興
担
当
主
任

江
戸
時
代
か
ら
三
百
年
続
く「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」

武蔵野地域でとれるさつまいもなどの野菜

体験落ち葉掃きに参加するみなさん



	

志
摩
半
島
の
海
女
の
歴
史
は
５
千
年
以
上

志
摩
半
島
の
海
岸
に
は
、
潜
水
と
浮
上
を
繰
り
返
す
海

女
の
磯
笛
が
波
間
か
ら
聞
こ
え
る
。
夕
陽
に
浮
か
ぶ
幾
何

学
模
様
の
筏
の
下
で
海
の
宝
石
・
真
珠
が
育
つ
。
そ
ん
な

光
景
が
長
い
歴
史
を
重
ね
て
、
生
き
た
姿
で
営
々
と
続
い

て
き
て
い
る
。

平
成
２９
年
４
月
、「
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
漁
と
真
珠
養
殖
」

が
、
第
１
回
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

志
摩
半
島
の
海
女
の
歴
史
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
ほ

ぼ
５
千
年
以
上
で
あ
る
。
よ
く
も
海
女
漁
が
現
代
ま
で
継

承
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
。
そ
の
海
女
の
漁
獲
対
象
と
す
る

の
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
や
多
種
の
海
藻
で
あ
る
。
さ
ら
に

歴
史
時
代
に
な
る
と
、
海
女
は
海
の
宝
石
で
あ
る
天
然
真

珠
の
「
鰒
玉
」
を
採
取
し
た
。
左
の
歌
に
伊
勢
と
あ
る
の

は
志
摩
の
こ
と
で
あ
る
。

�

伊
勢
の
海
の
あ
ま
の
島
津
が
鰒
玉　

�

　
　
　

取
り
て
後
も
か　

恋
ひ
の
繁
け
む�

万
葉
集

ア
ワ
ビ
は
特
に
不
老
長
寿
の
妙
薬
と
な
る
食
材
と
し
て

珍
重
さ
れ
た
。
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
の
平
城
宮
趾
近
い

長
屋
王
宅
跡
な
ど
か
ら
出
土
す
る
木
簡
に
多
く
ア
ワ
ビ
が

記
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
神
宮
へ
の
神
饌
と
し
て
の
ノ
シ
ア

ワ
ビ
の
献
上
は
な
お
今
日
も
つ
づ
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
、我
が
国
の
重
要
輸
出
品
「
俵
物
三
品
」

の
一
つ
が
干
し
ア
ワ
ビ
で
あ
り
、
ま
た
、
た
び
た
び
襲
っ

た
食
料
飢
饉
を
救
っ
た
海
藻
ア
ラ
メ
も
海
女
な
く
し
て
は

採
取
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
海
女
漁
の

伝
統
は
今
日
ま
で
漁
村
女
性
の
価
値
あ
る
生
業
と
し
て
連

綿
と
つ
づ
い
て
い
る
。
因
み
に
海
女
漁
は
今
年
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

１
２
４
年
前
の
明
治
２６
年
、
御
木
本
幸
吉
に
よ
っ
て
苦

心
の
末
、
生
み
出
さ
れ
た
真
円
真
珠
の
母
貝
ア
コ
ヤ
ガ
イ

は
、
半
世
紀
を
越
え
て
、
海
女
が
潜
水
し
て
採
捕
し
て
き

た
。
そ
の
時
代
は
海
女
と
真
珠
養
殖
は
一
体
と
な
っ
て
歩

ん
で
い
た
。主
と
し
て
夏
期
を
潜
水
漁
で
稼
い
だ
海
女
も
、

冬
期
は
ア
コ
ヤ
ガ
イ
へ
の
真
珠
核
挿
入
や
貝
掃
除
仕
事
に

働
い
た
。

	

伝
統
的
価
値
を
宿
し
た
生
産
手
段
を
再
認
識

海
女
と
真
珠
養
殖
が
関
係
を
絶
っ
た
の
は
、
大
戦
後
の

昭
和
３０
年
代
に
真
珠
母
貝
が
人
工
的
に
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
４０
年
代
、
初
期
の

高
度
経
済
成
長
に
乗
っ
て
真
珠
養
殖
は
絶
頂
期
に
入
る
。

が
、
間
も
な
く
過
剰
な
生
産
の
た
め
過
密
に
養
殖
さ
れ
た

漁
場
は
貝
の
排
せ
つ
物
や
付
着
物
の
掃
除
カ
ス
で
環
境
が

汚
染
し
、
粗
悪
品
を
生
産
す
る
結
果
と
な
り
、
英
虞
湾
の

真
珠
養
殖
は
壊
滅
寸
前
と
な
る
。

同
じ
こ
ろ
海
女
漁
も
ア
ワ
ビ
の
過
剰
な
採
捕
を
犯
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
厳
し
い
規
制
の
も
と
で
、
長
く

守
っ
て
き
た
資
源
保
護
の
原
則
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
海
の
自
然
の
攪
乱
で
あ
っ
た
。

平
成
元
年
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、
海
女
漁
も
真
珠
養
殖

も
強
い
危
機
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
の
生
業

が
海
の
環
境
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
海
女
漁
と
真
珠
養
殖
が
志
摩
半

島
の
人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
伝
統
的
価
値
を
宿

し
た
生
産
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
度
の
日
本
農
業
遺
産
認
定
を
機
に
、
海
女
漁
も
真

珠
養
殖
も
自
然
環
境
や
伝
統
技
術
の
重
要
性
に
立
ち
戻

り
、
さ
ら
に
時
代
に
適
応
し
た
新
し
い
周
辺
領
域
の
分
野

を
加
え
た
ト
ー
タ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
持
続
的

な
産
業
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
確
実
に
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
三
重
県
鳥
羽
・
志
摩
地
域
（
志
摩
市
、
鳥
羽
市
、
南
伊
勢
町
）

―
持
続
的
な
産
業
遺
産
と
し
て
再
生
を
―

石
原
　
義
剛

海
女
振
興
協
議
会
会
長　

海
の
博
物
館
館
長

歴
史
あ
る
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
漁
と
真
珠
養
殖

英虞湾の風景（提供　財団法人伊勢志摩
国立公園協会）

潜水中の海女
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徳
島
県
に
し
阿
波
地
域
は
四
国
地
方
の
中
央
部
、
徳
島

県
西
部
圏
域
の
２
市
２
町
か
ら
な
る
エ
リ
ア
で
、
西
日
本

第
２
の
高
峰
「
剣
山
」
と
四
国
三
郎
「
吉
野
川
」
に
育
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
そ
の
中
で
も
急
峻
な
山
麓

に
お
け
る
過
酷
な
自
然
環
境
と
対
峙
し
、
人
々
が
暮
ら
す

た
め
に
長
い
年
月
を
か
け
て
築
き
上
げ
た
も
の
が
「
に
し

阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

	
�「

に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
と
は

当
地
域
の
標
高
約
１
０
０
㍍
～
９
０
０
㍍
の
山
間
部
に

は
２
０
０
以
上
の
集
落
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

急
峻
な
傾
斜
地
に
位
置
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
斜
度
４０
度

に
も
及
び
ま
す
。
一
般
的
に
傾
斜
地
で
の
農
業
は
、
段
々

畑
や
棚
田
の
様
な
水
平
面
を
造
り
農
業
を
行
い
ま
す
が
、

当
地
域
で
は
水
平
面
を
造
ら
ず
に
傾
斜
地
の
ま
ま
農
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

傾
斜
地
で
農
業
を
営
む
た
め
に
、
人
々
は
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
カ
ヤ
（
ス
ス
キ
）
の

多
様
な
利
用
で
す
。
採
草
地
（
カ
ヤ
を
育
て
る
場
所
）
か

ら
カ
ヤ
を
刈
り
、「
コ
エ
グ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
円
錐
状
の
形

に
組
ん
で
乾
燥
さ
せ
、刻
ん
で
畑
に
入
れ
ま
す
。カ
ヤ
に
は
、

風
雨
で
土
が
下
に
流
れ
出
る
の
を
抑
制
す
る
ほ
か
、
様
々

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
流
れ
て
し
ま
う
土
は
、

「
サ
ラ
エ
」
と
い
う
六
本
歯
の
特
殊
な
農
具
を
用
い
て
土
を

持
ち
上
げ
る
「
ツ
チ
ア
ゲ
」
作
業
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

当
シ
ス
テ
ム
は
、
多
様
な
自
然
を
育
ん
で
い
ま
す
。
採

草
地
に
は
、
シ
コ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
を
は
じ
め
希
少
植
物

が
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
カ
ヤ
を
定
期
的
に
刈
り

取
る
こ
と
に
よ
り
背
の
低
い
植
物
に
も
日
が
差
す
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。
作
物
で
は
、
ソ
バ
・
ア
ワ
・
キ
ビ
・
シ

コ
ク
ビ
エ
な
ど
の
雑
穀
を
は
じ
め
、
昔
か
ら
植
え
継
が
れ

て
き
た
在
来
品
種
の
農
作

物
を
今
に
守
り
継
い
で
い

ま
す
。

食
文
化
も
豊
か
で
、
ソ

バ
の
実
を
粉
に
せ
ず
そ
の

ま
ま
い
た
だ
く
「
そ
ば
米

雑
炊
」
な
ど
独
特
な
伝
統
的
郷
土
食
や
、
イ
モ
・
ゼ
ン
マ

イ
・
大
根
・
柿
な
ど
の
干
し
物
が
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
傾
斜
畑
・
コ
エ
グ
ロ
・
石
垣
な
ど
と
い
っ

た
人
々
の
営
み
が
創
る
豊
か
な
景
観
は「
日
本
の
原
風
景
」

と
も
称
さ
れ
、
三
好
市
東
祖
谷
の
落
合
集
落
は
国
指
定
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

	
�

傾
斜
地
農
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
実
施

「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全･

活

用
及
び
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
に
向
け
て
、
平
成
２６
年

７
月
に
徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会（
三
好
市
・

美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
及
び
各
農
協
）
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
の
普
及
活
動
を
行
い
な

が
ら
日
本
農
業
遺
産
へ
と
申
請
し
、
こ
の
度
認
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
活
動
以
外
に
も
、
当
地
域
で
は
都
市
部
か
ら

修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
や
、
農
家
民
宿
の
拡
充
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
牽
引
す
る

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
「
そ
ら
の
郷
」
が
、
国
内
外
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
モ
デ
ル
と
し
て
農
林
水
産
省

か
ら
「
食
と
農
の
景
勝
地
」
認
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
新
た
に
、
農
・
観
・
食
を
繋
げ
る
交
流
ビ
ジ
ネ

ス
や
６
次
産
業
化
、
そ
れ
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
り
、

当
シ
ス
テ
ム
を
継
承
し
な
が
ら
交
流
を
定
住
に
繋
げ
る
仕

組
み
を
構
築
す
べ
く
、
新
た
な
農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン・
商
品
開
発
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
日
本
農
業
遺
産
認
定
が
当
地
域
の
誇
り
と
喜
び

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
一
丸
と
な
っ
て
シ
ス

テ
ム
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
徳
島
県
に
し
阿
波
地
域
（
三
好
市
・
美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）

―
豊
か
な
食
文
化
と
傾
斜
畑
の
風
景
で
「
食
と
農
の
景
勝
地
」
に
―

緒
方
　
涼

つ
る
ぎ
町
商
工
観
光
課
主
任

傾
斜
地
農
業
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

流れた土を回復させる
「ツチアゲ」作業

ソバを実のままいただく
「そば米雑炊」

落合集落（国指定重要伝統的
建造物群保存地区）



美
し
く
豊
か
な
日
本
の
農
山
漁
村
は
、
そ
れ
に
接
し
た

都
市
部
や
海
外
の
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。
そ
し
て

何
よ
り
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
技
や
考
え
方
、
暮

ら
し
に
深
い
感
銘
を
受
け
る
。

世
界
農
業
遺
産
（
以
下
ジ
ア
ス
と
記
載
）
は
申
請
の
過

程
で
地
域
固
有
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
認
定
後
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
継
承
、

地
域
活
性
化
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
。
そ
の
実
施
・
推
進
を
通
じ
後
世
に
継
承
す
る
と
と
も

に
、
国
内
外
の
農
山
漁
村
の
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
の
深
化

認
定
に
際
し
て
は
各
地
域
と
も
特
徴
的
な
農
林
漁
業

シ
ス
テ
ム
を
既
存
の
研
究
な
ど
を
元
に
、
そ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
組
み
立
て
て
い
く
が
、
固
有
の
農
林
漁
業
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
景
観
、
生
物
多
様
性
や
社
会
組

織
・
文
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
統
合
的
に
ま
と
め
あ
げ
て

い
く
。
そ
し
て
認
定
後
も
さ
ら
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
や
各
特

徴
に
つ
い
て
地
元
や
全
国
の
大
学
等
の
研
究
者
が
調
査
研

究
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の
裏
付
け
を
行
い
深
化
さ
せ
て
い�

る
。大

分
県
の
国
東
半
島
宇
佐
地
域
は
、「
ク
ヌ
ギ
林
と
た

め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・ 

宇
佐
の
農
林
水
産
循
環
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
実
際
に
ク
ヌ
ギ
林
や
そ
の

落
ち
葉
が
ど
の
よ
う
に
水
源
を
涵
養
し
、
豊
か
な
土
壌
を

形
成
し
て
い
る
の
か
、
２
０
１
４
～
１６
年
度
の
３
年
間
を

か
け
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
と
国
内
の
３

つ
の
大
学
（
北
海
道
、
京
都
、
福
井
県
立
）
が
協
力
し
て

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
対
象
と
し
た
豊
後
高
田
市
の
桂
川

は
流
域
森
林
率
７７
％
で
た
め
池
も
多
く
、
３
年
に
渡
っ
て

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
桂
川
上
流
域
は
栄
養

物
質
の
窒
素
成
分
が
九
州
の
平
均
的
な
河
川
源
流
域
の
約

３
倍
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
要
因
が
森
林
の
湧
水
で
あ
る
こ

と
、
桂
川
流
域
は
比
較
し
た
河
川
と
比
べ
て
生
物
量
（
１

平
方
㍍
当
た
り
の
重
さ
）
は
３
～
５
倍
多
い
こ
と
、
河
口

域
の
窒
素
濃
度
と
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
多
く
栄
養
分
は

海
ま
で
届
い
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

再
生
・
復
活

ジ
ア
ス
に
認
定
さ
れ
た
各
地
域
で
は
シ
ン
ボ
ル
的
な
取

り
組
み
の
再
生
や
復
活
も
行
わ
れ
て
い
る
。

宮
崎
県
の
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
は
「
山
間
地
農
林

業
複
合
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

の
一
つ
が
椎
葉
村
で
行
わ
れ
て
い
る
焼
畑
で
あ
る
。
焼
畑

継
承
者
で
あ
る
椎
葉
勝
氏
の
山
林
１
カ
所
で
古
来
よ
り
継

続
さ
れ
て
き
た
が
、
認
定
を
機
に
５０
年
ぶ
り
に
夜
狩
内
地

区
で
焼
畑
が
復
活
し
た
。
８
月
上
旬
の
火
入
れ
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
内
外
か
ら
１
０
０
人
ほ
ど
が
参
集
し
、
交
流

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、村
は
昨
年
度
「
椎
葉
焼
畑
研
究
会
」

を
開
催
し
、
有
識
者
や
地
元
の
長
老
な
ど
を
講
師
に
椎
葉

の
焼
畑
に
つ
い
て
学
び
合
い
、
併
せ
て
既
存
の
文
献
等
を

調
査
し
「
椎
葉
の
焼
畑
」
と
い
う
冊
子
や
映
像
を
制
作
し

た
。
今
年
は
さ
ら
に
復
活
す
る
地
区
が
増
え
る
予
定
だ
。

椎
葉
の
焼
畑
は
、
多
様
な
作
物
を
輪
作
栽
培
し
、
長
期

間
の
休
耕
期
間
を
設
け
る
循
環
型
の
農
法
で
あ
る
。
毎
年

８
月
上
旬
、
木
材
を
伐
採
し
た
跡
地
に
火
入
れ
を
し
、
ソ

バ
を
蒔
く
。
２
年
目
は
ヒ
エ
や
ア
ワ
、
３
年
目
小
豆
、
４

年
目
に
大
豆
、
そ
の
後
植
樹
を
行
い
２０
～
３０
年
ほ
ど
開

け
、
再
び
木
材
を
伐
採
し
て
焼
畑
を
行
う
と
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
遺
産
に
よ
る
地
域
力
向
上

農
業
遺
産
と
地
域
活
性
化
の
関
係
を
考
え
て
み
た

（
図
）。
地
域
固
有
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、

６
次
産
業
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
経
済
的
側
面
、
さ
ら
に
生

き
も
の
と
共
生
す
る
農
林
漁
業
や
、
温
暖
化
抑
制
に
つ
な

2017・７月号 16

特 集
農
業
遺
産
と
い
う
新
た
な
「
公
共
」
を
核
に
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り

大
和
田
　
順
子

一
般
社
団
法
人
ロ
ハ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
共
同
代
表

世
界
農
業
遺
産
専
門
家
会
議
委
員

―
伝
統
継
承
が
地
域
固
有
の
価
値
を
高
め
、
農
山
村
漁
村
の
振
興
に
貢
献
―

地域づくり 本編



が
る
環
境
面
、
社
会
組
織
や
食
文
化
、
工
芸
、
芸
能
、
神

事
な
ど
の
社
会
・
文
化
面
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
農
山
漁

村
力
が
上
が
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
農
山
漁
村
力
を
縦
軸
に
、
横
軸
に
は
都
市
部
消

費
者
と
の
関
係
や
、国
内
外
の
農
業
遺
産
地
域
と
の
交
流
・

連
携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
力
（
信
頼
関
係
）

を
置
い
て
み
た
。

農
業
遺
産
と
い
う
新
た
な
「
公
共
（
コ
モ
ン
ズ
）」
を

核
に
、
地
域
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
、
世
界
各
地
の

農
業
遺
産
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
関
係
者
の
信
頼
関
係

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
が
醸
成
さ
れ
、
持
続
可

能
な
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
新

た
な
価
値
を
共
創
す
る
構
図
が
描
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
し
て
、
地
域
固
有
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
や
そ
こ
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に

は
農
林
漁
法
に
関
す
る
基
準
や
、
主
要
な
農
産
物
・
加
工

品
に
関
す
る
基
準
な
ど
ル
ー
ル
づ
く
り
と
運
用
が
必
要
で

あ
る
。
重
要
な
要
素
で
あ
る
景
観
を
損
な
う
よ
う
な
建
造

物
を
抑
止
す
る
た
め
の
条
例
、
景
観
を
保
全
す
る
た
め
の

支
援
制
度
の
検
討
も
欠
か
せ
な
い
。
大
学
等
と
連
携
し
た

人
材
育
成
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
人
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
。

共
感
者
を
い
か
に
増
や
す
か

認
定
地
域
に
共
通
す
る
課
題
や
問
題
点
を
一
つ
挙
げ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
に
農
業
遺
産
の
取
り
組
み
の
価

値
を
理
解
し
、
共
感
す
る
都
市
部
住
民
（
消
費
者
）
を
増

や
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
カ
ギ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
る

と
思
う
。
か
つ
て
筆
者
は
ロ
ハ
ス
（
Ｌ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ:�

健
康
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

統
合
さ
せ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
と
い
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
紹

介
・
導
入
し
た
。
そ
も
そ
も
の
問
題
意
識

は
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
広
め
る
た
め
に
は
、

ロ
ハ
ス
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら

の
提
案
が
普
及
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。

今
、
農
業
遺
産
へ
の
理
解
や
共
感
を
広

げ
る
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
鍵
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
は
国
連
が
２
０
１
５

年
９
月
に
制
定
し
た
世
界
共
通
の
目
標
で

あ
る
。
ジ
ア
ス
の
主
な
項
目
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
各
目
標
と
の
関
係
は
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
都
市
部
消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
紐
づ
け
て
い
け
ば
、
ジ
ア
ス
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も

共
感
者
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
業
遺
産
の
各
産
地
が
先
人
た
ち
か
ら
連
綿
と
受
け
継

い
で
き
た
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
正
統
）
な
物
語
を
、
地

域
の
人
た
ち
は
守
り
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
は
そ
の
物
語
を
商
品
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
地
域

外
に
伝
え
広
め
、
そ
れ
に
共
感
・
支
持
す
る
人
々
の
存
在

が
欠
か
せ
な
い
。
ぜ
ひ
認
定
さ
れ
た
各
産
地
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
考
え
実
践
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
特
集

を
お
読
み
に
な
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
農
業
遺
産
の
認

定
を
一
度
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
は
地
域
固
有
の
価
値
を
改
め
て
見
直
す
こ
と
に
つ

な
が
る
か
ら
だ
。
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農業遺産の認定基準と ｓ

① 食糧および生計の
保証

貧困 持続型農業 ｴﾈﾙｷﾞｰ 働きがい 生産消費

② 農業の生物多様性
持続型農業気候変動 海洋保全 生態系

③ 知識システム
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 気候変動 海洋保全 生態系

④ 文化・価値観・社会
組織

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 平等 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

⑤ ランドスケープおよび
シースケープ

水 気候変動 海洋保全 生態系

全体
健康 教育 産業 まちづくり 平和

図．農業遺産を活用した地域活性化

【社会・
環境面】
・社会組織
・生物多様性
・文化、芸能

【経済面】
・農林水産物
・ツーリズム
・６次産業

 

 

 

 

 

信頼関係の範囲の拡張→
ソーシャルキャピタル力

↑
農
山
漁
村
の
持
続
可
能
性

農
山
漁
村
力

ＳＤＧｓ
持続可能な
社会の共創

・国内の農業遺
産地域間の知
見・ノウハウの
共有・連携

【地域固有の
農林漁業ｼｽﾃﾑ】
・農林漁業継承
・人材育成
・景観保全

【地域】

・世界各地の農
業遺産地域間
の知見・ノウハウ
の共有・連携

・都市部関係人口増加
・縁需：国内外の共感者（関係
人口）から生まれる需要

農林漁業の社会・
環境面への価値
理解促進

【国内交流・連携】 【国際交流・連携】

※ 武内和彦「日本農業遺産認定記念シンポジウム」講演資料（2017 年 4 月 19 日、農林水産省）
を元に作成 



は
じ
め
に

我
が
国
で
は
現
在
で
も
伝
統
的
で
多
様
な
農
林
水
産
業

が
営
ま
れ
て
お
り
、
美
し
い
田
園
風
景
、
伝
統
あ
る
故
郷
、

助
け
合
い
の
農
村
文
化
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。他
方
、

少
子
高
齢
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
低
下
等
に
よ
り
そ

れ
ら
の
根
幹
と
な
る
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
継
承
が
次

第
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
伝
統
的
な
農

林
水
産
業
の
価
値
を
評
価
し
、
そ
の
保
全
を
促
す
国
際
連

合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
世
界
農
業
遺
産
の
取
り

組
み
は
、
我
が
国
の
農
村
振
興
の
観
点
か
ら
大
変
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
は
世
界
農
業
遺
産
の
取
り
組

み
を
支
持
し
、
認
定
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
認
定
申
請
に

必
要
な
国
内
承
認
体
制
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
般
農
林
水
産
省
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
将

来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ

ム
（
以
下
「
農
業
シ
ス
テ
ム
」）
を
広
く
発
掘
し
、
そ
の

価
値
を
評
価
す
る
た
め
、
日
本
農
業
遺
産
を
創
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
農
業
遺
産
は
、
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
継

承
に
留
ま
ら
ず
、
農
村
地
域
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
し
、

国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
当
該
地
域
の
活
動
へ
の

多
様
な
主
体
の
参
画
を
促
す
と
と
も
に
、
地
域
産
業
を
活

性
化
さ
せ
、
農
村
振
興
に
お
け
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に

貢
献
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
と
は

世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ�

Ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
ａ
ｎ
ｔ�

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ�

Ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ�

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
）
は
、
社
会
や
環
境
に
適
応

し
な
が
ら
何
世
紀
に
も
わ
た
り
形
作
ら
れ
て
き
た
伝
統
的

な
農
林
水
産
業
と
、
そ
れ
が
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
生
物
多
様
性
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

世
界
的
に
重
要
な
農
業
シ
ス
テ
ム
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
認
定
す
る

仕
組
み
で
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
５

つ
の
基
準
及
び
農
業
シ
ス
テ
ム
の
動
的
保
全
の
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
。

・
食
料
及
び
生
計
の
保
障

・
農
業
上
の
生
物
多
様
性

・
地
域
の
伝
統
的
な
知
識
シ
ス
テ
ム

・
文
化
、
価
値
観
及
び
社
会
組
織

・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
及
び
シ
ー
ス
ケ
ー
プ
の
特
徴

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７

年
３
月
現
在
、
表
１
の
と
お
り
１６
カ
国
３７
地
域
で
あ
り
、

う
ち
我
が
国
で
は
２
０
１
１
年
に
新
潟
県
佐
渡
市
の
「
ト

解 説
世
界
農
業
遺
産
と
日
本
農
業
遺
産

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り

木
下
　
正
人

農
林
水
産
省
農
村
環
境
課
農
村
環
境
対
策
室
長

―
農
村
地
域
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
し
、
地
域
産
業
を
活
性
化
―

機密性○情報 ○○限り

国名 認定を受けたシステム(認定年) 国名 認定を受けたシステム(認定年)
1.トキと共生する佐渡の里山(2011) 20.会稽山の古代中国トレヤ(2013)
2.能登の里山里海(2011) 21.宣化のぶどう栽培の都市農業遺産(2013)
3.静岡の茶草場農法(2013) 22.興化の嵩上げ畑農業システム(2014)
4.阿蘇の草原の維持と持続的農業(2013) 23.佳県の伝統的ナツメ農園(2014)
5.クヌギ林とため池がつなぐ国東半島・宇佐の農 24.福州のジャスミン・茶栽培システム(2014)
  林水産循環 (2013) バングラデシュ 25.フローティングガーデン農法(2015)
6.清流長良川の鮎(2015) フィリピン 26.イフガオの棚田(2011)
7.みなべ・田辺の梅システム(2015) イラン 27.カシャーンのカナート灌漑シ ステム(2014)
8.高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム エジプト 28.シワ・オアシスのナツメヤシ栽培システム(2016）
　　（2015） 29.アル・アイン及びリワの伝統的ナツメヤシ栽培
9.カシミールのサフラン農業(2011) 　 システム(2015)
10.コラプットの伝統農業(2012) アルジェリア 30.ゴートオアシスシステム(2011)
11.海抜以下でのクッタナド農業システム(2013) ケニア 31.マサイの牧畜(2011)
12.青山島のグドゥルジャン棚田灌漑管理システ 32.マサイの牧畜(2011)
　  ム(2014) 33.アグロフォレストリーシステム(2011)
13.済州島の石垣農業システム(2014) チュニジア 34.ガフサのオアシスシステム(2011)
14.青田の水田養魚(2005) モロッコ 35.アトラス山脈のオアシスシステム (2011)
15.ハニ族の棚田(2010) チリ 36.チロエ農業(2011)
16.万年の伝統稲作(2010) ペルー 37.アンデス農業(2011)
17.トン族の稲作・養魚・養鴨システム(2011)
18.アオハンの乾燥地農業(2012)
19.プーアルの伝統的茶農業(2012)

韓国

中国

タンザニア

表１．　世界農業遺産認定国及び認定を受けたシステム

日本

中国（続き）

ＵＡＥ

インド
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キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里
山
」、石
川
県
能
登
地
域
の
「
能

登
の
里
山
里
海
」、
２
０
１
３
年
に
静
岡
県
掛
川
周
辺
地

域
の
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」、熊
本
県
阿
蘇
地
域
の
「
阿

蘇
の
草
原
の
維
持
と
持
続
的
農
業
」、
大
分
県
国
東
半
島

宇
佐
地
域
の「
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・

宇
佐
の
農
林
水
産
循
環
」、
２
０
１
５
年
に
岐
阜
県
長
良

川
上
中
流
域
の「
清
流
長
良
川
の
鮎
」、和
歌
山
県
み
な
べ
・

田
辺
地
域
の
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」、
宮
崎

県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
の
「
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
の

山
間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
を
受

け
て
い
る
。

日
本
農
業
遺
産
の
創
設

世
界
農
業
遺
産
は
、
当
初
開
発
途
上
国
の
認
定
が
進
ん

だ
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
認
定
基
準
も
開
発
途
上
国
の
現
状

を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
我
が
国
に
お

い
て
は
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
な
い
地
域
に
も
、

我
が
国
と
し
て
評
価
し
、
将
来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き
伝

統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
営
む
地
域
が
多
く
存
在

し
て
お
り
、
先
進
国
と
し
て
の
問
題
意
識
と
そ
れ
に
基
づ

く
認
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
過
疎
化
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
中
で
の
地
域
の
維
持
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
農
林
水
産
省
で
は
、
我
が

国
と
し
て
評
価
す
べ
き
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
が
営
ま
れ

て
い
る
地
域
の
価
値
を
評
価
し
、
認
知
度
を
高
め
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
世
界
農
業
遺
産
と

相
ま
っ
て
、
国
内
の
農
業
遺
産
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
農
業
遺
産

の
認
定
基
準
に
併
せ
て
我
が
国
独
自
の
認
定
基
準
を
加

え
、
評
価
す
べ
き
地
域
を
認
定
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成

２８
年
度
（
２
０
１
６
年
度
）
に
日
本
農
業
遺
産
を
創
設
し
、

翌
年
３
月
に
８
地
域
を
認
定
し
た
（
表
２
）。

日
本
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
世
界
農
業
遺
産
と
同
様

に
地
域
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家

会
議
で
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
農
林
水
産
大
臣

が
認
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
農
業
遺
産

に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
準
に
つ
い
て
も
世
界
農
業
遺
産
に

加
え
て
我
が
国
の
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
・
農
法
を
持
続

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
以
下
の
基
準
に
つ
い
て

も
審
査
し
て
い
る
。

〇	

変
化
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス	

（
災
害
等
に
対
す
る
回
復
力
）

将
来
に
起
こ
り
う
る
自
然
災
害
や
生
態
系
の
変
化
に
対

応
し
て
、
農
業
シ
ス
テ
ム
を
保
全
し
、
次
の
世
代
に
確
実

に
承
継
し
て
い
く
た
め
に
、
自
然
災
害
等
の
環
境
の
変
化

に
対
す
る
高
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
保
持
す
る
こ
と
。

〇
多
様
な
主
体
の
参
加

地
域
固
有
の
農
林
水
産
業
及
び
関
連
す
る
地
域
文
化
や

生
態
系
保
全
の
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
て
、

地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
都
市
住
民
、
企
業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
を
含
む
多
様
な
主
体
の
参
加
に
よ
る
自
主
的
な
取
り

組
み
を
通
じ
た
地
域
の
資
源
を
管
理
す
る
新
し
い
仕
組
み

（
ニ
ュ
ー
コ
モ
ン
ズ
）
に
よ
っ
て
、
独
創
的
な
農
業
シ
ス

テ
ム
を
次
の
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る
こ
と
。

〇
６
次
産
業
化
の
推
進

農
業
シ
ス
テ
ム
が
有
す
る
歴
史
的
価
値
、
地
域
固
有
の

農
林
水
産
物
、
伝
統
文
化
、
田
園
風
景
な
ど
を
活
用
し
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
観
光
振
興
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の

６
次
産
業
化
等
の
推
進
に
よ
り
、
価
値
を
活
性
化
さ
せ
、

農
業
シ
ス
テ
ム
の
保
全
を
図
っ
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
６

次
産
業
化
等
に
よ
る
利
益
は
、
農
業
シ
ス
テ
ム
の
保
全
に

寄
与
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
適
切
に
配
分
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

今
後
の
取
り
組
み

我
が
国
で
は
、
現
在
も
伝
統
的
で
多
様
な
農
林
水
産
業

が
営
ま
れ
、
農
村
文
化
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
特

に
中
山
間
地
域
に
お
い
て
高
齢
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

の
低
下
等
に
よ
り
そ
の
根
幹
と
な
る
伝
統
的
な
農
林
水
産

業
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
伝

統
的
な
農
林
水
産
業
の
価
値
を
評
価
し
、
保
全
を
促
す
農

業
遺
産
の
取
り
組
み
は
、
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
継
承

に
留
ま
ら
ず
、
農
村
地
域
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
し
、
当

該
地
域
の
活
動
へ
の
多
様
な
主
体
の
参
画
を
促
す
と
と
も

に
、
地
域
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
農

村
振
興
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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機密性○情報 ○○限り

都道府県 認定地域名 農林水産業システム

宮城県 宮城県大崎地域
「大崎耕土」の巧みな水管理による
水田農業システム

埼玉県 埼玉県武蔵野地域 武蔵野の落ち葉堆肥農法

山梨県 山梨県峡東地域
盆地に適応した山梨の複合的果樹
システム

静岡県 静岡県わさび栽培地域
静岡水わさびの伝統栽培（発祥の
地が伝える人とわさびの歴史）

新潟県 新潟県中越地域
雪の恵みを活かした稲作・養鯉シス
テム

三重県 三重県鳥羽・志摩地域
鳥羽・志摩の海女漁業と真珠養殖
業－持続的漁業を実現する里海シ
ステム－

三重県 三重県尾鷲市、紀北町
急峻な地形と日本有数の多雨が生
み出す尾鷲ヒノキ林業

徳島県 徳島県にし阿波地域 にし阿波の傾斜地農耕システム

表２．　日本農業遺産認定地域（2017年５月現在）
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事
業
の
き
っ
か
け

本
団
体
は
、
平
成
２３
年
か
ら
香
川
県
観

音
寺
市
を
中
心
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ

ま
で
の
中
心
市
街
地
活
性
化
だ
け
で
は
な

く
、
観
音
寺
市
全
体
に
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
各

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進
め
る
方
々

と
関
わ
っ
て
行
く
中
で
、「
有
名
な
大
学

に
進
学
し
、
有
名
な
企
業
に
就
職
す
れ
ば

地
元
に
帰
っ
て
来
な
く
て
も
良
い
」
と
い

う
考
え
方
が
、
地
方
の
若
者
の
減
少
に
繋

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
一
方
、
地
元
の
高
校
生

が
私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
ち
始
め
、

話
を
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
若
者
と
協
働
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
行
く
こ
と
で
、
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
か
ら
、
地
元
の
県
立
高
等

学
校
３
校
と
商
店
街
、
地
域
住
民
、
市
、

県
と
協
働
で
「
か
ん
お
ん
じ
ま
ち
Ｌ
ａ
ｂ

２
０
１
５
」
を
実
地
し
ま
し
た
。
同
事
業

で
は
地
域
の
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
や
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
（
全
国
わ
が
ま
ち

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
・
ま
ち
あ
る
歩
き

コ
ー
ス
整
備
）、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
活
動
資
金
の
調
達
等
、
若
者

と
ま
ち
の
大
人
が
交
流
で
き
る
基
盤
を
作

り
ま
し
た
。

同
事
業
を
進
め
て
行
く
中
で
、
生
徒
の

多
く
は
「
も
っ
と
自
分
の
ま
ち
と
関
わ
り

た
い
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
こ
の
世
代
が
再
び
地
元
に
戻

り
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
若

者
と
地
域
と
の
関
わ
り
合
い
を
深
め
る
事

業
と
し
て
「
観
音
寺
の
魅
力
再
考
『
つ
な

ぐ
・
も
ど
る
。』」
を
企
画
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
世
代
で
地
域
外
に
住
む
若
者
に
も

観
音
寺
を
知
っ
て
も
ら
い
、
Ｕ
タ
ー
ン
や

Ｉ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

観
音
寺
市
の
概
況

観
音
寺
市
は
、
人
口
約
６
万
人
で
香
川

県
の
西
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
産
業
は

水
産
加
工
業
が
有
名
で
、
伊
吹
島
で
獲
れ

る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
「
伊
吹
い
り
こ
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
観

光
で
は
東
西
１
２
２
㍍
、
南
北
９０
㍍
の
巨

大
な
銭
形
砂
絵
「
寛
永
通
宝
」
が
金
運
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
で
す
。

人
口
動
態
に
目
を
移
す
と
、
高
校
卒
業

後
の
１０
代
後
半
か
ら
２０
代
前
半
の
人
口
が

特
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
人
口
全
体
の

３
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容

○
将
来
を
担
う
人
財
の
育
成

地
域
に
入
っ
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
、
人
財
育
成
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。「
自
分
の
ま
ち
を
知

る
」
た
め
に
、
人
生
ゲ
ー
ム
に
似
た
「
観

音
寺
ゲ
ー
ム
」
に
取
り
組
み
、
マ
ス
に
書

か
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人

財
や
、
強
み
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
課
題
を

解
決
で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
他
に
は

情
報
発
信
の
方
法
と
し
て
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
の
効
果
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
動
画
の
有
効
活
用
の
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
中
で
も
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
で
は
、
相
手
の

話
を
引
き
出
し
、
う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と

観
音
寺
の
魅
力
再
考
「
つ
な
ぐ
・
も
ど
る
。」

―
若
者
が
地
元
に
戻
り
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
―

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クR
e:born.K

　
代
表

薄
谷
　
司
郎

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
28
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
香
川
県
観
音
寺
市
で
の
取
り
組
み
を

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クR

e:born.K

　

代
表　

薄
谷
司
郎
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
。�

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

（
香
川
県
観
音
寺
市
）
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に
よ
り
、
一
つ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
多

様
な
人
を
巻
き
込
む
こ
と
が
出
来
る
こ
と

に
気
が
付
い
た
よ
う
で
し
た
。
地
域
で
活

動
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
地
域
の
課
題

を
知
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
解
決
で
き
る
か
を
生
徒
自
身
が
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
地
域
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

○
若
い
視
点
で
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
と
並

行
し
て
、
若
者
の
視
点
か
ら
見
た
観
音
寺

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
香
川
県
で
は
各
地
で
「
ま
ち

歩
き
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ガ
イ

ド
を
務
め
る
の
も
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
ま

ち
に
住
む
人
で
す
。
そ
こ
で
、
高
校
生
達

が
「
お
も
し
ろ
い
！
紹
介
し
た
い
！
」
と

感
じ
る
場
所
を
選
定
し
、
ガ
イ
ド
役
に

な
っ
て
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
ま
ち
歩
き
に
参
加
し
た
経
験
が
な

か
っ
た
た
め
、
地
域
を
よ
く
知
る
人
を
巻

き
込
ん
で
、
紹
介
し
た
い
場
所
や
物
を
選

定
し
て
い
き
ま
し
た
。生
徒
に
と
っ
て
は
、

自
分
た
ち
の
知
ら
な
か
っ
た
地
元
を
知
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
の
と
合
わ
せ
て
、
地

域
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段
の
高
校
生
活

で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
人
と
多
く
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
業
終
了
後
も

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
親
し
く
ま
ち
の
人
と

話
す
高
校
生
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
講

座
で
学
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
を
生
か
し

て
、
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
チ
ラ
シ
を

考
え
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
定
員

を
上
回
る
方
の
参
加
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
地
元
の

人
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
知
れ

た
、
ガ
イ
ド
に
引
き
込
ま
れ
た
」
等
お
褒

め
の
言
葉
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
、
生
徒
達
に
と
っ
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

○�

よ
そ
者
視
点
に
よ
る
地
域
の
魅
力
再
考

地
元
の
若
者
と
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
一
方
で
、
都
市
部
の
大
学
生
が
私
た
ち

の
活
動
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
明
治
大
学
の
学
生
さ
ん
と
観
音
寺

の
魅
力
を
都
会
の
若
者
に
伝
え
る
た
め
に

何
が
必
要
か
を
考
え
ま
し
た
。
大
学
生
達

の
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
観
音
寺
の
観
光

資
源
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
３
日
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
ら

な
り
に
見
つ
け
た
観
音
寺
の
魅
力
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
深
か
っ

た
の
は「
あ
り
の
ま
ま
で
」と
い
う
フ
レ
ー

ズ
で
し
た
。
新
た
に
何
か
を
作
り
出
す
の

で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
観
音
寺
を
伝

え
て
い
く
こ
と
で
都
市
部
の
学
生
に
と
っ

て
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
り
う
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
大
学
１
、２
年
生
の
期
間

か
ら
交
流
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

就
職
、
移
住
先
の
選
択
肢
と
し
て
本
地
域

を
選
択
し
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
財
育
成
と
受
け
入
れ
土
壌
の�

	

醸
成
を
目
指
す

今
回
の
事
業
は
、地
元
に
住
む
高
校
生
、

都
市
部
に
住
む
若
者
に
と
っ
て
も
本
地
域

の
魅
力
を
再
考
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
少
し
で
も

地
元
の
魅
力
を
知
っ
て
一
旦
地
元
を
離
れ

て
も
「
観
音
寺
の
た
め
に
活
躍
し
た
い
」

と
思
っ
て
く
れ
る
若
者
が
増
え
れ
ば
、
自

然
と
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
っ
て
行
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
現

実
問
題
と
し
て
「
仕
事
が
あ
れ
ば
戻
っ
て

き
た
い
」
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
っ
て
ど
こ
で
も

起
業
で
き
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
世
界
中
の
人
か
ら
お
金
を
集
め
る
こ
と

が
出
来
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

若
者
が
働
き
た
く
な
る
土
壌
の
醸
成
を
目

指
し
、
誰
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

人財育成講座の様子

高校生がガイド役を務めたまちあるき

明治大学生による観光資源調査発表



暮
ら
し
や
す
く
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
、
政
策
実
行
機
関

と
し
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
開
発
局
（
以

下
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
）
が
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
は
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
事
業
者
へ
の
資
金
の

貸
付
、
公
共
施
設
の
管
理
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
事
業
を
行
い
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
組
織
で
あ

る
。Ｐ

Ｄ
Ｃ
で
は
、
方
針
と
し
て
「
持
続
可

能
な
街
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
、
地
域

の
経
済
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
企
業
が
活
躍
し
大
き
く
な
り
、
事

業
展
開
に
よ
っ
て
新
し
い
業
者
の
流
入
や

地
元
企
業
同
士
の
提
携
が
生
ま
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
雇
用
も
消
費
も
増
え
る
と
考
え

て
い
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
の
担
当
者
は
、
街
の
横

の
つ
な
が
り
を
濃
く
し
て
い
く
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
大
都
市
が

多
い
ア
メ
リ
カ
で
他
の
都
市
と
の
差
別
化

を
図
る
た
め
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
進

め
て
お
り
、
ま
ち
の
区
画
を
人
の
移
動
に

最
も
適
し
た
徒
歩
２０
分
圏
内
で
分
け
る
な

ど
、
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
景
観
も
工
夫
し
て
お
り
、
建
物
の

一
階
を
ガ
ラ
ス
張
り
と
す
る
こ
と
や
、
樹

木
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
の
配

置
な
ど
も
景
色
の
一
部
と
し
て
考
え
る
こ

と
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
開
放

感
に
溢
れ
た
街
を
演
出
す
る
な
ど
、
住
民

の
暮
ら
し
や
す
さ
、
快
適
さ
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
街
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
。

�

ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド�

�

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
施
策
に
ネ

イ
バ
ー
フ
ッ
ド
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
Ｎ
Ａ
）
が
あ
る
。
Ｎ
Ａ
と
は
住
民
自

治
組
織
の
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
内
に
９０
以
上
存
在
し
、
市
や
市
の
機
関

に
対
し
て
自
由
に
政
策
提
言
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
日
本
の
町
内
会
の
よ
う
な
も

の
を
想
像
す
る
と
分
か
り
や
す
い
が
、
大

き
な
違
い
は
条
例
に
よ
り
公
的

な
意
思
決
定
機
関
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
自
分
達
の
意
見
が
市
の

政
策
に
反
映
さ
れ
や
す
く
、「
自

分
の
意
見
で
は
何
も
変
わ
ら
な

い
」
と
い
う
諦
め
の
よ
う
な
感

情
が
生
ま
れ
に
く
い
環
境
を
整

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｎ
Ａ
は
自
分
達
に
有
益
な
こ
と
は
何
で

も
提
案
で
き
、
実
際
に
そ
れ
に
よ
っ
て
市

と
住
民
と
の
双
方
が
納
得
す
る
よ
う
な
事

項
が
い
く
つ
も
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
自
分
達
が
住
む
場
所
は
自
分
達
で

作
っ
て
い
く
、
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う

考
え
方
が
、
現
在
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
言
え

る
。ロ

ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
文
化
の
醸
成

地
産
地
消
は
古
く
か
ら
ど
の
地
域
で
も

言
わ
れ
続
け
て
い
る
が
、
実
践
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で

実
践
で
き
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
念
頭
に

お
い
て
実
施
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
自

分
達
の
ま
ち
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
考
え

て
様
々
な
こ
と
を
試
み
る
中
で
、
自
分
達

の
ま
ち
の
良
さ
、
便
利
さ
に
自
然
に
気
づ

く
こ
と
で
達
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

根
底
に
あ
る
も
の
は
住
民
の
気
持
ち
で

あ
り
考
え
方
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
地
域

の
も
の
を
買
わ
せ
る
か
、
使
わ
せ
る
か
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
地
域

が
信
頼
さ
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

地
産
地
消
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
情
報
課

�

元
副
参
事　

●　

山
本　

健
司

222017 ・７月号

海
外
調
査
報
告
　�

ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

地域づくり 本編

地元志向「ローカルファースト」について
―アメリカ・ポートランドに学ぶ―

ローカルファーストは、十数年前からポートランドで成長してきた文化であり、「地産地消」「地元第一主義」
の意味を持つ。
地元（ローカル）のものを素晴らしいと考え、地元産の食材を優先して消費することや、建築やリフォーム

の際、地元の建材を使用することなどで、自分たちの地域の発展に寄与し、それがさらに自分たちの街を育て
ていくという好循環を生み出している。
今回は、アメリカ・ポートランドがどんなまちづくりをしているのかについて掘り下げることで、ローカル

ファースト文化がどのように醸成されていくのかを調査した。

地元農家から直接購入できる
ファーマーズマーケット

NAについての住民ヒアリング
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
理
念

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
是
と
す
る
５
原
則
：

神
へ
の
信
仰
・
民
族
主
義
・
民
主
主
義
・

人
道
主
義
・
社
会
正
義
）
の
教
育
が
小
学

校
か
ら
行
わ
れ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
近

い
組
織
で
は
、
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
し

つ
け
や
人
間
関
係
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら

学
校
外
で
活
動
し
て
い
る
。

郷
土
の
文
化
を
生
か
し
た
教
育

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
の
特
徴
と
し

て
、
通
常
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
授

業
で
各
学
校
が
独
自
の
授
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
「
エ
ク
ス
ト
ラ
」
が
あ
る
。

公
立
ウ
ブ
ド
第
３
小
学
校
は
、
バ
リ
舞

踊
（
民
族
舞
踊
）
や
バ
リ
絵
画
な
ど
の
芸

術
の
村
と
し
て
知
ら
れ
、
バ
リ
有
数
の
観

光
地
で
あ
る
ウ
ブ
ド
村
に
あ
る
。
こ
の
小

学
校
で
は
、「
エ
ク
ス
ト
ラ
」
で
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
バ
リ
舞
踊
を
教
え
て
お

り
、子
供
た
ち
は
週
末
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
、

バ
リ
舞
踊
を
公
演
し
地
域
の
観
光
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
。

�「
自
然
と
人
と
の
共
生
」
を�

�

理
念
と
し
た
教
育

グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
カ
ナ
ダ
生
ま

れ
の
起
業
家
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
氏
が

２
０
０
８
年
に
設
立
し
た
学
校
で
あ
る
。

環
境
負
荷
が
地
球
に
及
ぼ
す
影
響
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
は
良
い
教

育
環
境
が
与
え
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
と
考
え
、
地
球
に
優
し
い
世
界
を
提
唱

し
、
環
境
負
荷
を
抑
え
た
教
育
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。

１０
万
平
方
㍍
に
わ
た
る
広
大
な
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、環
境
負
荷
の
抑
制
策
と
し
て
、

「
竹
」
を
使
っ
て
建
築
物
を
整
備
し
て
い

る
。
竹
は
、
成
長
速
度
が
速
く
３
年
程
度

で
建
築
資
材
と
な
り
、
強
度
も
強
い
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
や
食
品
廃
棄
物
の

堆
肥
化
に
も
取
り
組
み
、
環
境
負
荷
を
抑

え
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
約

４
０
０
人
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
国
籍

は
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

基
礎
的
な
学
習
の
ほ
か
、
特
徴
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、も
の
づ
く
り
、

遊
び
方
の
発
見
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や

環
境
保
全
活
動
が
年
２
～
３
回
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
に
学
び
の
場
を
提
供

す
る
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
地
元
の
村
の
学
校
か
ら
３
０
０
人

の
学
生
が
参
加
し
、
語
学
と
グ
リ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
の
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
。

調
査
を
終
え
て

視
察
を
通
し
て
、
学
校
は
地
域
の
拠
点

と
し
て
重
要
な
も
の
だ
と
改
め
て
認
識
し

た
。
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
学
校
の

統
廃
合
が
進
ん
だ
地
域
で
は
、
地
域
の
伝

統
や
文
化
の
継
承
が
さ
ら
に
難
し
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

や
む
な
く
廃
校
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
学

校
の
再
開
は
難
し
い
が
、
伝
統
文
化
や
自

然
環
境
、
地
域
特
性
な
ど
地
域
の
こ
と
が

深
く
学
べ
る
学
校
（
地
域
学
校
）
と
し

て
、
子
供
の
学
び
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
大
人
た
ち
と
一
緒
に
学
べ
る
環
境
づ
く

り
が
、
こ
れ
か
ら
は
必
要
だ
と
感
じ
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
学
び
の
拠
点
と
し
て
廃

校
舎
の
活
用
も
一
つ
の
手
法
と
な
る
だ
ろ

う
。

移
住
・
交
流
推
進
機
構

　
　
　

�

元
参
事　

●　

成
清　

雅
人

�　

い
ず
れ
の
報
告
も
当
セ
ン
タ
ー
の

海
外
調
査
事
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、報
告
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

海
外
調
査
報
告
　�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

伝統文化と自然環境を生かした学校教育
―インドネシアの取り組み―

全国各地で少子高齢化と人口減少が進んでいく中、児童数の減少に伴
う学校の統廃合により教育を取り巻く環境は大きく変化している。
学校教育は、教科の学習だけではなく、自然環境に由来する地域の文

化や歴史、伝統を学ぶ機会でもあると考えられ、地域環境を生かした学
校のあり方について考察するため、インドネシアの取り組みについて調
査した。

エクストラの授業ではバリ舞踊を学ぶ

グリーンスクールの校舎は竹材でできている
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ワ
イ
ン
業
界
か
ら
学
ぶ�

�

世
界
進
出
の
鉄
則

日
本
酒
の
海
外
進
出
に
必
要
な
活
動
を

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
産
業
か

ら
考
え
る
と
、
教
育
、
コ
ン
ク
ー
ル
、
宣

伝
活
動
と
い
う
３
つ
の
活
動
が
あ
り
ま

す
。

ま
ず
、
教
育
と
は
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
こ
と
で
す
。
日
本
酒
に
ま
つ
わ
る
歴
史

や
伝
統
、
米
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
は
、
日
本
酒
を
広
め
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
、
プ
ロ
に
よ

る
日
本
酒
の
品
評
会
を
行
う
こ
と
で
す
。

美
味
し
い
お
酒
だ
と
発
信
す
る
た
め
に

は
、
客
観
的
に
評
価
さ
れ
な

け
れ
ば
認
め
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
５
月

に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｗ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

２
０
１
６　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
部
門

の
よ
う
な
国
際
大
会
で
評
価

を
得
る
こ
と
は
、
銘
柄
の
価

値
を
上
げ
る
こ
と
に
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
評
価
さ
れ
た

銘
柄
は
、
宣
伝
が
必
要
で
す
。
宣
伝
活
動

は
た
だ
単
に
、
日
本
酒
が
お
い
し
い
と
い

う
こ
と
だ
け
を
伝
え
て
も
買
っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
日
本
酒
を
通
じ
た
日
本
の
文
化

や
そ
の
酒
が
生
ま
れ
た
地
域
に
つ
い
て
の

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
大
切
で
す
。

酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
を�

�

成
功
さ
せ
る
に
は

外
国
人
観
光
客
が
求
め
る
も
の
は
「
日

本
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
で
す
。
来
日

し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
日
本
の
文
化
・

習
慣
・
歴
史
・
美
術
・
食
・
人
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
重
要
に

な
り
ま
す
。
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、「
日

本
酒
を
酒
蔵
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
魅
力
」

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

東
京
都
福
生
市
に
あ
る
石
川
酒
造
で

は
、
蔵
元
の
見
学
や
試
飲
の
ほ
か
に
、
江

戸
時
代
か
ら
の
歴
史
や
、
酒
造
り
・
ビ
ー

ル
醸
造
に
関
す
る
資
料
館
、
和
食
・
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
必
要
な
体
験
・
学
び
・
食
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。

神
奈
川
県
海
老
名
市
に
あ
る
泉
橋
酒
造

で
は
、
Ｊ
Ａ
、
県
庁
と
協
力
し
な
が
ら
、

酒
米
栽
培
か
ら
精
米
・
醸
造
ま
で
一
貫
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
立
地
と
酒
米

栽
培
を
生
か
し
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
、
直
営
レ
ス
ト
ラ

ン
を
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
り
し
て
い
ま

す
。イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
商
品
や
地
域
を
一
方
向
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
多
方
面
か
ら
見
直
す
こ
と
で
、

旅
行
に
来
て
ほ
し
い
人
、
商
品
を
手
に

と
っ
て
ほ
し
い
人
を
意
識
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
日
本
酒
は
、

各
地
域
に
あ
る
特
徴
や
歴
史
と
伝
統
、
原

材
料
で
あ
る
米
や
水
な
ど
の
事
柄
が
集

ま
っ
て
完
成
す
る
も
の
で
す
。
日
本
酒
に

ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
直
す
こ
と

で
、
様
々
な
地
域
資
源
の
見
直
し
に
も
繋

が
り
ま
す
。

〔
講
師
〕

株
式
会
社
コ
ー
ポ
・
サ
チ
代
表
取
締
役

�

平
出
淑
恵
氏

�

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
農
業
改

良
課�

磯
崎
博
隆
氏

日
本
酒
国
際
唎
酒
師
・
講
師

�

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
氏

石
川
酒
蔵
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

�

石
川
彌
八
郎
氏

泉
橋
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役

�

橋
場
友
一
氏

株
式
会
社
ア
ン
カ
ー
マ
ン
代
表
取
締
役

�

和
田
直
人
氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

●　

中
野
永
吉（
山
口
県
庁
か
ら
出
向
）

242017・７月号

世
界
に
認
め
ら
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
か
ら

学
ぶ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
地

域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土

日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
第
１
回
は
、
５
月
13
、
14
の
両
日
、「
世
界
に
認
め
ら
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

か
ら
学
ぶ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
～
地
域
プ
ラ
イ
ド
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
イ
ド
へ
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
の
歴
史
や
伝
統
、
そ
し
て
食

を
一
貫
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
日
本
酒
の
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ⓡ
を
活
用
し
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地域づくり 本編

パネルディスカッションの様子

交流会の様子
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書 籍 紹 介

　2014 年の「消滅可能性都市」の発表以来、人口減少、少子高齢化社会への関心が高まり、
人口の増加・減少にのみ一喜一憂する自治体が出ている。しかし、「消滅可能性都市」と
された地域であっても、都市部から移住者が流入し、持続可能な地域を形成している。
　本書は、2015 年 11 月 17 日に行われた「都市・農村共生社会創造全国リレーシンポ
ジウム」の東京会場での幸福学、田園回帰の第一人者及び地域の最前線で活躍する実践
者の発表等をもとに構成され、持続可能な地域のあり方について記述している。
　現在の日本を成熟社会と考え、田園回帰は成熟社会である西欧で発生したカウンター
アーバニゼーションが 40 年遅れで発生しているものと分析。田園回帰により活性化し
ている地域の実情や、地域みがきと都市と農山村の共生の重要性などについて言及して
いる。また、地域とよそ者に求められている役割、心得についても紹介されている。
　田園回帰のための具体的な方策として、「人口、所得の１％取り戻し戦略」による地域
経済循環の活性化を提言するなど、地方創生・地域づくりの入門書としても最適な１冊
である。

田園回帰がひらく未来　　農山村再生の最前線

小田切徳美・広井良典・大江正章・藤山　浩　著
岩波書店（2016年 5月10日発行）
定価：580円＋税

東京飛ばしの地方創生 ―事例で読み解くグローバル戦略―

山﨑　朗・久保隆行　共著
時事通信社（2016年 8月10日発行）
定価：1600円＋税

　地方においては、今なお「国際化」や「グローバル化」に対する拒否反応が見られる
ことが少なくない。しかし、我が国ではすでに人口減少が始まっており、国内市場は確
実に縮小しつつある。我が国の未来を考える際に、グローバル化は避けて通ることので
きない道である。
　本書では、「東京飛ばし」というタイトルのとおり、地方と世界が直接つながること、
そしてグローバル化へ適応していくことが、地域の活性化には必要だと述べられている。
また、事例として福岡市、札幌市、沖縄県を取り上げ、それぞれのグローバル戦略の特徴
を紹介・分析している。加えて、世界とつながるため、空港・港湾の活用に触れ、それら
のポテンシャルを最大化する必要性を語っている。また、空港・港湾がない地域であって
も、グローバル化を図っていくためには何をすればよいのかについて提言を行っている。
　昨今、地域で稼ぎを生み出すことが重要視されているが、グローバルな市場でその地
域がどう評価されるかは、グローバルな市場でしか判断されない。本書でも紹介されて
いるが、地域の産品が万国博覧会を契機に人気が高まったように、世界のどこに自分の
地域を魅力的だと思う人がいるか、地域の産品を欲しいと思う人がいるのかは、その地
域にいるだけでは分からない。そういった相手を探し出すことで新たな価値の創出につ
ながる可能性がある。そのことを本書は改めて示している。



地域
TOPICS
トピックス 石

狩
海
岸

小
樽
市
銭
函
か
ら
石
狩
川
河
口
を
は
さ

み
、
石
狩
市
厚
田
区
望
来
ま
で
約
２５
㌔
続

く
石
狩
海
岸
は
、
本
来
の
砂
浜
海
岸
の
姿

を
今
も
残
し
て
い
る
全
国
で
も
貴
重
な
海

岸
で
す
。

で
は
、
本
来
の
砂
浜
海
岸
の
姿
と
は
ど

ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
砂
浜
の
後
ろ
に

自
然
草
原
が
続
き
、
さ
ら
に
そ
の
広
が
り

の
背
後
に
海
岸
林
が
あ
る
、
と
い
う
の
が

本
来
の
砂
浜
海
岸
の
姿
で
す
。

今
で
は
、
こ
の
よ
う
な
海
岸
は
国
内
の

主
要
な
砂
浜
海
岸
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
石
狩
の
海
岸
林
は
カ

シ
ワ
を
主
体
と
し
た
天
然
林
で
、
こ
の
よ

う
な
海
岸
が
大
都
市
（
札
幌
市
）
近
郊
に

残
さ
れ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。一

方
、
石
狩
海
岸
は
、
海
水
浴
場
と
海

浜
植
物
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
わ

ず
か
な
区
域
以
外
は
自
由
利
用
と
な
っ
て

い
て
、
砂
浜
ま
で
車
両
の
乗
り
入
れ
が
可

能
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
レ
ジ
ャ
ー
客
が

集
ま
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
由
利
用
と
い
っ
て
も
、
ト

イ
レ
や
ご
み
箱
な
ど
の
設
置
は
な
く
、
監

視
員
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
放
置

や
砂
丘
へ
の
オ
フ
ロ
ー
ド
車
乗
り
入
れ
に

よ
る
砂
丘
植
生
へ
の
悪
影
響
や
地
形
の
改

変
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

い
し
か
り
海
辺
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
設
立

平
成
２３
年
１１
月
、
石
狩
海
岸
を
愛
す
る

同
好
の
士
１１
人
が
集
ま
り
、「
石
狩
海
岸

の
優
れ
た
自
然
環
境
を
よ
り
良
い
状
態
で

次
世
代
に
残
す
た
め
、石
狩
海
岸
の
魅
力
・

重
要
性
を
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
に
伝
え
、
石

狩
海
岸
の
自
然
・
景
観
の
保
護
・
保
全
と
、

そ
れ
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
継
続
的

に
取
り
組
む
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
い

し
か
り
海
辺
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
ま

し
た
。
そ
の
後
順
調
に
活
動
を
進
め
て
、

平
成
２８
年
８
月
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
化
し
ま
し
た
。

�

い
し
か
り
海
辺
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
活
動

設
立
時
の
目
的
の
達
成
を
目
指
し
て
、

主
に
二
つ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
石
狩
海
岸
の
環
境
保
全
・
保

護
に
つ
な
が
る
活
動
。
も
う
一
つ
は
、
石

狩
海
岸
の
魅
力
発
信
で
す
が
、
今
回
は
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
石
狩
海
岸
の
魅
力

発
信
に
つ
い
て
多
く
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
１
）
石
狩
海
岸
の
保
全
・
保
護
活
動

石
狩
海
岸
の
利
用
者
に
よ
る
ご
み
の
放

置
と
オ
フ
ロ
ー
ド
車
に
よ
る
砂
丘
破
壊
に

対
し
て
、
石
狩
市
と
協
働
し
て
、
海
岸
利

用
マ
ナ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
レ

ジ
ャ
ー
利
用
者
が
多
く
集
ま
る
時
期
に
利

用
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
配
り
し
な
が

ら
石
狩
海
岸
の
貴
重
さ
や
海
岸
利
用
マ

ナ
ー
の
順
守
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
管
理
者
（
北
海
道
）
が
砂

浜
と
砂
丘
の
境
に
設
置
し
た
車
両
乗
り
入

れ
防
止
ロ
ー
プ
の
見
廻
り
、
補
修
を
石
狩

市
と
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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ァ
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ブ

素
晴
ら
し
い
石
狩
海
岸
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
！

―
環
境
を
保
全
・
保
護
し
、
魅
力
を
発
信
―
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（
２
）
石
狩
海
岸
の
魅
力
発
信

現
在
人
口
約
５
万
９
千
人
の
石
狩
市

は
、
そ
の
う
ち
４
万
人
以
上
が
昭
和
４０
年

以
降
に
転
入
し
た
人
た
ち
で
、
札
幌
に
職

場
を
持
ち
、
石
狩
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら

ず
地
域
へ
の
愛
着
や
帰
属
心
が
少
な
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

い
し
か
り
海
辺
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
市

民
が
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
貴
重
な
海

岸
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
実
際
に
豊
か
な

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
地
域
を
誇
り

に
思
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
石
狩
へ
の
愛
着

も
深
ま
る
、
と
考
え
て
、
出
来
る
だ
け
多

く
の
市
民
に
石
狩
海
岸
の
魅
力
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
な
二

つ
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
石
狩
海
岸
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

２
０
１
４
年
よ
り
石
狩
海
岸
の
貴
重
性

や
魅
力
を
伝
え
共
有
す
る
た
め
に
、
年
に

１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
石
狩
海
岸
（
ク
イ
ズ
で
）

不
思
議
発
見
！
」「
い
し
か
り
海
辺
の
自

然
報
告
会
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
行
い
、

２
０
１
７
年
は
、
全
国
８
地
域
の
団
体
を

集
め
、
各
地
の
「
海
辺
の
環
境
保
全
と
地

域
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
活
動
を
始
め
た
の
は
、
石
狩
海
岸

に
残
さ
れ
た
自
然
環
境
を
未
来
に
つ
な
ぐ

た
め
に
は
、
市
民
や
市
民
団
体
、
研
究
機

関
、
行
政
と
協
働
し
た
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
と
云
う
視
点
か
ら
、
様
々
な
主
体

が
参
加
し
、石
狩
海
岸
の
現
状
を
共
有
し
、

未
来
像
を
考
え
る
場
を
設
け
よ
う
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

当
初
は
関
心
の
薄
か
っ
た
市
民
も
、
石

狩
海
岸
に
つ
い
て
角
度
を
変
え
な
が
ら

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
続
け
た
結
果
、
理
解
が
進

み
、
２
０
１
６
年
に
は
い
し
か
り
海
辺

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
応
援
し
た
い
、
活
動
を

よ
く
知
り
た
い
と
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
も
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
、
マ
ン
ガ
で
表
現
し
た
解
説

冊
子
を
発
行
し
ま
し
た
。

次
世
代
の
子
ど
も
達
へ
石
狩
海
岸
の
魅

力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
環
境
学
習
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
や
情
報
紙
の
市
内
小
中
学
校

へ
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
市
内
小
中
学
校
の
環
境
教
育
支
援

石
狩
海
岸
の
優
れ
た
環
境
を
次
世
代
へ

引
き
継
ぐ
た
め
に
は
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
、
自
然
の
魅
力
や
環
境
保
全
の
重

要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
、

石
狩
海
岸
の
環
境
を
学
ぶ
小
中
学
校
の
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
は
ま
な
す
の

丘
公
園
ヴ
ィ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
２
階
テ

ラ
ス
よ
り
石
狩
川
と
日
本
海
を
眺
め
な
が

ら
、
海
と
川
・
砂
丘
と
砂
嘴
・
自
然
草
原
・

石
狩
灯
台
の
歴
史
な
ど
を
説
明
し
た
り
、

ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て
い
る
動
植
物

な
ど
を
、
目
や
耳
な
ど
の
五
感
を
使
っ
て

探
し
出
し
て
い
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
を

活
用
し
て
海
浜
植
物
や
草
原
の
生
き
物
と

実
際
に
触
れ
合
い
、
ビ
ン
ゴ
の
結
果
を
振

り
返
り
な
が
ら
そ
の
特
徴
や
役
割
を
説
明

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
習
支
援
は
市
役
所
職
員
が

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
か

ら
は
、
い
し
か
り
海
辺
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が

市
職
員
と
と
も
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
的
確
に
学
校
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
実
施
後
の
効
果
が
掴
め
な

い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
各
学
校
の
担

当
の
先
生
に
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
、
課
題
や
問
題
点
を
洗
い
出
し
て

次
回
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
が
体
験
を
通
じ
て
よ
り
主
体
的
に

学
べ
る
よ
う
な
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
石
狩
海
岸
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
覧
が
必

要
、と
の
学
校
側
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
か
し
、
体

験
を
通
じ
子
ど
も
達
が
主
体
的
に
学
び
、

自
然
豊
か
な
地
域
へ
の
愛
着
や
、
自
然
と

共
生
す
る
地
域
づ
く
り
へ
の
関
心
を
引
き

出
す
よ
う
な
、
支
援
、
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

次
の
世
代
へ
語
り
継
ぎ�

	

守
っ
て
い
く

以
上
が
い
し
か
り
海
辺
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
主
な
活
動
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の

市
民
が
石
狩
海
岸
を
好
き
に
な
り
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
の
財
産
と
し
て
誇
り
に
思

い
、
次
の
世
代
へ
と
語
り
継
ぎ
、
守
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
日
々

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
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置
賜
地
域
と
は

置
賜
地
域
は
、
山
形
県
南
部
の
３
市
５

町
（
米
沢
市
、
長
井
市
、
南
陽
市
、
高
畠

町
、
川
西
町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
、
小
国

町
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

に
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
上
杉
家
の
米
沢
藩
に

領
有
さ
れ
る
な
ど
歴
史
的
・
文
化
的
な
結

び
つ
き
が
強
く
、
今
日
に
至
る
ま
で
経
済

や
人
の
交
流
の
面
で
も
関
係
が
深
い
地
域

で
す
。

こ
う
し
た
土
壌
も
あ
り
、
早
く
か
ら
広

域
行
政
が
推
進
さ
れ
、
昭
和
４６
年
に
は
一

部
事
務
組
合「
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
同
組
合
で

は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
行
政
事
務
、

し
尿
、
ご
み
処
理
、
老
人
ホ
ー
ム
の
管
理

運
営
等
の
共
同
処
理
事
務
等
を
行
う
ほ

か
、
広
域
市
町
村
圏
計
画
策
定
や
人
材
育

成
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
２４
年
度
か
ら
は
、
２
市

２
町
（
米
沢
市
、
南
陽
市
、
高
畠
町
、
川

西
町
）
の
枠
組
み
に
よ
る
広
域
消
防
業
務

も
行
っ
て
い
ま
す
。

�

定
住
自
立
圏
構
想
の�

	

実
現
を
目
指
し
て

置
賜
地
域
へ
の
当
セ
ン
タ
ー
支
援
は
、

広
域
連
携
事
業
に
関
す
る
ご
相
談
が
き
っ

か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
置
賜
地

域
３
市
５
町
で
は
、
広
域
連
携
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
米
沢
市
を
中
心
市
と
し

た
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
地

で
の
構
成
市
町
と
組
合
と
の
勉
強
会
や
先

進
事
例
の
視
察
研
修
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、
客
観
的
視
点
か
ら
の
助
言
や
豊
富
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
情
報
提
供
な

ど
、様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
は
目
的
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
広
域
連
携
強
化
の
た
め
の
手
段

で
す
。
構
想
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
新
た

な
広
域
連
携
の
具
体
的
な
施
策
・
事
業
に

つ
な
が
り
、
置
賜
地
域
全
体
の
活
性
化
が

図
れ
る
よ
う
、
構
成
市
町
や
組
合
の
皆
さ

ん
と
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぎ
ま
す

こ
う
し
た
行
政
主
導
の
広
域
連
携
の
取

り
組
み
の
一
方
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

す
る
人
材
の
掘
り
起
こ
し
と
そ
の
交
流
を

図
る
「
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ

事
業
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

り
、
地
域
に
対
す
る
思
い
や
夢

を
語
り
合
う
場
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
２８
年

度
に
参
加
し
た
第
１
期
生
か

ら
は
自
主
的
な
活
動
の
息
吹

も
生
ま
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
く

こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
を
！

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
地

域
づ
く
り
計
画
の
策
定
と
実

施
、
移
住
・
定
住
施
策
の
推
進

な
ど
、
地
方
創
生
に
向
け
た
各

自
治
体
の
取
り
組
み
に
寄
り
添
う
「
伴
走

型
支
援
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
３０
年

間
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、「
現
場
主
義
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
悩
み
、
汗
を
か
き
、
取
り
組
み
の
成

果
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
悩
み
ご
と
や
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
向
け
た
ご
相
談
な
ど
、
お
気
軽

に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
　

０
３
‐
５
２
０
２
‐
６
１
３
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
は
、
頑
張
る
地
域
を
本
気
で
応
援

し
ま
す
！

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
室

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
計
画
策
定
や
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
地
域
の

資
源
を
活
用
し
て
い
け
ば
い
い
か
、
官
民
協
働
の
場
づ
く
り
を
ど
う
図
っ
た
ら
い
い
か

な
ど
、
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
よ
う
な
悩
み

ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
山
形
県
置
賜
地
域
で
の
広
域

連
携
事
業
を
例
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
策
定
支
援
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

頑
張
る
地
域
に 

寄
り
添
い 

応
援
し
ま
す
！

広報室
だより
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置賜地域「人と地域をつなぐ事業」第 1期生
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平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
早

い
も
の
で
６
年
４
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
全
て
の
皆
様
方
に
は
改
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
大
衡
村
は
、
宮
城
県
の
へ
そ

と
よ
ば
れ
、
県
内
唯
一
の
村
で
、
人
口
は
自
治
体
で
も
下
位
の
方

で
約
５
８
０
０
人
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

明
治
２２
年
の
村
制
施
行
以
来
、
周
り
の
町
村
が
合
併
す
る
な
か

合
併
を
一
切
行
わ
ず
、
今
年
で
村
制
施
行
１
２
８
年
を
迎
え
る
歴

史
あ
る
村
で
あ
り
ま
す
。

大
衡
村
の
過
去
１０
年
は
、農
業
と
工
業
の
二
本
柱
で
村
を
支
え
、

「
万
葉
の
里
」
と
し
て
の
理
想
を
描
き
な
が
ら
村
政
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
動
車
関
連
産
業
の
集
積
地
と
し

て
新
た
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
一
方
で
、
農
業
は
非
常
に
厳
し

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
各
種
産
業
と

連
携
し
て
農
業
振
興
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
生
産
性

の
向
上
や
農
林
業
経
営
の
改
善
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
生

産
と
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
農
林
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
村
の
施
策
の
一
端
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
企
業
誘
致
活
動
に
お
い
て
自
動
車
関
連
等
の
製

造
業
を
中
心
に
企
業
立
地
が
進
ん
で
お
り
、
宮
城
県
知
事
が
推
進

す
る
「
富
県
宮
城
」
の
中
核
と
し
て
の
姿
が
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
企
業
誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

共
に
、
村
内
既
存
企
業
と
新
規
立
地
企
業
と
の
効
果
的
な
連
携
を

視
野
に
企
業
間
相
互
の
共
存
共
栄
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

人
口
増
加
に
直
結
す
る
定
住
化
促
進
に
つ
い
て
は
、
企
業
立
地

の
増
加
や
若
年
層
の
本
村
へ
の
住
宅
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
を
受

け
て
、
昨
年
１１
月
に
１
０
８
区
画
の
新
た
な
住
宅
団
地
の
造
成
が

完
了
し
ま
し
た
。
今
年
秋
以
降
の
分
譲
開
始
に
向
け
て
道
路
や
上

下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
な
る
定
住
促
進

を
図
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。

福
祉
面
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
１８
歳
ま
で

医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
１
月
か
ら
は
、
妊
婦

へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
助
成
を
拡
大
し
、
紙
オ
ム
ツ
や
粉
ミ
ル

ク
の
購
入
も
可
能
と
し
た
「
万
葉
の
び
の
び
子
育
て
支
援
券
」
の

交
付
を
行
い
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、本
村
は
子
育
て
支
援｢

日
本
一｣

を
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
も
、
昨
今
の
高
齢
者
の
交
通
事
故
の

状
況
等
も
鑑
み
、
平
成
２９
年
度
の
新
規
施
策
と
し
て
、
８０
歳
以

上
の
免
許
証
を
返
納
し
た
方
や
障
害
者
な
ど
を
対
象
に
、
年
額

２
万
４
千
円
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
さ
ら
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
面
で
は
、本
村
の
公
園
「
万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
」
は
、

平
成
１６
年
に
開
園
以
来
、
連
日
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
来

園
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
東
北
で
最
大
規
模
の
「
お
お
ひ

ら
万
葉
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
地
域
住
民
の
交
流
、
職
場
の
福

利
厚
生
等
々
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
、
平
日
は
約
３
０
０
人
、

土
日
に
は
４
０
０
人
を
超
す
愛
好
者
で
大
変
な
賑
わ
い
が
あ
り
、

今
後
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
輪
が
一
層
拡
大
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
、
大
衡
村
の
限
り
な
い
発
展
と
地
方
創
生
の
実
現
を
目

指
し
、
諸
施
策
を
全
力
投
球
で
推
進
し
、
村
民
の
皆
様
が
心
身
と

も
に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、「
み
ん
な
で
創
る
新
た
な
万

葉
の
里
お
お
ひ
ら
」
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
村
政
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

宮城県大衡村長 萩原達雄

「共に育み　共に創り　共に生きる　
愛と活力にあふれたまちづくり」
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長久手市は、愛知県名古屋市の東側に
位置し、面積は約 22 平方㌔、人口約

５万５千人で、昭和 30 年以降、人口は右肩
上がりに増加しており、平均年齢の低さは
38.6 歳で全国１位、人口増加率も 10.7％と
全国６位を記録する若いまちです（平成 27
年国勢調査による）。
　天正 12 年に徳川、羽柴（豊臣）両軍があいまみえた激戦の地（小
牧・長久手の戦い）として名を知られた本市は、平成 24 年１月
に市制を施行して長久手市となりました。名古屋市に隣接した市
西部は住宅地・商業施設などが多く、都市化が進んでいます。一方、
市東部は今なお自然を多く残しており、市街化された都市と豊か
な自然の両面を併せ持っています。
　市の中央部には、2005 年（平成 17 年）開催の愛知万博の際
に導入されたリニアモーターカー「リニモ」が走っており、西は
地下鉄東山線藤が丘駅、東は愛知環状鉄道八草駅で乗り換えもで
きます。また、車でのアクセスも良く、交通の便に恵まれています。

長久手市

愛
知
県

221

日本一若いまち　長久手市

█色金山歴史公園
 小牧・長久手の戦いの折、徳川家康が陣を張った地で、
園内には展望テラスや犬山の国宝茶室を模した茶室があ
ります 〈写真：長久手市所蔵〉

█長久手温泉ござらっせ
 市東部にある、レス
トランを併設した温
泉施設。和風の大
露天風呂や洞窟風
呂、岩盤浴などがあ
り、一日ゆっくり楽
しめます

█勝入塚（右）
 1584 年に起こった
小牧・長久手の戦い
の主戦場跡地である
古戦場公園内にある、
羽柴秀吉方の武将、
池田恒興（勝入）戦
死地をしるす塚 
〈写真：長久手市所蔵〉

█あぐりん村
 長久手市や近郊の畑から野菜が
集まる産直市場。長久手産の米
粉や食材を使用したパンなどを
販売するパン工房もあります

█真菜
 長久手の伝統野菜。ゆでるとや
わらかく、ほろ苦い味で、雑煮
に入れたり、おひたしで食べた
りできます。真菜を使った菓子
を販売する店もあります

█警固祭り（左）
 市内 3 地区で秋に行
われる祭り。馬を神
社へ奉納するため、
鉄砲隊や棒隊などが
馬の周囲を警固しな
がら市内を練り歩き、
随所で火縄銃を発砲
します

█リニモ
 2005年に整備された日本初の
リニアモーターカー。磁気に
より浮上して走行するので振
動も騒音も少なく、名古屋市
から豊田市までの約 9キロを
走っています

地域づくり 本編
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平成29年度
地方創生実践塾のお知らせ

　平成 29 年度第５回地方創生実践塾は、岩手県遠野市にて開催します。東日本大震災の際に後方支援活動の拠点として力を発揮
した遠野市の防災・減災の取り組みと、産官学民協働のまちづくりについて学ぶセミナーです。

　この集いは、地域に飛び出す公務員はもとより、地域おこし協力隊、集落・移住・定住支援員等、更には地域活性化に熱意を持っ
て取り組む人たちや学生をつなぎ、互いの想いを共有し、それぞれが更に一歩前へ踏み出すきっかけを生む場として開催します !!

【日　　時】平成 29 年 8 月 4 日（金）12:20 ～ 8 月 5 日（土）14:50（予定）
【会　　場】１日目〔８／４〕：遠野市総合防災センター（岩手県遠野市青笹町糠前 10-46）
 ２日目〔８／５〕：遠野みらい創りカレッジ（岩手県遠野市土淵町土淵 4-21-6）
【講　　師】主任講師：樋口邦史氏（一般社団法人遠野みらい創りカレッジ代表理事）
 特別講師：本田敏秋氏（遠野市長）
  武居丈二氏（自治大学校客員教授、元消防庁国民保護・防災部長）
【対 象 者】地域づくりに興味のある方（どなたでも）
【定　　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
【申込方法】FAX（03-5202-0755）または E-mail（chiiki@jcrd.jp）
 またはホームページの申込フォームから
【問合せ先】地域支援課（TEL：03-5202-6136）
 ※詳しくは地域活性化センター・ホームページをご覧ください。　http://www.jcrd.jp/

【日　　時】平成 29 年７月 29 日（土）13:00 ～７月 30 日（日）12:30
【会　　場】岡山県高梁市（１日目：高梁市総合文化会館、２日目：順正寮）
【講　　師】藤井裕也氏、山田崇氏　ほか
【定　　員】50 名（先着順）
【申込方法】下記ホームページの申込フォームからお申込みください。
【問合せ先】クリエイティブ事業室（TEL：03-5202-6134 　E-mail：creative@jcrd.jp）
 ※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/

 ◆ 「防災によるまちづくり～防災・減災を目指したまちづくりを
通じての地域づくり～」【岩手県遠野市】

 ◆ 「地域に飛び出す公務員と地域おこし協力隊・集落支援員の集い
in 岡山県高

た か

梁
は し

市
し

」

地域づくり 本編

平成29年度地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナー

　オープンデータとは、加工しやすい形式で公開された二次利用が可能なデータのことで、「人間サイズのまちづくりと自治体経営」
の視点をデータに導入することにより自治体経営の効率化や住民参加型社会の充実などが期待されています。
　オープンデータの基礎からはじめ、その魅力や楽しさを感じてみませんか？

第６回「人にやさしいオープンデータは住民と行政を変える」

【日　　時】平成 29 年 9 月 9 日（土）13:00 ～ 9 月 10 日（日）12:30
【会　　場】地域活性化センター大会議室
【講　　師】奥村裕一氏（東京大学公共政策大学院客員教授）　ほか
【対 象 者】地方自治体の行政職員、地域活性化に取り組んでいる方、データ活用に興味がある方など
【申込方法】下記ホームページの申込フォームからお申込みください。
【問合せ先】クリエイティブ事業室（TEL：03-5202-6134 　E-mail：creative@jcrd.jp）
 ※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/



平成29年度地域づくりコーディネーター研修会のご案内

　自主的、主体的な地域づくりのための活動を行う「地域づくり団体」の全国組織である地域づくり団体全国協議
会より、「平成 29 年度地域づくりコーディネーター研修会」の案内がありましたので、ご紹介いたします。
　参加ご希望の方は、下記の地域づくり団体全国協議会事務局へお問い合わせ下さい。

昨年の様子

　「若者が地域を変え始めた。時に都会とつながりながら新しい仕事を起こし、時にスローで楽しい暮らしを提案し、
それがまた新たな若者を引き付ける」。
　今回はその代表として、地域おこし協力隊の「やる気」をマネジメントしている若者、廃校をアートと教育でよ
みがえらせている若者、大震災被災地で元気な地域づくりを仕掛けている若者の 3 人を講師にお招きし、そのアイ
デアと取り組みを皆さんと一緒に学びます。

【日　　時】平成 29 年 9 月 12 日（火）13 時～ 17 時
【場　　所】kokoka 京都市国際交流会館（京都市左京区粟田口鳥居町 2 番地の 1）
【内　　容】講師による事例発表、パネルディスカッション、交流会
【テ ー マ】「若者が地域を変え始めたぞ！
 －キーワードは移住、空き家、廃校、起業、コミュニティだ！－」

【講　　師】「町の人事部としてのアスヘノキボウ　～女川町の起業・移住支援について～」
 ・小松　洋介　氏（ＮＰＯ法人アスヘノキボウ　代表理事）
 「他人の夢は、自分の夢～地域のサーバントリーダー～」
 ・吉田　真知子氏（碧河舎運営会社（株）Dreamaway　代表取締役）
 「『移住のバトンリレーモデル』行政から地域へのつなぎづくり」
 ・後藤　雅人　氏（竹田市役所企画情報課 ＴＯＰ戦略推進室　主査）

【対 象 者】地域活性化に熱意をお持ちの方
【受 講 料】5,000 円（交流会への参加をご希望される方は、別途 3,000 円をご負担いただきます。）
【定　　員】40 名（但し、定員になり次第、締め切らせていただきます。）
【申 込 先】地域づくり団体全国協議会事務局（地域活性化センター研修交流課内）
 Tel：03-5202-6135　Fax：03-5202-0755
 E-mail：chi-dantai@jcrd.jp
 　※右の QR コードから申込いただけます。
  なお、詳細は地域活性化センターホームページ内、「地域づくり団体のひろば－地域

づくりコーディネーター研修会」をご覧ください。

地域づくり７月号
2017 年７月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

平成29年度地域づくりコーディネーター研修会（京都市）概要
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畦際で餌を探すトキの群れ
● 新潟県佐渡市 （p４- ５）

世界農業遺産フェアの様子
● 石川県能登地域（p６- ７）

掛川市東山地区の粟ヶ岳周辺に広がる茶園と茶草場
● 静岡県掛川周辺地域 （p８- ９）

長良川のシンボル　鮎。
鮎と関連する産業や文化が一体となった長良川のシステム

● 岐阜県長良川上中流地域 （p10-11）

田辺市石神梅林
● 和歌山県みなべ・田辺地域 （p12-13）

阿蘇の草原で春の「野焼き」
● 熊本県阿蘇地域 （p14-15）

切り株から萌芽するクヌギとため池
● 大分県国

く に

東
さ き

半島宇佐地域 （p16-17）
500㌔にわたる山腹用水路に支えられる棚田群

● 宮崎県高千穂郷・椎葉山地域 （p18-19）

世界農業遺産
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Ｊ
と
し
て
、
自
治
体
か
ら
の
依
頼
は
出
来

る
か
ぎ
り
対
応
す
る
こ
と
を
信
条
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
年
に
一
度
、
地
方
か
ら
の
発

信
を
目
的
に
「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
第
１

回
を
滋
賀
県
で
実
施
す
る
と
、
３
日
間
で

延
べ
５
千
人
の
参
加
を
集
め
て
官
公
庁
関

係
者
を
驚
愕
さ
せ
た
。
そ
の
後
、鳥
取
県
、

北
九
州
市
、
三
重
県
、
富
山
県
、
山
形
県

で
開
催
し
、
今
年
６
月
は
大
分
県
で
行
っ

た
。イ

ク
ボ
ス
・
働
き
方
改
革
へ

と
は
い
え
、
育
児
し
て
い
る
父
親
は
い

ま
だ
少
数
派
で
あ
る
。
父
親
が
育
児
し
な

い
の
は
「
し
な
い
理
由
」
と
「
で
き
な
い

理
由
」が
あ
る
。
育
児
し
な
い
理
由
は「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の
性
別
役
割
分
業

の
価
値
観
で
、
世
間
の
常
識
を
変
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
育
児
で
き
な
い
理
由
は
「
長

時
間
労
働
」
で
あ
る
。
育
児
し
た
い
気
持

ち
は
あ
っ
て
も
、
仕
事
で
帰
宅
時
刻
の
遅

い
父
親
は
家
族
と
時
間
を
過
ご
せ
な
い
。

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
に
始
め
た
の
が

「
イ
ク
ボ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

育
児
に
限
ら
ず
介
護
な
ど
働
き
方
に
制
約

を
抱
え
た
部
下
を
応
援
し
、
自
ら
の
ラ
イ

フ
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
成
果
を
出
す
の

が
理
想
の
上
司
＝
イ
ク
ボ
ス
と
名
付
け

た
。
狙
い
は
、
幹
部
の
意
識
変
革
と
働
き

方
改
革
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
の
よ
う
に
風
土
を
一
新

さ
せ
る
試
み
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
肝
要

で
あ
る
。
２
０
１
４
年
１１
月
に
堺
市
長
、

２
０
１
５
年
１
月
に
広
島
県
知
事
が
初
の

「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
表
明
し
た
後
、次
々

と
全
国
の
首
長
が
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を

行
っ
た
。
ど
の
地
域
で
イ
ク
ボ
ス
宣
言
が

な
さ
れ
て
い
る
か
は
、
イ
ク
ボ
ス
ド
ッ
ト

コ
ム
（http://ikuboss.com

）
の
「
イ

ク
ボ
ス
宣
言
〈
全
国
マ
ッ
プ
〉」
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。

イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
た
自
治
体
は
幹
部

に
イ
ク
ボ
ス
研
修
を
行
い
、
庁
内
浸
透
を

図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
元
の
企
業
や
団

体
、
大
学
を
巻
き
込
ん
で
産
官
学
の
イ
ク

ボ
ス
同
盟
を
結
成
す
る
動
き
も
盛
ん
だ
。

「
イ
ク
ボ
ス
」
が
自
治
体
の
総
合
力
を
高

め
、
地
域
連
携
を
促
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。

�

Ｆ
Ｊ
が
不
要
と
な
る�

�

社
会
を
目
指
し
て

昨
年
、Ｆ
Ｊ
は
設
立
１０
周
年
を
迎
え
た
。

記
念
式
典
で
文
京
区
の
成
澤
区
長
は
じ
め

来
賓
か
ら
「
Ｆ
Ｊ
が
不
要
と
な
り
、
２０
周

年
を
迎
え
な
い
こ
と
を
望
む
！
」
と
激
励

を
頂
い
た
。
そ
う
、
私
た
ち
は
イ
ク
メ
ン

を
広
め
る
の
で
は
な
く
死
語
に
す
る
団
体

で
あ
り
、
目
指
す
べ
き
最
終
ゴ
ー
ル
は
Ｆ

Ｊ
解
散
で
あ
る
。

イ
ク
メ
ン
の
先
に
あ
る
も
の
の
一
つ
に

「
男
性
の
地
域
活
動
」
が
あ
る
。
地
域
の

域
を
と
っ
て
「
イ
キ
メ
ン
」
と
名
付
け
た
。

子
ど
も
は
地
域
社
会
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で

あ
り
、
子
育
て
を
き
っ
か
け
に
父
親
た
ち

は
地
域
に
目
覚
め
る
。イ
キ
メ
ン
は「
カ
ッ

コ
イ
イ
大
人
」
の
見
本
で
あ
る
。
イ
キ
イ

キ
と
活
動
す
る
父
親
た
ち
を
見
て
、
子
ど

も
は
「
あ
ん
な
楽
し
い
大
人
に
な
り
た

い
！
」
と
願
い
、
未
来
へ
希
望
が
湧
く
。

親
の
地
域
活
動
は
わ
が
子
の「
ふ
る
さ
と
」

づ
く
り
で
も
あ
る
。
父
親
は
地
域
の
た
め

に
ひ
と
肌
脱
ご
う
。

子
ど
も
た
ち
は
２０
年
後
大
人
に
な
り
、

３０
年
後
は
親
に
な
っ
て
い
る
。
３０
年
後
の

日
本
は
人
口
減
少
が
加
速
し
、
少
子
化
と

超
高
齢
化
で
現
在
と
違
う
有
り
様
の
社
会

と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、

Ｆ
Ｊ
が
育
ん
だ
「
笑
っ
て
い
る
大
人
」
が

市
民
自
治
の
主
体
者
と
な
る
こ
と
を
想
像

し
て
い
る
。
父
親
発
で
誰
も
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私

た
ち
は
今
後
も
自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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ファザーリング全国フォーラム開催のチラシ

イクボス宣言をする湯㟢英彦・広島県知事（左）



屋敷林「居久根」は水田に浮かぶ森（提供 ： 大友良三）
● 宮城県大崎地域 （p20）

掃いた落ち葉をかごにつめる農家と手伝う子ども
● 埼玉県武蔵野地域 （p21）

一面に広がるブドウ棚。盆地に適応した果樹栽培
● 山梨県峡東地域 （p22）

初冬の棚田棚池。棚田と棚池が入り組んで並ぶ景色
は中越地域特有

● 新潟県中越地域 （p23）

わさび田を流れる清流
● 静岡県わさび栽培地域（p24）

５千年以上の歴史を持つ志摩半島の海女漁。平成
28 年には伊勢志摩サミット開催を記念して「御潜
神事（みかづきしんじ）」が再現されたⒸ海の博物館

● 三重県鳥羽・志摩地域（p25）

世界遺産熊野古道〝馬越峠〟
管内の熊野古道ではヒノキ人工林の中を通っている

● 三重県尾鷲・紀北地域 （p26）

傾斜地での農作業の様子。特殊な農具を用いて土を
持ち上げる「ツチアゲ作業」

● 徳島県にし阿波地域 （p27）

日本農業遺産



「
世
界
農
業
遺
産
」
と
は

世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
は
、
社
会
や
環
境
の

変
化
に
適
応
し
な
が
ら
何
世
代
に
も
わ
た
り
形
づ
く
ら
れ

て
き
た
伝
統
的
な
農
業
（
林
業
、水
産
業
等
を
含
む
）
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
生
物
多
様
性
、
文
化
、
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
世
界
的
に
重
要
な
農
業

シ
ス
テ
ム
を
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定

す
る
制
度
で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

の
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関

で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
「
緑
の
革
命
」
の
よ
う
な

多
投
入
高
収
穫
型
の
農
業
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

れ
が
大
規
模
な
環
境
破
壊
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
悪
影

響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
２
０
０
２
年

の
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」
に
お

い
て
世
界
農
業
遺
産
の
取
り
組
み
を
提
唱
し
た
。
当
初

は
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
っ
た

が
、そ
の
後
の
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、

２
０
１
５
年
６
月
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
総
会
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
正
式
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

世
界
農
業
遺
産
は
、
２
０
１
７
年
５
月
現
在
、
１６
カ
国

の
３７
地
域
で
認
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
地
域
的
な
偏
り

が
大
き
く
、
ア
ジ
ア
が
２８
、
ア
フ
リ
カ
が
７
、
南
米
が
２

で
、
ア
ジ
ア
の
中
で
は
中
国
が
１１
、
日
本
が
８
と
突
出
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
さ

ら
に
は
欧
米
の
先
進
国
に
も
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域

を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
運
営

世
界
農
業
遺
産
の
実
質
的
な
運
営
は
、
現
在
、
２
０
１
６

年
に
発
足
し
た
世
界
の
各
地
域
を
代
表
す
る
７
人
の
専
門

家
（
武
内
も
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
委
員
の
一
人
）
で
構
成
さ

れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
」（
Ｓ
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特 集

武
内
　
和
彦
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田
　
明

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り

農
業
遺
産
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す

東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
機
構
長
・
特
任
教
授
　

国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
上
級
客
員
教
授

国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
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ビ
リ
テ
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究
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シ
ニ
ア･

プ
ロ
グ
ラ
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コ
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「
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Ａ
Ｇ
）
と
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
置
か
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
事
務
局
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｇ
で
は
、
農
業
と
の
関
連

を
よ
り
重
視
す
る
観
点
か
ら
従
来
の
選
定
基
準
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
①
食
料
と
生
計
の
保
障
②
農
業
生
物
多
様
性

③
地
域
的･
伝
統
的
知
識
シ
ス
テ
ム
④
文
化
、
価
値
シ
ス

テ
ム
及
び
社
会
組
織
⑤
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ･

シ
ー
ス
ケ
ー

プ
の
特
徴
―
を
５
つ
の
基
準
と
す
る
と
と
も
に
、
行
動
計

画
も
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
認
定
に
至
る
標

準
的
な
手
続
き
も
明
確
化
さ
れ
、
政
府
を
通
じ
た
申
請
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
事
務
局
に
よ
る
事
前
チ
ェ
ッ
ク
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
に

よ
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
た
評
価
と
認
定
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
評
価
な
ど
の
手
続
き
も
定
め
ら
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
世
界
農
業
遺
産

世
界
農
業
遺
産
を
扱
う
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

も
と
も
と
開
発
途
上
国
を
対
象
に
し
て
い
た
た
め
、
当

初
、
日
本
で
の
関
心
は
低
か
っ
た
。
日
本
の
伝
統
的
な
土

地
利
用
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
里
山
里
海
」
を
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
で
き
な
い
か
と
武
内
ら
が
考
え
始
め
、
農
林
水

産
省
や
関
係
の
自
治
体
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
２
０
１
０
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
本
邦
初
の
取

り
組
み
で
、
リ
ス
ク
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
里
山
里
海

に
関
心
の
高
か
っ
た
石
川
県
の
谷
本
正
憲
知
事
、
生
物
多

様
性
を
育
む
農
業
を
推
奨
し
て
い
た
佐
渡
市
の
高
野
宏
一

郎
元
市
長
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
北
陸
農
政
局
の
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
で
、
金
沢
に
あ
る
国
連
大
学
の

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
が
現
地
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
日
本
、
そ
し
て
先
進
国
で
も
初
め
て
の
能
登
と
佐
渡

の
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
が
２
０
１
１
年
６
月
に
実
現
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
で
も
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
が
地

域
づ
く
り
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
農
林
水

産
省
も
農
村
振
興
施
策
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
１
３
年
に
は
掛
川
周
辺
、
阿
蘇
、
国
東
半
島･

宇
佐

が
、
２
０
１
５
年
に
は
長
良
川
、
み
な
べ･

田
辺
、
高
千

穂
郷･

椎
葉
山
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

認
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
を
生
か
し
た

観
光
の
推
進
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
づ
く
り
が
取
り
組
ま
れ
、
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
佐
渡
で
は
棚
田
周
辺
に
住
む
住
民

自
ら
が
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
棚
田
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
２
０
１
４
年
に
は
約
８
３
０
人
が

参
加
し
た
。
能
登
で
は
世
界
農
業
遺
産
の
保
全･

継
承
に

資
す
る
商
品
を
「
能
登
」
の
一
品
と
し
て
認
定
し
、
第
１

回
認
定
商
品
の
２
０
１
５
年
度
の
対
前
年
度
販
売
額
は

１
・５
倍
に
増
加
し
た
。

「
日
本
農
業
遺
産
」
の
創
設

一
方
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域
が
日
本
、
中
国
な

ど
ア
ジ
ア
に
偏
在
し
て
お
り
日
本
の
認
定
地
域
を
大
幅
に

増
や
す
の
が
難
し
い
状
況
の
中
で
、
国
内
各
地
で
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
中
国
や

韓
国
で
も
す
で
に
国
家
農
業
遺
産
の
制
度
を
始
め
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
武
内
は
農
林
水
産
省
に
「
日
本
農
業
遺

産
」
の
創
設
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
農
林
水
産
省

は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
、
将
来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き

伝
統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
広
く
発
掘
し
、
そ
の

価
値
を
評
価
す
る
た
め
、
日
本
農
業
遺
産
を
創
設
し
た
。

武
内
が
委
員
長
を
務
め
る
世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家
会
議

が
現
地
調
査
を
含
む
審
査
を
行
い
、
２
０
１
７
年
３
月
に

は
日
本
農
業
遺
産
の
第
１
回
認
定
地
域
と
し
て
８
地
域
が

公
表
さ
れ
た
。
日
本
農
業
遺
産
の
募
集
は
２
年
に
１
度
な

の
で
次
の
申
請
は
来
年
に
な
る
が
、
す
で
に
多
く
の
地
域

が
来
年
の
申
請
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。

農
業
遺
産
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
課
題

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
観
光
の
推
進
や

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
地
域
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ

と
へ
の
期
待
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

成
果
を
生
む
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
農
業
遺

産
認
定
の
本
当
の
意
義
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
す
ば
ら

し
さ
を
国
内
外
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
る
地
域
の

人
々
、
特
に
若
い
世
代
に
自
信
と
誇
り
を
も
た
ら
す
こ
と

で
あ
り
、
彼
ら
が
地
域
づ
く
り
の
主
人
公
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
８
地
域
に
日
本
農
業
遺
産
の
８
地
域

が
加
わ
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
農
業
遺
産
へ
の
国
民
の
関

心
が
高
ま
っ
て
認
知
度
が
向
上
し
、
農
業
遺
産
認
定
が
付

加
価
値
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
認

定
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
認
定
は
あ
く
ま
で

も
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
認
定
後
に
、
農
業
遺
産
の
保
全
と

持
続
的
な
活
用
に
取
り
組
み
、
農
業
遺
産
を
地
域
づ
く
り

に
生
か
し
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
確
実
に
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
認
定
後
の
活
動
が
地
域
の
中
で
内
向
き
に
な
っ

て
も
い
け
な
い
。
農
業
遺
産
の
認
定
地
域
に
は
、
世
界
や

日
本
が
認
め
た
農
業
遺
産
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
を

も
っ
て
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
農
業
遺
産
の
認
定
の
拡

大
な
ど
世
界
全
体
の
農
業
遺
産
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
認
定
地
域
に
は
ぜ
ひ
「
世
界
」
を

意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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は
じ
め
に

２
０
１
０
年
か
ら
世
界
農
業
遺
産
を
担
当
し
、
６
年
が

経
過
し
た
。
こ
の
間
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
観
光

客
が
増
え
た
の
か
、
農
産
物
は
ど
の
く
ら
い
付
加
価
値
が

付
い
た
の
か
な
ど
と
い
う
研
究
者
や
認
定
を
目
指
す
自
治

体
か
ら
の
質
問
や
取
材
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
当
然
、「
世

界
」
と
い
う
冠
を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化

や
観
光
振
興
に
繋
げ
る
こ
と
は
当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

世
界
農
業
遺
産
は「
生
き
て
い
る
遺
産
」「
知
恵
の
遺
産
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
の
本
質
は
、
単
に
農
産

物
を
高
く
売
る
だ
け
だ
ろ
う
か
、
誘
客
に
つ
な
げ
る
こ
と

だ
ろ
う
か
、
世
界
農
業
遺
産
に
長
く
関
わ
る
中
で
、
様
々

な
人
と
の
出
会
い
で
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
手
法
に
過
ぎ
な

い
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

	

佐
渡
の
農
村
環
境
と
生
物
多
様
性
の
危
機

佐
渡
で
の
稲
作
の
始
ま
り
は
、
約
２
千
年
前
か
ら
と
さ

れ
、
佐
渡
中
央
部
の
湿
地
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
１７

世
紀
に
入
る
と
相
川
金
山
が
発
見
さ
れ
、
採
鉱
が
行
わ

れ
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
各

地
か
ら
富
を
求
め
た
人
々
が
佐
渡
を
め
ざ
し
、
人
口
は
爆

発
的
に
増
加
し
た
。
急
増
し
た
人
口
の
た
め
、
新
田
開
発

が
促
さ
れ
、
海
沿
い
や
、
海
岸
段
丘
の
上
か
ら
山
間
深
く

ま
で
耕
す
佐
渡
独
特
な
棚
田
の
風
景
を
作
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
金
山
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
豊
か
な
生
活
が
農
村

を
支
え
、
様
々
な
文
化
や
伝
統
芸
能
が
豊
作
を
願
う
農
業

神
事
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
で
独
特
な
農
村
文
化
を
作

り
上
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
佐
渡
の

美
し
い
里
山
に
ト
キ
は
日
本
で
最
後
ま
で
生
き
続
け
た

が
、
乱
獲
や
、
佐
渡
に
お
い
て
も
収
量
や
効
率
性
を
重
視

し
た
農
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
餌
場
と
な
る
田
ん
ぼ
が
少

な
く
な
る
な
ど
、
そ
の
生
息
環
境
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

	

ト
キ
と
共
生
す
る
里
山
環
境
の
再
生

再
び
、
ト
キ
を
野
生
に
帰
し
、
人
と
共
生
で
き
る
里
山

環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、
近
代
化
さ
れ
た
農
地
が
広
が
る

佐
渡
に
お
い
て
も
生
物
多
様
性
豊
か
な
水
田
を
増
や
し
、

そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
米
の
環
境
付
加
価
値
の
向
上
を
図

り
、
農
家
収
入
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
も
の
豊
か

な
農
地
を
保
全
し
よ
う
と
考
え
た
。
正
に
、「
生
き
て
い

る
遺
産
」「
知
恵
の
遺
産
」
と
い
え
る
世
界
に
誇
れ
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

生
態
系
の
再
生
と
保
全
を
図
る
た
め
の
水
稲
栽
培
技
術

を
「
生
き
も
の
を
育
む
農
法
」
と
し
て
、
農
家
自
ら
が
、

生
き
も
の
に
視
点
を
あ
て
た
地
域
づ
く
り
を
島
全
体
に
普

及
さ
せ
る
た
め
、
２
０
０
８
年
の
ト
キ
野
生
復
帰
活
動
と

時
を
同
じ
く
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
」
が

発
足
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
認
証
制
度
の
要
件
の
１
つ
に

な
っ
て
い
る
「
生
き
も
の
調
査
」
は
、農
家
の
み
な
ら
ず
、

◆◆◆◆◆◆
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光
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将
来
を
担
う
佐
渡
の
子
供
た
ち
に
も
行
っ
て
も
ら
い
、
生

物
多
様
性
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
同

時
に
、
伝
統
あ
る
水
田
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
の
役
割
に
「
食
の
生
産
」
と
「
生

物
多
様
性
保
全
の
役
割
」
を
明
確
に
示
す
こ
と
と
な
り
、

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
、
大
き
な
経
済
効
果
が
生
ま

れ
た
。
そ
の
結
果
、
作
付
面
積
は
、
佐
渡
の
全
作
付
面
積

の
２５
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
消
費
者
の
み
な
ら
ず
、
企
業

と
の
交
流
な
ど
様
々
な
主
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
佐
渡

の
豊
か
な
農
村
環
境
を
支
え
引
き
継
い
で
い
る
。

	

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
６
年
が
経
過
し
、
世
界
農

業
遺
産
認
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷

認
証
制
度
」
が
発
足
し
て
１０
年
目
の
作
付
け
を
迎
え
た
。

今
で
は
約
２
０
０
羽
の
ト
キ
が
佐
渡
の
豊
か
な
里
山
で
暮

ら
し
、
今
年
は
自
然
界
で
過
去
最
多
と
な
る
７７
羽
の
ヒ
ナ

が
誕
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
佐
渡
に
お
け
る
生

物
多
様
性
認
知
度
は
７８
・
４
％
と
国
平
均
と
比
較
し
て
非

常
に
高
い
。

今
後
ト
キ
と
共
生
す
る
里
山
環
境
を
守
り
続
け
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
新
潟
大

学
の
寄
付
講
座
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、「
朱
鷺
と
暮
ら
す

郷
認
証
制
度
」
の
要
件
を
強
化
し
た
。
４
つ
の
生
き
も
の

を
育
む
農
法
に
「
田
ん
ぼ
の
生
態
系
再
生
」
に
対
し
て
費

用
対
効
果
が
最
も
高
い
と
新
潟
大
学
の
寄
付
講
座
で
評
価

さ
れ
た
「
無
農
薬
無
化
学
肥
料
栽
培
」
を
追
加
し
、
５
つ

の
生
き
も
の
を
育
む
農
法
と
し
た
。
ま
た
、
底
生
動
物
の

多
様
性
に
効
果
的
な
「
江
の
設
置
」
の
効
果
を
高
め
、
ト

キ
の
夏
場
に
お
け
る
重
要
な
餌
場
と
な
る
畦
際
の
多
様
性

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、「
畦
畔
除
草
剤
散
布
の
禁
止
」

も
追
加
し
た
。

ま
た
、
強
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
誇
れ
る
こ

の
取
り
組
み
を
発
信
す
る
た
め
、
佐
渡
島
で
は
初
と
な
る

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
も
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、

既
に
開
発
し
て
い
る
「
生
物
多
様
性
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を

効
果
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
生

物
多
様
性
保
全
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

	

農
業
遺
産
の
価
値
を
高
め
る
た
め

こ
れ
ま
で
引
き
継
が
れ
た
農
業
を
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
に
は
、
単
に
経
済
性
や
効
率
性
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
食
糧
生
産
・
風
景
（
自
然
）
の
保
全
・
地
域
の
伝
統

文
化
、
伝
統
食
・
生
物
多
様
性
の
機

能
な
ど
農
業
の
多
面
的
機
能
の
価
値

を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
世
界
農
業
遺
産
に
対

す
る
関
心
や
認
知
は
あ
ま
り
高
く
な

い
。
認
定
さ
れ
６
年
を
経
過
し
た
佐

渡
で
も
２
０
１
６
年
３
月
現
在
の
認

知
度
は
３６
％
と
低
い
。
今
は
、
世
界

農
業
遺
産
を
活
用
し
、
農
業
農
村
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
そ
の

価
値
を
高
め
る
活
動
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
６
年
７

月
に
佐
渡
市
で
離
島
で
は
初
め
て
の

開
催
と
な
っ
た
第
２２
回
全
国
棚
田

（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
で
「
百
姓
は
目
標
を
も
っ
て
挑
戦

し
続
け
る
存
在
で
あ
り
、
夢
を
も
ち
、
挑
戦
し
続
け
る
、

そ
ん
な
背
中
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
佐
渡
の
漁
業
者
で

農
家
で
も
あ
る
パ
ネ
ラ
ー
の
意
見
が
あ
っ
た
。
食
の
安
全

性
へ
の
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
の
も
と
、
米
作
り
に
夢
中
に

な
っ
て
取
り
組
む
こ
の
よ
う
な
人
の
姿
は
、
人
び
と
の

「
共
感
」
を
呼
び
起
こ
す
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
さ
ら

に
、
阿
蘇
地
域
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
の
立
役
者
で
も
あ

る
「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・
ミ
ヤ
モ
ト
」
の
宮
本
け
ん
し
ん
氏

の
「
農
の
出
口
は
食
で
あ
り
、
豊
か
な
食
も
豊
か
な
農
が

あ
れ
ば
こ
そ
。
農
業
遺
産
は
農
家
の
為
だ
け
で
は
な
い
地

域
住
民
す
べ
て
の
も
の
」と
い
う
言
葉
と
彼
の
姿
勢
に「
共

感
」
し
た
。
こ
の
「
共
感
」
を
地
域
内
、
国
内
、
世
界
に

広
げ
る
こ
と
で
、
世
界
農
業
遺
産
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
と
信
じ
て
、
自
分
の
言
葉
で
発
信
し
続
け
、
活
動

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆
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平
成
２３
年
６
月
、
日
本
で
初
め
て
、
石
川
県
の
「
能
登

の
里
山
里
海
」
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
は
、
そ
の
ほ
ぼ
全
域
が
「
里
山
」
と
い
わ
れ
る
、

長
年
に
わ
た
る
人
の
暮
ら
し
と
農
林
業
な
ど
の
営
み
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
地
域
で
す
。
三
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
の
暮
ら
し
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
沿
岸

地
域
で
あ
る
「
里
海
」
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
能
登
の
里
山
里
海
」
の
認
定
は
、
独
自
の
土
地
利
用

に
加
え
、海
女
漁
や
は
ざ
干
し
な
ど
伝
統
的
な
農
林
漁
法
、

「
あ
え
の
こ
と
」
や
キ
リ
コ
祭
り
な
ど
農
林
漁
業
と
深
く

結
び
つ
い
た
祭
礼
、「
白
米
千
枚
田
」
な
ど
優
れ
た
里
山

景
観
、
豊
か
な
生
物
多
様
性
、
輪
島
塗
に
代
表
さ
れ
る
伝

統
的
な
技
術
と
い
っ
た
農
林
水
産
業
と
そ
れ
に
関
連
し
た

人
々
の
営
み
の
す
べ
て
、
い
わ
ば
能
登
の
里
山
里
海
で
育

ま
れ
る
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
「
世
界
農
業
遺
産
」
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
能
登
で
は
過
疎
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
農
林

水
産
業
の
後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
進
ん
で

お
り
、
こ
れ
を
要
因
と
し
た
里
山
の
荒
廃
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、能
登
の
活
性
化
に
と
っ

て
農
林
水
産
業
の
振
興
が
大
変
重
要
で
す
。

も
と
も
と
能
登
に
は
日
本
の
原
風
景
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
世
界
農
業
遺
産
」の
認
定
に
よ
り
、

能
登
の
農
産
物
が
「
安
全
・
安
心
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

高
ま
り
、
能
登
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上
し
た
こ
と
や
、
石

川
県
が
整
備
運
営
し
て
い
た
有
料
道
路「
の
と
里
山
海
道
」

の
無
料
化
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
県
内
外
の
企
業
等
が
能
登

地
域
へ
相
次
い
で
進
出
し
て
い
ま
す
。

能
登
の
農
業
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
で
、
能
登
で
の
新
規

就
農
者
数
も
平
成
２１
年
度
に
１６
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

２５
年
度
に
は
７４
人
に
達
し
、
そ
の
後
も
４０
人
を
超
え
る

ペ
ー
ス
で
推
移
す
る
な
ど
、
着
実
に
農
業
の
振
興
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

	

未
来
に
つ
な
げ
る
「
能
登
」
の
一
品

石
川
県
で
は
、
認
定
後
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
生
か

し
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、
石
川
県
、
地
元
４
市
５
町
（
七
尾

市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
羽
咋
市
、
志
賀
町
、
宝
達
志
水

町
、
中
能
登
町
、
穴
水
町
、
能
登
町
）、
農
林
漁
業
・
商
工
・

観
光
団
体
で
構
成
す
る
世
界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
地
域
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
や

国
内
の
他
の
認
定
地
域
と
連
携
し
た
首
都
圏
等
で
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、「
世
界
農

業
遺
産　

未
来
に
つ
な
げ
る
『
能
登
』
の
一
品
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
で
育
ま
れ
、
そ

の
保
全
・
継
承
に
資
す
る
特
徴
的
な
商
品
を
対
象
に
、「
能

登
の
里
山
里
海
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
商
品
に
使
用
で
き
る
も

の
で
、
平
成
２６
年
度
に
創
設
し
、
こ
れ
ま
で
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
３２
商
品
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
物
語
性
が
強
い

商
品
や
能
登
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
商
品
を
厳
選
し
、
本
物

志
向
・
高
級
志
向
の
消
費
者
や
能
登
に
興
味
を
持
つ
消
費

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
認
定
商
品
を
集
め
た
世
界
農
業
遺

産
フ
ェ
ア
で
販
売
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
販
路
拡

大
を
図
っ
て
お
り
、
認
定
商
品
の
販
売
額
は
認
定
後
に
は

◆◆◆
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七
尾
市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
羽
咋
市
、

志
賀
町
、
宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
、

穴
水
町
、
能
登
町



平
均
で
２
割
増
加
す
る
な
ど
、
効
果
も
出
て
い
ま
す
。

	

い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド

ま
た
、
石
川
県
で
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
里
山
里
海
の

地
域
資
源
も
活
用
し
た
生
業
の
創
出
に
関
す
る
取
り
組
み

等
を
支
援
す
る
た
め
、
地
元
の
７
つ
の
金
融
機
関
と
と
も

に
１
２
０
億
円
の
資
金
を
拠
出
し
て
、「
い
し
か
わ
里
山

振
興
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
運
用
益
等
を
活
用
し
支
援
し
て
き
た
事
例
を
２
件

紹
介
し
ま
す
。

１
件
目
は
、
域
外
か
ら
の
進
出
事
例
で
す
。
金
沢
市
の

農
業
法
人
が
、
奥
能
登
に
農
業
参
入
し
、
耕
作
放
棄
地
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
逆
に
生
か
し
て
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
農
場
で
は
、
ソ
バ
、
大
麦
、
大
豆
を
生

産
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
原
料
に
「
能
登
」
ブ
ラ
ン
ド
農

産
品
の
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

２
件
目
が
、
能
登
町
に
あ
る
「
春
蘭
の
里
」
で
す
。
こ

こ
で
は
、「
自
然
以
外
に
何
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
逆

手
に
と
り
、
来
訪
者
を
昔
な
が
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら

し
で
も
て
な
す
農
家
民
宿
に
、
集
落
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
作
業
な
ど
都
会
で
は
で
き
な
い
体
験
や
日

本
の
農
村
の
原
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
首
都
圏
の
修
学
旅
行
生
や
中
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど

海
外
も
含
め
、
年
間
約
１
万
人
を
超
え
る
来
訪
者
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
地
域
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
周
辺
の
集
落
も
巻
き
込
み
、
農
家
民
宿
は
４７

軒
に
ま
で
拡
大
し
た
ほ
か
、
農
家
民
宿
を
志
す
海
外
か
ら

の
移
住
者
も
現
れ
る
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
生
業

の
創
出
に
よ
り
、
過
疎
・
高
齢
化
を
脱
却
す
る
糸
口
を
つ

か
ん
だ
地
域
活
性
化
の
成
功
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	

今
後
の
取
り
組
み

能
登
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
、
過
疎
高
齢
化
に
伴
い
地

域
を
支
え
る
人
材
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
危
機
感
か
ら
、
石
川
県
で
は
、
岐
阜
県
と
共
同
で
、

若
手
実
践
者
の
相
互
交
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
相
手
方
の
地
域
の
先
進
事
例
を
学
び
、
自

ら
の
地
域
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
両

地
域
の
連
携
を
通
じ
た
商
品
開
発
な
ど
新
た
な
動
き
に
つ

な
げ
る
な
ど
の
経
験
を
通
じ
て
、
地
域
を
担
う
若
手
人
材

の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

将
来
の
担
い
手
を
育
て
て
い
く
た
め
、
能
登
地
域
の
小
学

生
向
け
に
社
会
科
や
総
合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
地
域

の
宝
で
あ
る
世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
学

ぶ
出
前
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

	

未
来
の
世
代
へ
受
け
継
ぐ

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
は
、
地
域
住
民
が
「
当
た
り
前

だ
」
と
思
っ
て
い
た
、
い
わ
ば
埋
も
れ
て
い
た
地
域
の
暮

ら
し
や
資
源
に
「
光
」
を
当
て
、
む
し
ろ
地
域
の
「
宝
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

地
域
住
民
自
ら
が
、
地
域
に
「
生
き
る
自
信
と
誇
り
」

を
取
り
戻
し
、
地
域
の
活
性
化
の
動
き
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
広
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り
」
が
進
み
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
世
界
に
重
要
と
認
め
ら
れ
た
「
能
登
の
里

山
里
海
」
が
未
来
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆
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活
動
の
概
要

静
岡
県
の
掛
川
市
、
島
田
市
、
菊
川
市
、
牧
之
原
市
、

川
根
本
町
の
４
市
１
町
で
は
、
県
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶

の
栽
培
が
、「
茶
草
場
農
法
」
と
い
う
独
自
の
伝
統
農
法

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
定
地
域
で
は
「
茶
草
場
」

と
呼
ば
れ
る
ス
ス
キ
や
サ
サ
な
ど
が
自
生
す
る
草
地
が
、

茶
畑
や
集
落
の
周
り
に
モ
ザ
イ
ク
状
に
点
在
し
て
お
り
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、こ
の
茶
草
場
か
ら
草
を
刈
り
取
り
、

乾
燥
さ
せ
て
、
冬
の
間
に
茶
畑
の
畝
の
間
に
敷
き
ま
す
。

こ
の
「
茶
草
場
農
法
」
は
、
傾
斜
地
茶
園
の
土
壌
条
件
を

良
好
に
保
つ
だ
け
で
な
く
、
流
亡
を
防
ぎ
、
お
茶
の
品
質

に
お
い
て
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶

農
家
が
利
用
し
、
維
持
し
て
き
た
里
山
の
草
地
に
は
、
他

の
場
所
で
は
見
る
機
会
が
少
な
い
固
有
種
を
含
む
３
０
０

種
類
以
上
の
多
様
な
動
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶

草
場
農
法
は
、「
高
品
質
な
茶
生
産
」
と
「
生
物
の
多
様

性
の
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
さ
れ
た
価
値
の
高
い

農
業
文
化
を
評
価
さ
れ
、
平
成
２５
年
５
月
に
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
地
域
の
４
市
１
町
で
構
成
さ
れ
る
世
界
農
業
遺
産

「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
推
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）

は
平
成
２４
年
に
発
足
し
、
掛
川
市
を
事
務
局
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
市
町
の
行
政
域
を
超
え
た
よ
り
広
域

的
な
連
携
を
す
る
た
め
に
、
平
成
２８
年
４
月
に
事
務
局
が

県
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
、
地
域
の
振
興
や
同

農
法
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
茶
の
販
売
促
進
を
支
援
し
て
い

る
ほ
か
、
世
界
農
業
遺
産
を
有
す
る
他
県
と
連
携
し
、
世

界
農
業
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

	

認
定
に
至
る
経
緯

掛
川
市
は
平
成
１２
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
う
生
物
多
様

性
を
評
価
す
る
各
種
自
然
環
境
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
東
山
地
区
に
希
少
な
動
植
物
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１８
年
に
は
自
然
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
、
翌
年
に
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、

東
山
の
茶
草
場
に
生
息
す
る
「
カ
ケ
ガ
ワ
フ
キ
バ
ッ
タ
」

や
「
フ
ジ
タ
イ
ゲ
キ
」
を
希
少
野
生
動
物
に
指
定
し
ま
し

た
。平

成
２２
年
に
は
、
生
物
多
様
性
条
約
締
結
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
１０
）
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
掛
川
市
東
山
地

区
の
茶
草
場
農
法
の
事
例
が
高
い
評
価
を
受
け
、
さ
ら
に

平
成
２３
年
度
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の

登
録
申
請
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

掛
川
市
は
同
様
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
周
辺
４
市
町

と
、
平
成
２４
年
１０
月
に
世
界
農
業
遺
産
「
静
岡
の
茶
草
場

農
法
」
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
１１
月
２６
日
の
第
２
回
総

会
で
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
申
請
を
決
定
し
ま
し
た
。

静
岡
県
と
国
連
大
学
か
ら
の
推
薦
や
農
林
水
産
省
か
ら
の

協
力
の
承
認
を
受
け
、
１２
月
２８
日
に
国
際
連
合
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
へ
申
請
し
ま
し
た
。

平
成
２５
年
２
月
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ

れ
、
５
月
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
世
界
農
業
遺
産
国
際

会
議
に
お
い
て
、
大
分
県
、
熊
本
県
と
と
も
に
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

◆◆◆
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掛
川
市
、
島
田
市
、
菊
川
市
、

牧
之
原
市
、
川
根
本
町



	

代
表
的
な
取
り
組
み
と
そ
の
成
果

〇
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

協
議
会
で
は
平
成
２５
年
９
月
に
同
農
法
に
取
り
組
む
生

産
者
を
、
生
物
多
様
性
保
全
実
践
者
と
し
て
認
定
す
る
制

度
を
創
設
し
、
１０
月
か
ら
は
認
定
シ
ー
ル
を
つ
け
た
茶
の

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
２９
年
３
月
末
ま
で
に
認
定
を

受
け
た
農
家
は
４
９
６
戸
、
認
定
シ
ー
ル
の
販
売
は
約

２
１
７
万
６
千
枚
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
商
品
の
販
売
で
は
、
非
正
規
品

の
出
現
を
防
ぐ
た
め
、
販
売
業
者
の
登
録
制
を
と
っ
て
お

り
、
業
者
数
は
１
２
２
業
者
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
認
定

地
域
内
だ
け
で
な
く
、
焼
津
市
、
藤
枝
市
、
県
外
で
は
東

京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
な
ど
都
市
圏
の
消
費
地
に
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
農
業
遺
産
認
定
地
域
と
連
携
し
、
首
都
圏

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
ほ
か
、
平
成
２７
年
に
は
イ
タ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
や
平
成
２８
年
に

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
世
界
お
茶
ま
つ
り
２
０
１
６
に
お

い
て
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

〇
応
援
制
度
基
本
計
画
の
策
定

静
岡
の
茶
草
場
農
法
を
持
続
可
能
な
生
産
活
動
と
す
る

た
め
に
は
幅
広
い
認
知
と
支
持
を
集
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
２９
年
３
月
、
企
業
や
県
民
の
支
援
を

受
け
る
応
援
制
度
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
基
本
計
画
に
は
、「
茶
草
場
農
法
」
を
応
援
す

る
寄
付
金
の
設
置
、
企
業
と
農
村
の
交
流
促
進
、
農
作
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
、
市
民
の
意
識
の
醸
成
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
情
報
発
信
の
強
化
を
主
な
取
り

組
み
項
目
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
茶
草
場
農
法
」
を
応
援
す
る
企
業
や
消
費
者

を
示
す
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
作
成
し
ま
し
た
。

〇
地
域
の
魅
力
発
信

茶
の
遅
霜
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防

霜
フ
ァ
ン
は
、
現
在

の
栽
培
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
が
、

無
機
質
な
支
柱
は
景

観
の
魅
力
を
や
や
損

な
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
そ
の

色
調
を
景
観
に
配
慮

し
た
も
の
と
す
る
た

め
、
景
観
デ
ザ
イ
ン

の
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
、
展
望
台
か
ら
見
え
る
約
８０
本
の
支
柱
を
茶
色
に

塗
装
し
ま
し
た
。
ま
た
併
せ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
茶
色
の

物
へ
と
交
換
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
魅
力
の
上
が
っ
た
地
域
を
紹
介
す
る
た
め

に
、
平
成
２９
年
３
月
に
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
４
月
末

に
は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

〇
試
験
研
究
の
推
進

こ
れ
ま
で
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
や
東
京
農
業
大
学
、
静
岡
県
農
林
技
術
研

究
所
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
茶
草
場
農
法
」
を
対
象
に

研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
茶
草
の
施
用
に
よ
る
茶
園
の

土
壌
の
保
水
性
が
改
善
す
る
効
果
や
周
辺
地
域
の
気
象
環

境
の
情
報
整
理
や
分
析
が
進
む
な
ど
有
益
な
成
果
が
得
ら

れ
て
お
り
、
茶
の
生
産
技
術
の
改
善
や
価
値
の
明
確
化
へ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

	
	

今
後
は
「
茶
草
場
農
法
」
茶
の	

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

「
茶
草
場
農
法
」
の
継
続
・
継
承
の
た
め
に
は
、
茶
草

場
の
管
理
者
で
あ
る
茶
農
家
の
意
欲
の
向
上
や
担
い
手
の

育
成
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
商
品
で
あ
る
茶
の

付
加
価
値
が
広
く
伝
わ
る
よ
う
に
販
売
促
進
す
る
と
と
も

に
、
企
業
や
消
費
者
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
は
じ
め
、
寄
付

金
の
設
置
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
、
企
業
と
農
村
の
交
流

促
進
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
誘
客
促
進
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報
発
信
力
の
強
化
を
協

議
会
と
し
て
一
体
的
に
推
進
。
農
法
の
認
知
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
支
援
の
輪
を
広
げ
、「
茶
草
場
農
法
」
に
よ

り
作
ら
れ
た
お
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆
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認定シール（Sample）

貢献度は、茶園と茶草場の面積の割合から算出



岐
阜
県
は
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
含
む
濃
飛
平

野
か
ら
、
標
高
３
０
０
０
㍍
を
超
え
る
飛
騨
山
脈
ま
で
起

伏
に
富
ん
だ
地
形
を
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
木
曽
三
川
と
呼
ば
れ
る
木
曽
川
、

長
良
川
、
揖
斐
川
は
、
豊
富
な
水
と
豊
か
な
自
然
環
境
に

よ
っ
て
、
多
く
の
恵
み
を
我
々
に
与
え
、
農
林
水
産
業
の

み
な
ら
ず
伝
統
工
芸
な
ど
本
県
な
ら
で
は
の
文
化
が
育
ま

れ
ま
し
た
。

特
に
郡
上
市
を
源
に
、
美
濃
市
、
関
市
、
岐
阜
市
な
ど

を
流
れ
る
長
良
川
は
、
日
本
三
大
清
流
に
数
え
ら
れ
る
我

が
国
を
代
表
す
る
河
川
で
す
。
上
中
流
域
で
は
鮎
を
中
心

と
し
て
様
々
な
伝
統
漁
法
が
行
わ
れ
る
内
水
面
漁
業
、
豊

富
な
水
を
利
用
し
た
美
濃
和
紙
や
郡
上
本
染
な
ど
の
伝
統

工
芸
が
受
け
継
が

れ
、
特
有
の
文
化
が

根
付
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
良
川

の
鮎
と
関
連
す
る
産

業
や
文
化
が
一
体
と

な
っ
た
長
良
川
の
シ

ス
テ
ム
が
、
平
成
２７
年
１２
月
、
世
界
農
業
遺
産
「
清
流
長

良
川
の
鮎
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

	

里
川　

長
良
川
シ
ス
テ
ム

長
良
川
は
、
最
上
流
部
の
郡
上
市
か
ら
川
沿
い
に
人
の

営
み
が
続
き
、
中
流
域
で
は
美
濃
市
、
関
市
、
岐
阜
市
と

い
っ
た
都
市
部
を
流
れ
、
そ
の
存
在
は
人
の
暮
ら
し
に
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
流
域
に
は
約
８６
万
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、
水
量
は
豊
か
で
、
水
質
も
良
好
に
保
た
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人
と
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
、
里

山
に
発
し
里
地
を
流
れ
る
長
良
川
は
、
ま
さ
に
「
里
川
」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
川
で
す
。

水
源
の
山
々
で
の
森
林
管
理
に
始
ま
り
、
流
域
各
所
の

水
防
施
設
の
管
理
、
一
帯
に
お
け
る
清
掃
管
理
な
ど
、
人

が
適
正
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
領
域
の
中
を
流

れ
つ
つ
、
生
活
水
源
、
漁
場
、
農
業
用
水
等
の
経
済
的
な

価
値
、
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
、
景
観
、
歴
史
文
化
等
の
精
神

的
な
価
値
も
有
し
、
か
つ
、
そ
の
良
好
な
環
境
に
よ
り
生

物
多
様
性
を
保
持
し
て
い
る
の
が
里
川
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

長
良
川
に
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
鮎
が
育
ち
、

人
々
は
鮎
を
通
し
て
長
良
川
か
ら
の
恩
恵
を
享
受
す
る
な

ど
、
長
良
川
と
鮎
は
流
域
の
暮
ら
し
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
長
良
川
で
伝
統
的
に
育
ま
れ
て

き
た
、
人
の
生
活
、
水
環
境
、
漁
業
資
源
が
相
互
に
関
連

し
て
循
環
す
る
里
川
の
シ
ス
テ
ム
が
、「
長
良
川
シ
ス
テ

ム
」
で
す
。

	

長
良
川
の
シ
ン
ボ
ル　

鮎

長
良
川
に
お
け
る
鮎
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
漁
獲
量
は
全
国

屈
指
で
あ
り
、
当
県
の
水
産
業
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
鮎
自
体
の
販
売
の
み
な
ら
ず
、
鮎
加
工

品
の
販
売
、
鮎
釣
り
に
関
わ
る
遊
漁
料
収
入
や
宿
泊
、
鵜

飼
や
ヤ
ナ
な
ど
の
観
光
産
業
な
ど
、
様
々
な
経
済
活
動
で

流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
お
り
、「
鮎
産
業
」
と

し
て
裾
野
の
広
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
良
川
流
域
に
お
い
て
人
の
暮
ら
し
と
切

り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
鮎
で
す
が
、
近
年
、
資
源
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
長
良
川
で
は
鮎

資
源
を
保
全
し
持
続
的
な
漁
業
を
支
え
る
た
め
、
遺
伝
的

多
様
性
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
天
然
の
親
魚
を
用
い
て
生

産
し
た
稚
鮎
を
放
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
稚
鮎
を
生
産
す

る
岐
阜
県
魚
苗
セ
ン
タ
ー
は
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
資
源
の
保
全
、

増
殖
を
目
指
し
て
施
設
の
増
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
流
域
で
は
、
鮎
の
生
息
に
配
慮
し
た
河
川
環
境
の
維

持
や
産
卵
場
の
保
護
・
造
成
を
は
じ
め
、
漁
業
者
の
手
に

よ
る
受
精
卵
の
放
流
、
資
源
保
全
へ
の
意
識
向
上
や
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
産
卵
観
察
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

◆◆◆
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長
良
川
が
も
た
ら
す
地
域
の
恵
み

長
良
川
で
は
、
鮎
を
中
心
と
し
た
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
中
、
伝
統
漁
法
や
鮎
鮨
な
ど
の
食
文
化
が
発
達
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
１
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と

い
わ
れ
て
い
る
鵜
飼
漁
は
、
現
在
で
は
観
光
漁
業
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
る
ほ
か
、
富
有
柿
や
大
根
、
枝
豆
な
ど

地
域
の
特
色
あ
る
農
林
水
産
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
良
川
の
流
域
で
は
、
水
と
農
林
産
物
を
原
料

と
す
る
和
紙
等
の
伝
統
工
芸
、
水
に
ま
つ
わ
る
信
仰
・
民

俗
芸
能
や
、
木
材
や
和
紙
を
も
と
に
発
展
し
た
情
緒
あ
る

町
並
み
な
ど
、
長
良
川
の
水
を
生
か
し
た
独
特
の
歴
史
・

文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
長
良
川
の
伏
流
水

は
流
域
の
人
々
の
生
活
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
清
ら
か
な

流
れ
は
川
遊
び
な
ど
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
川
が

織
り
な
す
景
観
は
地
域
の
人
々
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
長
良
川
が
も
た
ら
す
地
域
の
恵
み
を
未
来
に

つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
流
域
の
産
業
・
文
化
が
生

み
出
し
て
き
た
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
・
継
承
に
資
す
る

商
品
を
「
清
流
長
良
川
の
恵
み
の
逸
品
」
と
し
て
認
定
す

る
と
と
も
に
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制

定
し
、積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
第
４
日
曜
日
を
「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
鮎
の
日
」
に

制
定
し
、
県
内
各
地
で
鮎
や
清
流
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
県
民
に
広
く
清
流
長
良
川
や
鮎
に
親
し

み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
県
は

世
界
農
業
遺
産
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」
に

加
え
世
界
文
化
遺
産

「
白
川
郷
合
掌
造
り

集
落
」、
無
形
文
化

遺
産
「
本
美
濃
紙
」

な
ど
全
部
で
８
つ
の

世
界
的
な
遺
産
を
有

し
、
平
成
２８
年
２
月

に
関
係
す
る
県
内
９

市
町
村
と
、「
岐
阜

県
『
世
界
に
誇
る
遺

産
』
連
合
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
連

携
に
よ
り
、
世
界
に

誇
る
岐
阜
の
遺
産
を

め
ぐ
る
観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
し
、
地
域
振
興
に
つ
な

げ
る
試
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
重
要
な
資
源
を
将
来
に
わ
た
り

継
承
し
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
流
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
県
民
に
浸
透

す
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

	

内
水
面
漁
業
に
お
け
る
国
際
貢
献

「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
は
内
水
面
漁
業
を
中
心
と
し
て

い
る
点
で
世
界
農
業
遺
産
の
中
で
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど
に
お
け
る
、
水
環

境
の
保
全
、漁
業
資
源
の
確
保
、生
物
多
様
性
維
持
と
い
っ

た
世
界
的
な
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
県
で
は
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
の
世
界
農
業
遺
産

認
定
を
契
機
と
し
て
、
平
成
２８
年
７
月
に
岐
阜
県
内
水
面

漁
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
地
域
の
内
水
面
漁
業
に
関
わ
る

技
術
者
な
ど
を
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、

専
門
の
研
究
員
を
現
地
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
水

面
漁
業
や
養
殖
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ
ン
タ
ー

と
教
育
及
び
技
術
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
の
内
水
面
漁
業
の
安
定
的
な
発
展
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
、
平
成
２８
年
度
は
１５
カ
国
か
ら
４８
人
の
研
修

生
等
を
受
け
入
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
も
開
発
途
上

国
の
内
水
面
漁
業
と
世
界
農
業
遺
産
の
発
展
の
た
め
、
国

際
貢
献
に
も
十
分
に
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆◆◆
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和
歌
山
県
で
は
、
平
成
２５
年
よ
り
「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
目
指
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
２７
年
１２
月
、「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」
が
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
近
畿
地
方
で
は
初
め
て

の
認
定
と
な
っ
た
。

	

梅
林
と
薪
炭
林
を
中
心
と
し
た
里
山
の
景
観

み
な
べ
・
田
辺
地
域
で
は
、
礫
質
の
斜
面
を
活
用
し
て

自
然
と
共
生
し
、
高
品
質
な
梅
を
生
産
し
て
き
た
。
里
山

の
斜
面
を
梅
林
と
し
て
利
用
し
、
そ
の
周
辺
に
ウ
バ
メ
ガ

シ
な
ど
薪
炭
林
を
残
す
こ
と
で
水
源
涵
養
や
崩
落
防
止
の

役
割
を
持
た
せ
、
薪
炭
林
に
棲
む
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
梅

の
共
生
、
梅
栽
培
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
遺
伝
資
源
な

ど
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、
梅
を
中
心
と
し

た
農
業
を
行
い
、
生
活
を
支
え
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
農

村
文
化
が
育
ち
、
梅
林
と
薪
炭
林
を
中
心
と
し
て
、
里
山

の
景
観
、
生
物
多
様
性
が
保
全
さ
れ
る
と
と
も
に
、
梅
だ

け
で
な
く
多
様
な
農
業
生
産
も
行
わ
れ
て
い
る
。

４
０
０
年
以
上
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
仕
組
み
が
世

界
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

	
�

日
本
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
、�

	

南
高
梅
と
紀
州
備
長
炭

み
な
べ
・
田
辺
地
域
で
は
、
農
家
の
９０
％
以
上
が
梅
を

栽
培
し
て
お
り
、
梅
の
二
次
加
工
業
者
も
地
域
内
に
集
積

し
て
い
る
。
地
域
の
就
業
者
の
７０
％
が
梅
関
連
産
業
に
関

わ
っ
て
お
り
、
梅
の
産
出
額
は
１
３
０
億
円
以
上
、
生

産
、
加
工
等
、
本
地
域
の
梅
関
連
産
業
の
生
産
額
は
約

７
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
製
炭
も
ま

た
、
産
出
額
２
億
円
で
山
間
部
の
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

を
構
成
す
る
梅
と
炭
に
関
わ
る
人
々
の
生
業
は
地
域
全
体

に
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
み
な
べ
・
田
辺
地
域
で
生
産
さ
れ
る
梅
は
日
本

国
内
の
５０
％
以
上
（
図
１
）、
炭
は
１５
％
を
占
め
て
い
る

（
図
２
）。
と
り
わ
け
、地
域
の
統
一
品
種
で
あ
る
「
南
高
」

は
梅
干
の
最
高
級
品
、「
紀
州
備
長
炭
」
は
最
高
級
燃
料

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
両
者
と
も
日
本
の
梅
と
炭
を
代

表
す
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
。

さ
ら
に
、
太
平
洋
の
碧
を
背
景
に
、
薪
炭
林
の
緑
と
、

染
め
上
げ
ら
れ
た
梅
の
花
が
織
り
な
す
風
景
は
、
本
地
域

の
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
て
、
梅
の
開
花
時
期
に

は
特
に
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
す
る
。
ま
た
、
本
地
域
で

は
梅
干
づ
く
り
体
験
や
梅
干
工
場
見
学
、
紀
州
備
長
炭
の

炭
焼
き
、
窯
だ
し
体
験
な
ど
、
梅
と
炭
に
関
す
る
様
々
な

体
験
が
観
光
客
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

	
�「

う
め
」
を
世
界
に
発
信
、�

	

消
費
拡
大
や
観
光
誘
致
を

さ
て
、
南
高
梅
に
代
表
さ
れ
る
本
地
域
の
梅
産
業
を

取
り
巻
く
環
境

は
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
か
ら

個
人
消
費
は
伸

び
悩
ん
で
お

り
、
梅
干
に
つ

い
て
も
食
の
洋

風
化
や
簡
素
化

に
伴
う
消
費
量

の
減
少
、
特
に

若
年
層
に
お
け

る
梅
干
離
れ
な

ど
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
い
て

い
る
。

南
高
梅
は
既

に
高
級
ブ
ラ
ン

ド
梅
と
し
て
国

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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世
界
農
業
遺
産
　
和
歌
山
県
み
な
べ
・
田
辺
地
域

―
梅
栽
培
と
製
炭
で
構
成
す
る
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
―

林
　
祐
光

和
歌
山
県
農
林
水
産
総
務
課
　
主
査

梅
林
と
薪
炭
林
で
里
山
景
観
、
生
物
多
様
性
を
保
全

地域づくり 特集編

田
辺
市
、
み
な
べ
町



内
の
認
知
度
が
高
い
た
め
、
梅
の
生
産
地
域
と
し
て
唯
一

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
梅
で
あ
る
こ
と
、
み
な

べ
・
田
辺
地
域
が
梅
の
生
産
量
日
本
一
の
地
域
で
あ
る
こ

と
を
生
か
し
た
、
他
地
域
と
の
差
別
化
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
農
村
地
域
に
滞
在
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
は
近
年
全

国
的
な
高
ま
り
を
み
せ
て
お
り
、
世
界
農
業
遺
産
と
し
て

評
価
さ
れ
る
農
業
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
本
地
域
は
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
る
十
分
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
は
、
生
産
者
の
日
々

の
生
業
に
過
度
の
負
担
を
も
た
ら
す
と
い
う
側
面
も
あ
る

が
、
本
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ
て
、
人
々
が
梅
や

炭
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
様
子
そ
の
も
の
が
、
魅
力
的

な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
地
域
の
人
々
が
認
識

す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
経
営
の
安
定
や
、
豊
か
な
風

景
と
伝
統
の
継
承
に
つ
な
が
る
観
光
の
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
契
機
に「
み

な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
素
晴
ら
し
さ
と
「
う
め
」

と
い
う
健
康
に
有
用
な
作
物
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、

消
費
拡
大
や
国
内
外
か
ら
の
観
光
誘
致
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
小
規

模
で
も
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
営
む
農
業
の
価
値
に
あ
ら

た
め
て
光
を
当
て
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
こ
と
が
、
さ

ら
な
る
地
域
発
展
の
出
発
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
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図 2　都道府県別白炭生産量（t）
（2015 年　農林業センサス）
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�

人
と
自
然
が
共
存
す
る�

	

阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺
産

熊
本
・
阿
蘇
地
域
で
は
、
世
界
最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
に

２
万
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
草
原
が
広
が
り
、
長
年

に
わ
た
り
草
資
源
を
循
環
的
に
利
用
し
た
持
続
的
な
農
業

が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
多
様
な
農
産
物

や
多
く
の
動
植
物
が
生
育
・
生
息
し
、
優
れ
た
景
観
や
清

ら
か
な
水
の
恵
み
を
享
受
す
る
と
と
も
に
、
農
業
と
関
わ

り
の
深
い
伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
、
人
と
自
然
が
共
存
す
る
「
阿
蘇
の
農
業
シ
ス
テ
ム
」

が
評
価
さ
れ
、「
阿
蘇
の
草
原
の
維
持
と
持
続
的
な
農
業
」

と
し
て
、
２
０
１
３
年
５
月
に
世
界
農
業
遺
産
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

	

千
年
以
上
も
受
け
継
が
れ
た
伝
統
農
法
と
は

悠
久
の
時
を
超
え
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
阿
蘇
地
域
の

農
業
は
、
人
々
が
長
年
に
わ
た
っ
て
カ
ル
デ
ラ
に
お
け
る

高
冷
地
の
火
山
性
土
壌
を
水
田
・
畑
地
と
し
て
改
良
し
、

ま
た
、
草
原
放
牧
地
と
し
て
利
用
し
て
き
た
こ
と
で
維
持

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
水
稲
や
露
地
野
菜
、
施
設

園
芸
、
林
業
な
ど
の
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ
、
中
で
も
畜

産
業
は
県
産
出
額
の
ほ
ぼ
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
阿
蘇
地
域
の
草
原
は
、
春
の
「
野
焼
き
」
で
低
木

を
焼
き
払
い
、
草
原
の
森
林
化
防
止
と
牛
の
餌
と
な
る
牧

草
の
生
育
を
促
す
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
に

よ
り
、
ヒ
ゴ
タ
イ
（
花
）
や
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
（
昆
虫
）

等
の
希
少
動
植
物
な
ど
、
特
異
な
生
物
多
様
性
と
生
態
系

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
夏
に
は
ス
ス
キ
な
ど
の
野
草
を
繁
茂
さ
せ
、
あ
か
牛

等
の
「
放
牧
」
を
行
い
、
省
力
的
で
効
果
的
な
草
原
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
放
牧
の
原
風
景
は
人
々
に
癒
し
を
与
え

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

初
秋
に
は
「
採
草
」
を
行
い
、
あ
か
牛
等
の
冬
場
の
飼

料
に
し
た
り
、
牛
舎
の
敷
草
と
す
る
た
め
に
干
し
草
を

作
っ
た
り
し
ま
す
。
牛
舎
の
敷
草
や
牛
糞
と
混
ぜ
た
野
草

は
堆
肥
化
さ
れ
、
野
草
堆
肥
と
し
て
野
菜
づ
く
り
や
稲
作

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
草
堆
肥
は
病
気
が
出
に
く
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、地
域
で
は
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
千

年
以
上
に
も
渡
っ
て
こ
の
広
大
な
草
原
が
維
持
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

	
�

民
間
発
意
か
ら
地
域
全
体
に
広
が
っ
た�

	

世
界
農
業
遺
産

世
界
農
業
遺
産
認
定
へ
の
き
っ
か
け
は
、
地
産
地
消
に

取
り
組
む
熊
本
市
内
の
イ
タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ
の
「
阿
蘇
の

草
原
と
多
様
な
農
業
を
守
っ
て
き
た
農
家
へ
恩
返
し
を
し

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
民
間
発
意
の
取
り

組
み
が
阿
蘇
地
域
の
農
家
や
行
政
を
動
か
し
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
認
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。現

在
は
、
平
成
２５
年
１１
月
に
発
足
し
た
阿
蘇
地
域
世
界

農
業
遺
産
推
進
協
会
（
阿
蘇
地
域
内
の
教
育
・
農
業
・
観

光
団
体
等
５６
団
体
で
構
成
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
草
原
再
生
を
中
心
と
し
た
地
域
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
農
林
部
会
、
草
原

景
観
部
会
、
自
然
環
境
部
会
、
文
化
・
交
流
部
会
の
４
つ

の
作
業
部
会
を
設
け
、
草
原
の
再
生
、
地
域
の
魅
力
づ
く

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
応
な
ど
に
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

翌
年
度
に
は
本
協
会
の
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
協
議
会
、
草
原
の
再
生
を
推
進

す
る
地
域
団
体
な
ど
５
団
体
で
阿
蘇
地
域
各
種
団
体
事
務

局
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
関
連
団
体
と
も
連
携
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

	

認
定
に
よ
る
波
及
効
果

認
定
後
、
阿
蘇
地
域
の
農
業
者
は
自
分
た
ち
が
続
け
て

◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆
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世
界
農
業
遺
産
　
熊
本
県
阿
蘇
地
域

―
野
焼
き
、
放
牧
、
採
草
の
サ
イ
ク
ル
で
阿
蘇
の
草
原
を
維
持
―

園
村
　
道
明

熊
本
県
む
ら
づ
く
り
課
　
主
幹

草
資
源
の
循
環
利
用
で
持
続
的
農
業
を
展
開
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阿
蘇
市
、
南
小
国
町
、
小
国
町
、

高
森
町
、
産
山
村
、
南
阿
蘇
村
、

西
原
村



き
た
阿
蘇
の
農
業
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
地
域
に
あ
る
様
々
な
資
源
を
「
伝
え
た
い
阿
蘇
の

農
業
遺
産
資
源
」と
し
て
９９
カ
所
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
済
界
か
ら
環
境
に
配
慮
し
た
電
気
自
動
車
の

無
償
貸
与
（
１
年
間
）
や
阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
基
金
の
創

設
に
伴
う
寄
付
金
な
ど
多
く
の
支
援
を
頂
き
、
平
成
２８
年

度
は
１
千
万
円
を
超
え
る
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
２７
年
度
に
発
売
し
た
世
界
農
業
遺
産
応

援
旅
行
券
・
商
品
券
は
完
売
し
、
多
く
の
方
々
に
阿
蘇
地

域
の
世
界
農
業
遺
産
資
源
を
「
見
て
」「
食
べ
て
」「
体
験
」

し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	

地
域
に
お
け
る
課
題

近
年
、
草
原
維
持
の
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

等
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
野
焼
き
や
採
草
等
の
草
原
の

維
持
が
困
難
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
雄
大
な
景
観
の
劣

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
草
堆
肥
の
価
値
に
つ
い
て
科
学
的
な
裏
付
け

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
農
家
に
お
け
る
野
草
堆
肥

の
利
用
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
り
教
育
旅
行
の
キ
ャ

ン
セ
ル
や
入
込
客
の
減
少
等
の
影
響
が
あ
り
、
物
産
館
や

直
売
所
で
は
農
産
物
等
の
販
売
低
下
や
地
域
の
活
力
が
衰

退
し
て
い
ま
す
。

	

持
続
的
な
草
原
の
維
持
に
向
け
て

草
原
の
維
持
・
保
全
に
つ
い
て
は
、野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
や
採
草
を
拡
大
す
る
若
手
畜
産
家
等
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
組
合
支
援
な
ど
、
多
様
な
担
い
手
の
確
保
と

雇
用
の
創
出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に

は
地
域
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
冊
子
「
阿
蘇
の
農
法
～
野
草
堆
肥
利
用
事
例
集

～
」
を
作
成
・
活
用
し
、
野
草
堆
肥
の
利
用
拡
大
と
「
阿

蘇
の
風
景
が
見
え
る
農
作
物
」
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
阿
蘇
地
域
で
は
農
業
と
祭
事
が
結
び
つ
い
て

お
り
、
そ
の
伝
統
的
な
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
草

原
の
景
観
、
自
然
環
境
な
ど
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か

し
て
、
農
業
と
観
光
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
阿
蘇
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

	

世
界
農
業
遺
産
に
よ
る
地
域
づ
く
り

熊
本
地
震
で
大
き
く
傷
つ
い
た
阿
蘇
地
域
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
農
業
・
観
光
振
興
等
の
創
造
的
復
興
を

地
域
全
体
で
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
は
豊
か
な
自
然
、
食
文
化
、
歴
史
、
景
観
等
の

地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
伝
え

た
い
阿
蘇
の
農
業
遺
産
資
源
の
保
全
・
継
承
・
活
用
や
野

草
堆
肥
利
用
促
進
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
農
業
遺
産
資
源

を
つ
な
ぐ
新
た
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
作
成
し
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
通
じ
た

都
市
と
農
村
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
地
域
活
動
の

活
性
化
と
地
域
外
か
ら
の
支
援
拡
大
等
も
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

熊
本
地
震
の
爪
痕
も
含
め
、
阿
蘇
の
雄
大
な
自
然
と
景

観
を
体
感
し
、
伝
統
野
菜
等
の
食
材
を
生
か
し
た
美
味
し

い
食
文
化
や
伝
統
芸
能
等
を
堪
能
し
に
、
是
非
、
多
く
の

方
々
に
熊
本
・
阿
蘇
へ
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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�

森
と
里
と
海
が
強
固
に
つ
な
が
っ
た�

	

農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム

２
０
１
３
年
５
月
２９
日
～
６
月
１
日
、
石
川
県
七
尾
市

で
開
催
さ
れ
た
世
界
農
業
遺
産
国
際
会
議
で
、
大
分
県
国く

に

東さ
き

半
島
宇
佐
地
域
の
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
が
、「
ク
ヌ

ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・
宇
佐
の
農
林
水
産

循
環
」
と
し
て
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
よ
り
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

国
東
半
島
宇
佐
地
域
は
瀬
戸
内
海
の
西
端
に
突
き
出
し

た
丸
い
半
島
を
中
心
と
し
た
４
市
１
町
１
村
（
豊
後
高
田

市
、
杵
築
市
、
宇
佐
市
、
国
東
市
、
姫
島
村
、
日ひ

出じ

町ま
ち

）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
人
口
は
約
18
万
人
で
あ
る
。
半
島

中
央
部
に
あ
る
両ふ

た
ご子

山
系
峰
々
か
ら
の
深
い
谷
が
放
射
状

に
海
岸
部
ま
で
通
じ
、
そ
こ
を
短
く
急
勾
配
な

河
川
が
狭
い
平
野
部
を
潤
し
な
が
ら
瀬
戸
内
海

へ
通
じ
て
い
る
。こ
の
地
形
的
な
特
徴
の
ほ
か
、

降
水
量
が
少
な
い
瀬
戸
内
海
式
気
候
で
あ
り
、

雨
水
が
浸
透
し
や
す
い
火
山
性
の
土
壌
で
覆
わ

れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
農

業
用
水
の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、

安
定
的
に
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
小
規

模
な
た
め
池
を
複
数
連
携
さ
せ
る
用
水
供
給
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
て
効
率
的
な
土
地
・
水
利
用

を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
山
間
部
で
は
、
ク
ヌ
ギ
を
利
用
し
た
原

木
し
い
た
け
栽
培
が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
萌
芽
更
新
に
よ
る
ク
ヌ
ギ
広
葉
樹
林
の

循
環
的
利
用
を
可
能
に
し
、
栄
養
豊
か
で
保
水
性
の
優
れ

た
土
壌
の
形
成
を
促
し
て
き
た
。
森
と
里
と
海
が
強
固
に

つ
な
が
っ
た
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
そ
こ
に
育
ま
れ
て
い
る
生
物
多
様
性
や

景
観
、
伝
統
的
な
行
事
や
人
間
の
営
み
と
と
も
に
国
際
的

に
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

	
�

世
界
農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た�

	

地
域
の
元
気
づ
く
り

県
や
市
町
村
、
有
識
者
、
関
係
団
体
で
設
立
し
た
国
東

半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、

「
伝
統
的
な
農
林
水
産
シ
ス
テ
ム
の
次
世
代
へ
の
継
承
」

と
「
世
界
農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
地
域
の
元
気

づ
く
り
」
を
柱
と
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
次
世
代
へ
の
継
承
」
で
は
、地
域
内
の
全
て
の
小
・
中
・

高
等
学
校
で
世
界
農
業
遺
産
に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
小
学
校
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
を
学
ぶ
た
め
の
教
材

本
（
マ
ン
ガ
本
）
を
認
定
地
域
の
全
６７
校
の
６
年
生
に
配

布
し
、
総
合
学
習
等
の
時
間
で
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、地
元
農
家
を
講
師
と
し
て
学
校
に
招
聘
し
、

認
定
地
域
の
全
２３
校
で
３
時
間
程
度
の
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。
２
０
１
７
年
１
月
に
は
、
学
習
し
た
成
果
を
発
表

す
る
「
世
界
農
業
遺
産
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
」
を
九
州
内
の

阿
蘇
地
域
及
び
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
世
界
農
業
遺
産

と
連
携
し
て
開
催
し
た
。
高
等
学
校
で
は
、
生
徒
が
地
元

の
し
い
た
け
生
産
者
な
ど
農
林
水
産
業
従
事
者
を
訪
ね
、

農
業
体
験
や
聞
き
取
っ
た
そ
の
知
恵
や
思
い
な
ど
を
「
聞

き
書
き
」
集
と
し
て
ま
と
め
、
地
域
内
の
全
生
徒
に
配
布

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
児
童
、
生
徒

◆◆◆

◆◆◆
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世
界
農
業
遺
産
　
大
分
県
国
東
半
島
宇
佐
地
域

―
世
界
農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
て
地
域
活
性
化
を
―

林
　
浩
昭

国
東
半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
　
会
長

ク
ヌ
ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
農
林
水
産
循
環

小学生向け教材本（マンガ）

地域づくり 特集編

豊
後
高
田
市
、
杵
築
市
、
宇
佐
市
、

国
東
市
、
姫
島
村
、
日
出
町



に
対
し
、
着
実
に
世
界
農
業
遺
産
に
対
す
る
理
解
の
促
進

と
地
域
へ
の
誇
り
の
醸
成
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。
彼
ら

が
こ
の
地
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
と
き
で
も
、
こ
の
世
界
農

業
遺
産
の
価
値
に
つ
い
て
語
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
将

来
こ
の
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ

る
よ
う
に
強
く
願
っ
て
い
る
。

「
地
域
の
元
気
づ
く
り
」
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
て
生

産
さ
れ
た
農
産
物
を
加
工
す
る
工
場
の
見
学
や
森
の
中
で

の
し
い
た
け
収
穫
な
ど
世
界
農
業
遺
産
の
体
験
を
組
み
合

わ
せ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
、
世
界
農
業
遺
産
や
地
域
の

魅
力
を
説
明
す
る
「
語
り
部
」
の
育
成
、
地
域
住
民
や
団

体
等
の
世
界
農
業
遺
産
に
関
連
し
た
自
主
的
な
活
動
へ
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
県
内

外
に
伝
え
る
た
め
、
大
分
空
港
や
県
内
主
要
駅
で
の
映
像

放
映
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
元

の
地
域
お
こ
し
団
体
に
よ
る
自
主
的
に
た
め
池
な
ど
を
巡

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
、
県
内
外
か
ら
多
数

の
方
が
参
加
し
て
お
り
、「
次
回
も
是
非
来
た
い
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
動
き
も

益
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
東
半
島
で
は
江
戸
時
代
よ
り
、
シ
チ
ト
ウ
イ

（
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
工
芸
作
物
、
畳
表
の
原
草
）
が
主

要
な
換
金
作
物
と
し
て
生
産
さ
れ
て
き
た
。
少
な
い
水
と

労
働
力
を
他
の
作
業
と
う
ま
く
分
配
し
な
が
ら
現
金
収
入

を
得
て
き
た
が
、
２
０
１
０
年
で
は
わ
ず
か
１
㌶
の
水
田

（
国
内
の
最
終
生
産
地
）
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
み
で
消

滅
の
危
機
に
あ
っ
た
。
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
契
機
に
復

活
の
兆
し
が
見
え
、
新
規
就
農
者
参
入
そ
し
て
２
０
１
６

年
１２
月
に
は
、
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
登
録
さ
れ
る
作

物
に
ま
で
な
っ
た
。
世
界
農
業
遺
産
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
復
元
力
）
を
具
現
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
分
県
と
県
内
金
融
機
関
が
果
実
運
用
型
の

基
金
を
造
成
し
、
中
期
的
に
事
業
を
継
続
し
て
支
援
で
き

る
体
制
も
整
え
て
い
る
。

	
	

世
界
農
業
遺
産
の
認
知
度
向
上
へ

認
定
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
り

組
み
も
あ
っ
て
、
認
定
地
域
内
で
は
「
世
界
農
業
遺
産
」

も
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
認
定
地
域
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
等
を
図
る
た
め
に
は
、
今
後
は
認
定
地
域
外
（
県
内
・

県
外
、
そ
し
て
国
外
）
で
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
世
界
農
業
遺
産
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

さ
ら
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
る
。
昨
年

１０
月
に
「
応
援
商
品
」
制
度
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
国

東
半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
に
お
い
て

作
成
し
た
国
東
半
島
宇
佐
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
認
定
地
域
を
応
援
す
る
企
業
等
の
商

品
に
表
示
す
る
も
の
で
、
世
界
農
業
遺
産
認
知
度
向
上
や

特
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活

用
し
て
世
界
農
業
遺
産
の
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
特
に
、
九
州
に
は
熊
本
・
宮
崎
・
大
分
と
隣
接
す
る

３
県
が
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
優
位
性
を
活
用
し
、
３
県
共
同
で
の
情
報
発
信
や
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
も
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◆◆◆
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�

森
林
の
恵
み
活
用
と
強
固
な�

	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

宮
崎
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地

域
は
、
高
千
穂
町
・
日
之
影
町
・
五
ヶ
瀬
町
・
諸
塚
村
・

椎
葉
村
の
３
町
２
村
で
構
成
さ
れ
、
九
州
の
中
央
部
に
位

置
し
標
高
１
０
０
０
㍍
か
ら
１
７
０
０
㍍
の
険
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
山
間
地
で
す
。
圏
域
内
で
森
林
の
占
め
る
面

積
は
９１
・
９
％
、
耕
地
面
積
は
２
・
９
％
に
過
ぎ
ず
、
効
率

的
な
農
林
業
を
営
む
に
は
厳
し
い
条
件
下
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
人
々
は
自
然
を
敬
い
、
森
林
か
ら
の

恵
み
を
巧
み
に
活
用
し
な
が
ら
、
針
葉
樹
に
よ
る
木
材
生

産
や
広
葉
樹
を
活
用
し
た
シ
イ
タ
ケ
生
産
、
高
品
質
の
和

牛
生
産
、
お
茶
の
生
産
、
棚
田
で
の
稲
作
、
焼
畑
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
農
林
業
複
合
経
営
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
不
利
条
件
を
克
服
す
る
た
め
、
こ
の
地
域
で
は

古
く
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
道
路
網
の
建
設
や

用
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
特

に
林
業
が
盛
ん
な
諸
塚
村
で
は
、
継
続
的
な
作
業
道
整
備

に
よ
る
林
内
路
網
密
度
が
日
本
一
を
誇
る
ほ
か
、
山
と
渓

谷
が
連
続
す
る
こ
の
圏
域
で
米
作
り
を
行
う
た
め
、
急
斜

面
な
山
肌
に
山
腹
用
水
路
を
築
き
、
現
在
で
は
圏
域
内
で

総
延
長
約
５
０
０
㌔
の
用
水
路
が
約
１
８
０
０
㌶
の
棚
田

を
潤
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
「
神
楽
」
は
、
五

穀
豊
穣
な
ど
を
願
う
神
事
で
あ
り
、
現
在
も
９０
近
く
の
地

域
で
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
継
承
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
強
固
に
維
持
し
続
け
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
、
山
間
地
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
自
然
と

調
和
し
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た
先
人
達
の
努
力
が
、「
山

間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

	
�

森
林
理
想
郷
を
目
指
し
た�

	

５
町
村
が
連
携
し
認
定
へ

２
０
１
５
年
１２
月
１５
日
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
は
、
も
と
も
と
１
９
８
７
年

に
宮
崎
県
が
提
唱
し
た
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
構
想
に
基
づ
き
、

恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
地
域
で
す
。「
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
」
の
語
源
は
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
（
森
林
）」
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
郷
）」

と
い
う
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、
人
々
が
森

林
の
恵
み
を
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
心
豊

か
な
生
活
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
即
ち
「
森
林
理
想
郷
」
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
当
地
域
は
５
町
村
に
ま
た
が
る
上
、

Ｊ
Ａ
や
森
林
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
が
複
数
存
在
す
る
中

で
、
２
０
１
４
年
３
月
に
推
進
協
議
会
を
結
成
し
、
高
千

穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
と
し
て
「
世
界
農
業
遺
産
」
認
定
に

向
け
目
指
し
取
り
組
め
た
の
も
、
こ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア

構
想
に
よ
る
連
携
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
い
え
ま
す
。

	
�

世
界
農
業
遺
産
認
定
後
の
取
り
組
み

「
世
界
」
と
冠
が
つ
く
称
号
を
得
た
高
千
穂
郷
・
椎
葉

山
地
域
で
す
が
、「
世
界
遺
産
」
の
よ
う
に
、
一
気
に
観

光
客
が
増
加
し
た
り
、
地
域
経
済
が
急
激
に
浮
揚
す
る
と

い
っ
た
効
果
を
実
感
す
る
こ
と
は
、
そ
の
性
質
上
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
内
外
か
ら
の
視
察
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
地
域
農
家
に
と
っ
て
自
分
達
の
農
林
業
の
あ
り
方
を
見

つ
め
直
し
、
地
域
へ
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

当
地
域
が
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
都
市
部
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
様
々
な

ツ
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
で
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
も
世
界
農
業
遺
産
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
の
認

知
度
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
高
ま
ら
な
い
と
考

え
、
５
町
村
お
よ
び
県
は
も
と
よ
り
、
国
内
外
の
認
定
地

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆
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世
界
農
業
遺
産
　
宮
崎
県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域

―
木
材
や
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
か
ら
、
和
牛
、
お
茶
、
棚
田
で
の
稲
作
ま
で
―

甲
斐
　
宗
之

世
界
農
業
遺
産
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
活
性
化
協
議
会
　
事
務
局
長

森
林
面
積
９
割
の
山
間
地
で
農
林
業
複
合
経
営

地域づくり 特集編

高
千
穂
町
、日
之
影
町
、五
ヶ
瀬
町
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村



域
と
も
連
携
し
な
が
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

	
	

大
学
や
高
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
推
進

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
当
地
域
の
「
山
間
地
農

林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」。
こ
こ
に
あ
る
農
林
業
の
あ
り
方

や
生
活
文
化
が
、
学
術
的
な
視
点
で
ど
の
様
に
評
価
で
き

る
か
に
つ
い
て
、
地
元
の
国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
の
協

力
の
も
と
調
査
・
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
育
成
事
業
と
し
て
、
宮
崎
県
立
高
千
穂

高
等
学
校
で
は
、「
世
界
農
業
遺
産
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

農
業
や
文
化
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
地
域
に
対

す
る
愛
着
と
誇
り
を
高
め
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

輩
出
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
３
月
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
質

を
さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う
と
、世
界
農
業
遺
産
高
千
穂
郷
・

椎
葉
山
地
域
活
性
化
協
議
会
、国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
、

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
等
学
校
の
３
者
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
今
後
、
研
究
や
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
、
研

究
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
人
材
育
成
や
技
術
提
供
な

ど
の
分
野
で
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
が
容
易
と
な

り
、
世
界
農
業
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
弾
み
が

つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

	
	

伝
統
農
林
業
と
文
化
を
未
来
へ
繋
ぐ

当
地
域
に
限
ら
ず
、
国
内
の
農
山
村
で
は
少
子
高
齢
化

に
伴
う
過
疎
化
や
後
継
者
不
足
の
問
題
が
共
通
の
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
よ
り
、
そ

の
問
題
が
す
ぐ
に
好
転
す
る
と
は
考
え
に
く
い
状
況
で
す

が
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
達
に
と
っ
て
、
そ
の
当
た
り
前
の

暮
ら
し
や
景
観
、
文
化
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
さ
を
増
す
国
際
競
争
や
農
林
家
の
高
齢
化
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
農
泊
や
農
作
業
体

験
等
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
な
が
ら
交
流
人

口
を
増
や
し
、
こ
の
豊
か
な
森
林
や
棚
田
等
の
景
観
、
神

楽
等
の
農
村
文
化
を
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆
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針葉樹と広葉樹がパッチワーク状に植林された諸塚村のモザイク林

高千穂郷・椎葉山地域の棚田に水を導く総延長 500キロにも及ぶ山腹用水路

今年３月に行われた当協議会・宮崎大学・高千穂高校による連携協定調印式
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２
０
１
７
年
３
月
宮
城
県
北
部
に
位
置
す
る
大
崎
地
域

１
市
４
町
（
大
崎
市
、
色
麻
町
、
加
美
町
、
涌
谷
町
、
美

里
町
）
の
「『
大お

お

崎さ
き

耕こ
う

土ど

』
の
巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
水

田
農
業
シ
ス
テ
ム
」
が
、
東
北
で
唯
一
、
日
本
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
、
併
せ
て
日
本
か
ら
世
界
農
業
遺
産
へ
申
請

す
る
候
補
に
選
ば
れ
た
。

	
�

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た�
	

「
大
崎
耕
土
」

大
崎
地
域
は
、「
や
ま
せ
」
に
よ
る
冷
害
や
洪
水
、
渇

水
が
頻
発
す
る
三
重
苦
と
も
言
え
る
厳
し
い
自
然
環
境
の

中
、
水
を
巧
み
に
活
用
し
た
様
々
な
知
恵
や
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
、
水
田
農
業
と
農
耕
文
化
、
水
田
の
持
つ
豊
か
な

湿
地
生
態
系
を
育
む
独
特
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
形
成

し
、
藩
政
時
代
か
ら
「
大
崎
耕
土
」
と
称
さ
れ
る
豊
饒
の

大
地
を
継
承
し
て
き
た
。

大
崎
耕
土
の
水
田
農
業
は
、「
水
」「
人
」「
知
恵
」
の

３
つ
の
つ
な
が
り
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
大
崎
地
域
は
、

中
世
以
降
、取し

ゅ

水す
い

堰ぜ
き

や
隧ず

い

道ど
う・

潜せ
ん

穴け
つ

、た
め
池
、用
排
水
網
、

水
田
に
洪
水
調
整
機
能
を
持
た
せ
た
遊
水
地
な
ど
、
上
流

か
ら
下
流
域
ま
で
流
域
全
体
を
俯
瞰
し
た
「
水
の
つ
な
が

り
」
を
築
い
て
き
た
。
水
の
つ
な
が
り
を
支
え
る
主
体
と

し
て
、「
人
の
つ
な
が
り
」
で
あ
る
相
互
扶
助
組
織
「
契

約
講
」
を
基
層
と
し
た
農
民
主
体
の
水
管
理
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、頻
発
す
る
「
や
ま
せ
」
に
よ
る
冷
害
に
対
し
て
、

水
温
を
巧
み
に
活
用
し
た
育
苗
や
深ふ

か

水み
ず

管か
ん

理り

、
ぬ
る
め
水

路
な
ど
の
農
法
と
農
耕
儀
礼
を
通
じ
た
種
籾
交
換
に
よ
っ

て
耐
冷
性
の
高
い
品
種
の
選
定
が
行
わ
れ
、サ
サ
ニ
シ
キ
、

ひ
と
め
ぼ
れ
と
い
う
一
大
品
種
の
基
層
と
な
る
な
ど
、「
知

恵
の
つ
な
が
り
」
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
農
家
の
自
給
自
立
的
な
暮
ら
し
と
営
農
を
支

え
る
屋
敷
林
「
居い

久ぐ

根ね

」（
約
２
万
４
３
０
０
戸
が
現
存
）

は
、
多
様
な
樹
種
や
草
本
類
で
構
成
さ
れ
、「
水
田
に
浮

か
ぶ
森
」
と
し
て
、周
辺
の
水
田
や
水
路
網
と
つ
な
が
り
、

動
植
物
の
生
息
環
境
を
提
供
す
る
独
特
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
を
形
成
し
て
い
る
。

巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
水
田
農
業
は
、
国
内
最
大
の
マ

ガ
ン
の
越
冬
を
支
え
る
な
ど
、
多
様
な
生
き
も
の
の
保
全

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
食
の
安
全
や
生
物
多
様
性
の
重

要
性
を
認
識
し
て
生
態
系
機
能
を
生
か
し
、
害
虫
管
理
を

意
識
し
た
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
（
水
田
冬
期
湛
水
）」
に

よ
る
米
づ
く
り
や
六
次
産
業
化
を
図
る
な
ど
、
消
費
者
と

の
交
流
を
通
じ
た
、
共
に
支
え
合
う
仕
組
み
を
構
築
し
て

き
た
。
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
達
は
、「
お

お
さ
き
生
き
も
の
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
農
業
の
価
値
理
解

の
促
進
と
そ
の
価
値
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

	

農
業
遺
産
の
価
値
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り

農
業
遺
産
の
保
全
に
は
、
農
家
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

と
と
も
に
、
農
業
や
地
域
の
価
値
を
明
確
に
し
、
広
く
共

有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
、
水
管
理
や
居
久
根
の
保
全
・
再
生
、
自
然
と

共
生
す
る
農
業
の
価
値
を
共
有
す
る
た
め
に
、
消
費
者
や

企
業
な
ど
多
様
な
主
体
の
参
画
す
る
生
き
も
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
田

と
水
路
、
た
め
池
、
居
久
根
が
織
り
な
す
「
大
崎
耕
土
」

を
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
位
置
づ

け
、「
農
業
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全
と
い
う
視
点
を
新
た
に

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
加
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

共
に
支
え
る
応
援
団
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
遊
水
地
や
自
然

と
共
生
す
る
栽
培
技
術
な
ど
を
通
じ
た
国
連
の
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
へ
の
貢
献
も
実
践
し
て

い
き
た
い
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
宮
城
県
大
崎
地
域
（
大
崎
市
、色
麻
町
、加
美
町
、涌
谷
町
、美
里
町
）

―
「
大
崎
耕
土
」
を
支
え
る
４
０
０
年
の
水
利
用
―高

橋
　
直
樹

大
崎
市
産
業
政
策
課
世
界
農
業
遺
産
推
進
室

巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
水
田
農
業

契約講を主体とする370年続く巧みな水管理

水田農業が支える生物の多様性

2017・７月号 20地域づくり 特集編



21 地域づくり 特集編2017・７月号

武
蔵
野
地
域
は
、
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

東
京
に
隣
接
し
た
大
都
市
近
郊
地
域
で
あ
る
。
本
地
域
は

風
が
強
く
、
火
山
灰
土
の
た
め
栄
養
分
が
少
な
く
、
水
に

乏
し
い
と
い
う
作
物
の
育
ち
に
く
い
草
原
で
し
か
な
か
っ

た
。「
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」
は
樹
種
（
落
葉
広
葉
樹
）
を

選
定
し
た
植
林
と
下
草
刈
り
や
落
ち
葉
掃
き
等
に
よ
る
平

地
林
の
管
理
、
そ
の
落
ち
葉
の
堆
肥
化
、
落
ち
葉
堆
肥
に

よ
る
土
壌
改
良
と
そ
れ
に
よ
る
安
定
的
な
農
産
物
の
栽
培

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

	
�

伝
統
的
な
農
林
業
と
文
化
、�

	

生
物
多
様
性
が
一
体
と
な
っ
た
農
法

武
蔵
野
台
地
の
開
拓
は
、
徳
川
幕
府
が
置
か
れ
江
戸
の

急
速
な
人
口
増
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
に
始
め
ら

れ
た
。
農
業
を
行
う
に
は
非
常
に
厳
し
い
自
然
条
件
を
克

服
す
る
た
め
、
個
々
の
土
地
区
画
（
地
割
）
を
屋
敷
地
・

耕
地
・
平
地
林
を
セ
ッ
ト
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
集
落

全
体
で
防
風
、
土
壌
の
飛
散
防
止
、
地
下
水
か
ん
養
な
ど

複
数
の
機
能
を
持
た
せ
て
持
続
的
農
業
を
定
着
さ
せ
、
食

料
需
要
に
応
え
て
い
っ
た
。
今
で
は
、
大
消
費
地
東
京
を

至
近
に
も
つ
と
い
う
地
の
利
も
生
か
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を

は
じ
め
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
こ
ま
つ
菜
な
ど
の
露
地
野
菜

の
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
近
郊
の
貴
重
な
緑

地
空
間
で
あ
る
優
良
農
地
や
緑
地
帯
と
し
て
の
ま
と
ま
り

を
保
っ
て
お
り
、
自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
持
続
的
な

農
業
シ
ス
テ
ム
を
大
都
市
の
近
傍
で
目
に
す
る
こ
と
は
、

国
内
で
は
唯
一
、
世
界
的
に
も
稀
有
で
あ
る
。

こ
の
農
法
は
、
社
会
や
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
何
世
代

に
わ
た
り
形
作
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
農
林
業
と
、
そ
れ

に
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、
生
物
多
様
性
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
農
用
林
と
し
て
育
成
・
管
理
さ

れ
て
い
る
平
地
林
に
は
、
自
然
林
と
は
異
な
る
生
き
物

の
生
息
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
林
床
管

理
が
定
期
的
に
行
わ
れ
、
見
通
し
が
よ
く
、

明
る
い
平
地
林
に
は
キ
ン
ラ
ン
な
ど
の
草

花
が
咲
き
、
ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ
、
オ
オ
タ
カ

な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
の
動
植
物
も
多
く
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
落
ち
葉
堆
肥
に

よ
り
土
壌
微
生
物
の
多
様
性
も
向
上
し
、

持
続
可
能
な
農
業
を
支
え
て
い
る
。

評
価
に
際
し
て
①
江
戸
時
代
初
期
に
、

農
業
的
に
価
値
の
低
い
武
蔵
野
の
原
野
を

当
時
の
農
村
計
画
を
も
と
に
住
居
、
耕
地
、

肥
料
採
取
地
と
し
て
平
地
林
が
一
組
と
し

て
開
発
さ
れ
た
歴
史
を
有
す
る
独
創
的
事
例
で
あ
る
こ
と

②
都
市
近
郊
の
開
発
需
要
が
高
い
環
境
下
で
、
そ
の
景
観

と
落
ち
葉
を
活
用
し
た
伝
統
的
農
法
が
、
現
在
ま
で
継
承

さ
れ
た
こ
と
③
落
ち
葉
掃
き
な
ど
の
作
業
に
周
辺
部
の
都

市
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
参
加
し

て
お
り
、
活
動
の
維
持
、
都
市
農
村
交
流
や
環
境
教
育
の

面
で
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
―
が
評
価
さ
れ
た
。

	
�

今
後
は
伝
統
的
農
法
の
野
菜
作
り
を�

	

積
極
的
Ｐ
Ｒ

燃
料
体
系
の
変
化
や
手
入
れ
不
足
に
よ
る
平
地
林
の
荒

廃
、
都
市
化
に
伴
う
土
地
需
要
や
相
続
税
の
負
担
に
伴
う

土
地
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、
当
地
域
の
伝
統
農
法
を
従
来

ど
お
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
急
速
に
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
伝
統
的
農
法
を
背
景
に
し
た
野
菜
作
り
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を

付
け
な
が
ら
、
日
本
農
業
遺
産
の
価
値
そ
の
も
の
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
伝
統
を
守
り
、
武
蔵
野
地
域
の
魅
力
を
伝
え

た
い
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
埼
玉
県
武
蔵
野
地
域
（
川
越
市
、
所
沢
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
）

―
次
世
代
へ
の
継
承
、
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
域
活
性
化
―

打
田
　
欽
也

三
芳
町
観
光
産
業
課
　
農
業
振
興
担
当
主
任

江
戸
時
代
か
ら
三
百
年
続
く「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」

武蔵野地域でとれるさつまいもなどの野菜

体験落ち葉掃きに参加するみなさん



東
京
・
新
宿
駅
か
ら
特
急
か
い
じ
で
９０
分
余
り
。
山
間

の
い
く
つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
と
南
ア
ル
プ
ス
の

山
々
を
借
景
に
甲
府
盆
地
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

眼
下
に
広
が
る
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
の
果
樹
地
帯
、
こ
こ
が
日

本
一
の
果
樹
生
産
地
「
山
梨
県
峡
東
地
域
」
で
す
。

甲
府
盆
地
の
東
側
に
位
置
す
る
峡
東
地
域
は
、山
梨
市
、

笛
吹
市
、
甲
州
市
の
３
市
で
構
成
さ
れ
、
人
口
は
１４
万
人

余
り
。
山
々
に
囲
ま
れ
米
づ
く
り
に
は
不
向
き
な
地
形
で

あ
る
扇
状
地
と
内
陸
的
気
候
の
特
徴
で
あ
る
少
な
い
降
水

量
、
昼
夜
・
四
季
に
お
け
る
大
き
な
寒
暖
の
差
、
長
い
日

照
時
間
を
生
か
し
、
古
く
か
ら
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
な
ど
の
果

樹
の
適
地
適
作
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

	

ブ
ド
ウ
栽
培
の
歴
史
は
千
三
百
年
前
に
遡
る

果
樹
栽
培
の
歴
史
は
極
め
て
古
く
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
発

祥
伝
説
で
は
千
三
百
年
前
か
ら
と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
「
甲
斐
八
珍
果
」（
ブ
ド
ウ
、ナ
シ
、モ
モ
、カ
キ
、ク
リ
、

リ
ン
ゴ
、
ザ
ク
ロ
、
ギ
ン
ナ
ン
ま
た
は
ク
ル
ミ
）
と
呼
ば

れ
る
貴
重
な
果
物
が
栽
培
さ
れ
、
す
で
に
豊
富
な
果
物
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
品
目
、
品
種
の
果
物
が
生

産
さ
れ
、
他
で
は
類
を
見
な
い
多
様
な
果
物
が
農
家
レ
ベ

ル
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
、
新
し
い
品
種
が
作
ら

れ
続
け
て
い
ま
す
。

果
実
の
生
産
を
支
え
て
き
た
の
は
、
当
地
で
発
達
し
た

伝
統
的
技
術
で
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ブ
ド
ウ
棚
」
は

今
で
は
全
国
に
広
ま
っ
た
当
地
発
祥
の
技
術
で
す
。
江
戸

時
代
に
竹
と
縄
で
作
ら
れ
て
い
た
小
さ
な
棚
は
、
明
治
時

代
に
は
「
電
信
線
」
を
ヒ
ン
ト
に
針
金
を
使
っ
た
棚
に
変

化
し
、
そ
の
技
術
は
熟
練
農
家
に
引
き
継
が
れ
改
良
が
重

ね
ら
れ
、
傾
斜
地
や
不
整
形
な
畑
に
も
設
置
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

	

重
要
な
農
業
技
術
の
継
承

年
に
一
度
し
か
収
穫
で
き
な
い
果
樹
の
技
術
習
得
に
は

長
い
年
月
が
必
要
で
す
。
伝
統
的
な
技
術
や
知
識
を
次
代

に
継
承
す
べ
く
、
熟
練
し
た
農
家
が
そ
の
技
術
を
就
農
希

望
者
に
教
え
る
「
ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
制
度
」
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
間
か
ら
平
地
へ
と
続
く
複
合
的
扇
状
地
の
本
地
域
で

は
、
草
生
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
傾

斜
度
を
緩
め
る
た
め
の
石
垣
に
は
小
動
物
や
微
生
物
も
多

く
生
息
し
、
農
業
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

本
地
域
で
は
少
な
い
耕
地
面
積
の
中
で
高
い
収
益
性
を

確
保
す
る
た
め
、
果
実
加
工
や
農
業
の
観
光
利
用
が
歴
史

的
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
名
産
の
枯
露
柿（
こ
ろ
が
き
）

は
１
５
０
０
年
代
後
半
に
生
産
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ワ
イ
ン
醸
造
は
明
治
１０
年
に
甲
州
市
勝
沼
に
日

本
最
初
の
「
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
、
ブ
ド
ウ
栽
培
と
融
合
し
農
業
シ
ス
テ
ム

の
維
持
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
果
樹
栽
培

が
創
り
だ
す
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
は
多
く
の
人
を
引

き
付
け
、
観
光
ブ
ド
ウ
園
と
と
も
に
本
地
域
の
重
要
な
観

光
資
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	

多
様
な
参
画
で
農
業
シ
ス
テ
ム
を
未
来
に
継
承

近
年
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
温
暖
化
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
本
地
域
の
農
業
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、
継
承
を
脅
か

す
い
く
つ
か
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で
は
、
農
業
者

を
は
じ
め
産
学
官
の
連
携
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度

等
に
よ
る
都
市
住
民
と
の

交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、

市
民
の
日
本
農
業
遺
産
の

保
全
意
識
を
高
め
、
峡
東

地
域
の
経
済
、
先
人
の
努

力
と
英
知
に
よ
り
生
み
出

さ
れ
た
伝
統
的
な
農
業
シ

ス
テ
ム
を
将
来
に
継
承
し

て
い
く
活
動
を
強
力
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
山
梨
県
峡
東
地
域

（
山
梨
市
、
笛
吹
市
、
甲
州
市
）

―
ワ
イ
ン
醸
造
な
ど
の
加
工
や
ブ
ド
ウ
園
の
観
光
利
用
で
高
い
収
益
性
―

中
村
　
正
樹

峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
事
務
局
長

盆
地
に
適
応
し
た
山
梨
の
複
合
的
果
樹
シ
ス
テ
ム

甲州百匁から作る名産の枯露柿（ころがき）は
冬の風物詩

2017・７月号 22地域づくり 特集編
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新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
、越
後
平
野
の
南
端
に
位
置
す
る
、

旧
二
十
村
郷
（
現
在
の
長
岡
市
の
一
部
と
小
千
谷
市
の
一

部
）
と
呼
ば
れ
る
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
が
私
達
の
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

豪
雪
地
帯
と
し
て
も
知
ら
れ
、
積
雪
深
は
平
均
４
㍍
。

そ
の
昔
は
、
隣
接
す
る
集
落
と
の
交
通
も
途
絶
え
、
陸
の

孤
島
と
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
環
境
の
中
で
、
自
然
と
向
き
合
い
、
地
の
利
を
生
か
し

た
人
び
と
の
様
々
な
営
み
や
取
り
組
み
（
生
業
）
が
、
こ

の
た
び
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家
会
議
の
評
価

を
交
え
、
当
地
の
農
業
シ
ス
テ
ム
の
説
明
と
私
達
が
目
指

す
地
域
づ
く
り
な
ど
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	

特
徴
１
：
雪
解
け
水
の
活
用

中
山
間
地
で
の
水
の
確
保
は
容
易
で
は
な
く
、
先
人
た

ち
は
協
働
作
業
で
水
の
確
保
を
し
て
き
ま
し
た
。
雪
は
融

け
れ
ば
水
に
な
り
ま
す
。
山
に
横
穴
を
掘
れ
ば
水
が
出
ま

す
。
そ
れ
ら
を
集
め
、
溜
め
池
に
し
、
灌
漑
施
設
と
し
て

稲
作
に
利
用
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
「
マ
キ
」
と
呼
ば

れ
る
本
家
・
分
家
関
係
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
よ
っ
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
横

穴
を
掘
る
技
術
と
団
結
力
は
、
集
落
と
集
落
と
を
結
ぶ
隧

道
の
掘
削
に
応
用
さ
れ
、
生
活
の
利
便
性
・
安
全
性
向
上

に
も
役
立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

	

特
徴
２
：
錦
鯉
の
発
祥

隧
道
が
で
き
る
前
は
、
冬
期
間
集
落
が
孤
立
し
て
し
ま

う
た
め
、
冬
場
の
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
、
各
家
庭

で
真
鯉
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
そ
の
真
鯉
の
中
か
ら
突
然

色
の
つ
い
た
鯉
が
発
生
し
、
そ
の
現
象
に
興
味
を
持
っ
た

先
人
た
ち
は
、
独
自
の
研
究
や
研
鑚
、
改
良
を
２
０
０
年

以
上
重
ね
、
現
在
に
伝
わ
る
錦
鯉
養
殖
技
術
を
確
立
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
歴
史
こ
そ
が
当
地
が
錦
鯉
発
祥
の
地
で
あ

る
と
い
う
所
以
で
す
。錦
鯉
の
誕
生
に
よ
っ
て
養
殖
池（
棚

池
）
が
多
く
な
り
、
中
山
間
地
で
そ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
水
が
貯
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
渇
水
時
、

溜
め
池
に
用
途
を
変
え
、
稲
作
用
水
と
し
て
利
用
す
る
な

ど
、
自
然
災
害
に
も
有
益
で
し
た
。
さ
ら
に
耕
作
者
が
不

在
と
な
り
そ
う
な
棚
田
を
錦
鯉
の
養
殖
池
に
転
用
す
る
な

ど
、
錦
鯉
の
養
殖
は
耕
作
放
棄
地
化
防
止
・
山
荒
れ
防
止

に
も
貢
献
し
て
き
た
の
で
す
。

	

特
徴
３
：
棚
田
棚
池
景
観

「
１
年
を
通
じ
棚
田
と
棚
池
が
入
り
組
ん
で
並
ぶ
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
は
特
有
の
も
の
で
あ
る
」
と
世
界
農
業
遺
産

等
専
門
家
会
議
か
ら
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
当
地
の
棚
田
棚

池
景
観
は
、
稲
作
・
養
鯉
等
の
生
業
、
住
民
生
活
の
写
し

鏡
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
景
観
に
誇
り
と
愛
着

を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
美
し
い
景
観
を
作
り
出
す
た

め
に
生
業
に
精
を
出
す
と
い
う
好
循
環
が
機
能
し
て
い
ま

す
。「
手
作
り
景
観
地
」
を
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
整

備
し
、
訪
れ
る
方
々
を
最
高
の
景
色
で
お
迎
え
す
る
と
い

う
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

こ
れ
か
ら
の
旧
二
十
村
郷

日
本
農
業
遺
産
認
定
地
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
地

域
活
性
化
に
生
か
す
か
の
検
討
が
地
域
の
皆
さ
ん
主
導
で

動
き
だ
し
ま
し
た
。
早
速
６
月
１０
日
に
は
地
域
住
民
団
体

主
催
の
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
～
日
本
農
業
遺
産
の
地
を

歩
こ
う
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
今
後
さ
ら
に
拡
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
が
、
愉
し
み
な
が
ら
地
域
そ
し
て
産
業

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
地
」を
目
指
し
、地
域
一
丸
と
な
っ

て
生
業
・
愉
楽
の
追
及
に
勤
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
新
潟
県
中
越
地
域

（
長
岡
市
、
小
千
谷
市
）

―
住
民
と
錦
鯉
が
守
る
「
棚
田
棚
池
」
景
観
―

戸
田
　
幸
正

長
岡
市
農
水
産
政
策
課
錦
鯉
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
　
室
長

雪
の
恵
み
を
生
か
し
た
稲
作
・
養
鯉
シ
ス
テ
ム

「手作り景観地」整備の協働作業風景

地域活動を検討する住民会議の様子



静
岡
県
は
水
わ
さ
び
の
栽
培
面
積
が
１
３
０
㌶
、
わ
さ

び
の
産
出
額
が
３３
億
円
（
平
成
２７
年
）
と
い
ず
れ
も
全
国

１
位
で
あ
り
、
日
本
一
の
わ
さ
び
産
地
で
す
。

平
成
２８
年
９
月
に
伊
豆
市
や
静
岡
市
を
は
じ
め
と
し
た

１１
市
町
と
関
連
す
る
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
団
体
、
静
岡
県
で
構

成
す
る
「
静
岡
わ
さ
び
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。

伝
統
あ
る
静
岡
の
水
わ
さ
び
栽
培
の
継
承
と
わ
さ
び
田
の

保
全
を
推
進
す
る
た
め
、
世
界
及
び
日
本
農
業
遺
産
へ
の

認
定
を
目
指
し
、
今
回
「
静
岡
県
わ
さ
び
栽
培
地
域
」
と

し
て
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

	

わ
さ
び
栽
培
発
祥
と
畳
石
式
栽
培

わ
さ
び
は
日
本
原
産
の
植
物

で
、
日
本
に
お
け
る
わ
さ
び
栽
培

は
現
在
の
静
岡
市
葵
区
有う

東と
う

木ぎ

で
、
約
４
０
０
年
前
の
慶
長
年
間

（
１
５
９
６
年

～
１
６
１
５

年
）
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
後
、

明
治
時
代
に
伊
豆
地
域
で
「
畳
石
式
」
と
呼
ば
れ
る
独
自

の
栽
培
方
法
が
開
発
さ
れ
、
生
産
量
が
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
し
た
。

こ
の
「
畳
石
式
」
に
代
表
さ
れ
る
認
定
地
域
の
わ
さ
び

の
栽
培
方
式
は
、
棚
田
状
の
わ
さ
び
田
に
豊
富
な
湧
水
を

か
け
流
す
と
と
も
に
地
下
に
も
浸
透
さ
せ
た
上
で
、
さ
ら

に
下
段
の
わ
さ
び
田
に
再
利
用
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

方
式
で
、
湧
水
に
含
ま
れ
る
養
分
だ
け
で
高
品
質
な
わ
さ

び
を
持
続
的
に
生
産
し
て
い
ま
す
。

自
然
を
最
大
限
に
利
用
し
た
わ
さ
び
田
は
、
無
肥
料
で

農
薬
を
極
力
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
環
境
に
負
荷
を
与
え
な

い
た
め
、
わ
さ
び
田
周
辺
の
環
境
を
保
全
し
、
生
物
多
様

性
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
さ
び
田
や
そ

の
周
辺
の
豊
か
な
生
態
系
は
、
日
本
を
代
表
す
る
美
し
い

里
山
の
景
観
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
伊
豆
市
筏
場

に
あ
る
一
団
の
わ
さ
び
田
は
国
内
最
大
級
の
面
積
を
誇

り
、
青
々
と
し
た
木
々
と
美
し
い
水
の
流
れ
の
中
で
、
自

然
に
溶
け
込
む
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
わ
さ
び
田
の
景

観
は
、
見
る
人
を
圧
倒
す
る
美
し
さ
で
す
。

	

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
わ
さ
び
産
業

他
の
農
作
物
の
生
産
が
難
し
い
森
林
環
境
の
中
で
生
産

さ
れ
る
わ
さ
び
は
、
山
間
地
の
農
業
収
入
と
し
て
も
重
要

で
す
。
わ
さ
び
漬
け
に
代
表
さ
れ
る
加
工
品
に
加
え
、
最

近
で
は
新
た
な
商
品
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

認
定
地
域
内
の
河
津
町
で
は
、
商
工
会
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
、
白
飯
の
上
に
鰹
節
と
す
り
お
ろ
し
た
地
元
産
の

わ
さ
び
を
の
せ
た
「
わ
さ
び
丼
」
を
地
元
め
し
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
、
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

	

静
岡
の
わ
さ
び
栽
培
を
世
界
へ
発
信

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
名
実
と
も
に
日
本
一
と

認
め
ら
れ
た
静
岡
の
わ
さ
び
栽
培
で
す
が
、
も
っ
と
静
岡

の
わ
さ
び
栽
培
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
味
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
実
際
に
わ
さ
び
田
に
来
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

た
だ
、
現
時
点
で
は
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
中
心
的
施
設
が
な
く
、
基
本
的
に
山
間
地
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
た
め
、
わ
さ
び
田
周
辺
も
一
般
の
方
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
後
は
、
わ
さ
び
栽
培
の
歴
史
や
栽
培
方
法
等

を
知
っ
て
も
ら
う
施
設
の
整
備
や
、
わ
さ
び
田
を
見
て
そ

の
場
で
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
開
催
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ
ュ
ー
ブ
入
り
で
は
な
く
本

物
の
わ
さ
び
は
、
辛
み
の
中
に
ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
森
林
の
中
に
一
面
に
広

が
る
わ
さ
び
田
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

世
界
に
誇
る
静
岡
の
わ
さ
び
栽
培
。
今
後
は
世
界
農
業

遺
産
へ
の
認
定
に
向
け
て
、
協
議
会
を
中
心
に
地
域
全
体

で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
静
岡
県
わ
さ
び
栽
培
地
域
（
静
岡
市
、
伊
豆
市
な
ど
11
市
町
）

―
発
祥
の
地
が
伝
え
る
人
と
わ
さ
び
の
歴
史
―

大
平
　
美
波
子

静
岡
県
農
芸
振
興
課
主
査

静
岡
水
わ
さ
び
の
伝
統
栽
培

静岡のわさび

わさび田と日陰をつくるヤマハンノキ

2017・７月号 24地域づくり 特集編
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志
摩
半
島
の
海
女
の
歴
史
は
５
千
年
以
上

志
摩
半
島
の
海
岸
に
は
、
潜
水
と
浮
上
を
繰
り
返
す
海

女
の
磯
笛
が
波
間
か
ら
聞
こ
え
る
。
夕
陽
に
浮
か
ぶ
幾
何

学
模
様
の
筏
の
下
で
海
の
宝
石
・
真
珠
が
育
つ
。
そ
ん
な

光
景
が
長
い
歴
史
を
重
ね
て
、
生
き
た
姿
で
営
々
と
続
い

て
き
て
い
る
。

平
成
２９
年
４
月
、「
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
漁
と
真
珠
養
殖
」

が
、
第
１
回
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

志
摩
半
島
の
海
女
の
歴
史
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
ほ

ぼ
５
千
年
以
上
で
あ
る
。
よ
く
も
海
女
漁
が
現
代
ま
で
継

承
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
。
そ
の
海
女
の
漁
獲
対
象
と
す
る

の
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
や
多
種
の
海
藻
で
あ
る
。
さ
ら
に

歴
史
時
代
に
な
る
と
、
海
女
は
海
の
宝
石
で
あ
る
天
然
真

珠
の
「
鰒
玉
」
を
採
取
し
た
。
左
の
歌
に
伊
勢
と
あ
る
の

は
志
摩
の
こ
と
で
あ
る
。

�

伊
勢
の
海
の
あ
ま
の
島
津
が
鰒
玉　

	

　
　
　

取
り
て
後
も
か　

恋
ひ
の
繁
け
む�

万
葉
集

ア
ワ
ビ
は
特
に
不
老
長
寿
の
妙
薬
と
な
る
食
材
と
し
て

珍
重
さ
れ
た
。
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
の
平
城
宮
趾
近
い

長
屋
王
宅
跡
な
ど
か
ら
出
土
す
る
木
簡
に
多
く
ア
ワ
ビ
が

記
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
神
宮
へ
の
神
饌
と
し
て
の
ノ
シ
ア

ワ
ビ
の
献
上
は
な
お
今
日
も
つ
づ
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
、我
が
国
の
重
要
輸
出
品
「
俵
物
三
品
」

の
一
つ
が
干
し
ア
ワ
ビ
で
あ
り
、
ま
た
、
た
び
た
び
襲
っ

た
食
料
飢
饉
を
救
っ
た
海
藻
ア
ラ
メ
も
海
女
な
く
し
て
は

採
取
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
海
女
漁
の

伝
統
は
今
日
ま
で
漁
村
女
性
の
価
値
あ
る
生
業
と
し
て
連

綿
と
つ
づ
い
て
い
る
。
因
み
に
海
女
漁
は
今
年
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

１
２
４
年
前
の
明
治
２６
年
、
御
木
本
幸
吉
に
よ
っ
て
苦

心
の
末
、
生
み
出
さ
れ
た
真
円
真
珠
の
母
貝
ア
コ
ヤ
ガ
イ

は
、
半
世
紀
を
越
え
て
、
海
女
が
潜
水
し
て
採
捕
し
て
き

た
。
そ
の
時
代
は
海
女
と
真
珠
養
殖
は
一
体
と
な
っ
て
歩

ん
で
い
た
。主
と
し
て
夏
期
を
潜
水
漁
で
稼
い
だ
海
女
も
、

冬
期
は
ア
コ
ヤ
ガ
イ
へ
の
真
珠
核
挿
入
や
貝
掃
除
仕
事
に

働
い
た
。

	

伝
統
的
価
値
を
宿
し
た
生
産
手
段
を
再
認
識

海
女
と
真
珠
養
殖
が
関
係
を
絶
っ
た
の
は
、
大
戦
後
の

昭
和
３０
年
代
に
真
珠
母
貝
が
人
工
的
に
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
４０
年
代
、
初
期
の

高
度
経
済
成
長
に
乗
っ
て
真
珠
養
殖
は
絶
頂
期
に
入
る
。

が
、
間
も
な
く
過
剰
な
生
産
の
た
め
過
密
に
養
殖
さ
れ
た

漁
場
は
貝
の
排
せ
つ
物
や
付
着
物
の
掃
除
カ
ス
で
環
境
が

汚
染
し
、
粗
悪
品
を
生
産
す
る
結
果
と
な
り
、
英
虞
湾
の

真
珠
養
殖
は
壊
滅
寸
前
と
な
る
。

同
じ
こ
ろ
海
女
漁
も
ア
ワ
ビ
の
過
剰
な
採
捕
を
犯
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
厳
し
い
規
制
の
も
と
で
、
長
く

守
っ
て
き
た
資
源
保
護
の
原
則
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
海
の
自
然
の
攪
乱
で
あ
っ
た
。

平
成
元
年
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、
海
女
漁
も
真
珠
養
殖

も
強
い
危
機
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
の
生
業

が
海
の
環
境
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
海
女
漁
と
真
珠
養
殖
が
志
摩
半

島
の
人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
伝
統
的
価
値
を
宿

し
た
生
産
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
度
の
日
本
農
業
遺
産
認
定
を
機
に
、
海
女
漁
も
真

珠
養
殖
も
自
然
環
境
や
伝
統
技
術
の
重
要
性
に
立
ち
戻

り
、
さ
ら
に
時
代
に
適
応
し
た
新
し
い
周
辺
領
域
の
分
野

を
加
え
た
ト
ー
タ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
持
続
的

な
産
業
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
確
実
に
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
三
重
県
鳥
羽
・
志
摩
地
域
（
志
摩
市
、
鳥
羽
市
、
南
伊
勢
町
）

―
持
続
的
な
産
業
遺
産
と
し
て
再
生
を
―

石
原
　
義
剛

海
女
振
興
協
議
会
会
長
　

海
の
博
物
館
館
長

歴
史
あ
る
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
漁
と
真
珠
養
殖

英虞湾の風景（提供　財団法人伊勢志摩
国立公園協会）

潜水中の海女

地域づくり 特集編2017・７月号



	

日
本
農
業
遺
産
認
定
の
対
象
と
な
っ
た
活
動

多
雨
で
温
暖
な
気
候
の
尾
鷲
・
紀
北
地
域
は
、
急
傾
斜

地
の
た
め
ヒ
ノ
キ
を
主
と
し
た
林
業
地
で
あ
る
。
江
戸
期

か
ら
植
林
が
始
ま
り
、「
密
植
多
間
伐
」
を
繰
り
返
し
良

質
の
ヒ
ノ
キ
を
産
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
運
が
陸
運
よ
り

古
く
か
ら
発
達
し
、
江
戸
（
関
東
地
方
）
な
ど
の
大
消
費

地
と
強
い
結
び
つ
き
が
構
築
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
が
形
成

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
海
運
の
発
達
を
背
景
と
し
て
、
海
岸

部
か
ら
植
林
が
行
わ
れ
、
奥
山
へ
と
進
展
し
、
海
岸
部
の

造
林
地
は
、
独
特
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

当
林
業
地
に
は
世
界
遺
産
「
熊
野
古
道
」
が
通
っ
て
い

る
が
、
生
活
道
で
あ
る
古
道
と
林
業
活
動
と
の
相
互
作
用

に
よ
り
、
文
化
的
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で

は
、
国
際
森
林
認
証
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
事
業

を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を

地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
良
質
な
材
質
と
化
粧
性

に
優
れ
た
「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
」
が
公
共
的
な
建
築
で
の
仕
上

げ
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
の
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
首
脳
会
談
の
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
を
は
じ
め
、

漆
器
・
ノ
ベ
リ
テ
ィ
（
無
料
配
布
す
る
記
念
品
）
な
ど
に

使
用
さ
れ
た
。

	

代
表
的
な
取
り
組
み
と
認
定
後
の
成
果

地
元
林
業
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
任
意
団
体

「
尾
鷲
林
政
推
進
協
議
会
」
は
、
今
年
で
４８
年
目
を
迎
え

る
。
地
元
林
業
施
策
等
の
議
論
の
場
か
ら
始
ま
り
、
林
業

普
及
事
業
・
研
修
事
業
等
を
行
い
な
が
ら
、
近
年
で
は
、

「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
Ｐ
Ｒ
」
事
業
を
主
に
活
動
し
て
き
た
。
同

協
議
会
が
、
当
地
域
の
ヒ
ノ
キ
林
業
の
特
性
と
材
質
の
良

さ
を
ベ
ー
ス
に
地
元
林
業
界
の
今
後
の
大
き
な
方
向
性
を

示
し
、
活
動
し
て
い
く
た
め
に
「
日
本
農
業
遺
産
」
へ
の

申
請
を
行
い
、
認
定
に
至
っ
た
も
の
だ
。

同
協
議
会
は
、
地
元
を
中
心
に
、
公
共
建
築
物
な
ど
に

尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
積
極
的
に
活
動
す

る
と
と
も
に
、
木
材
利
用
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
努
め
て
き
た
。

そ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
日
本
農
業
遺
産
認
定
を
機
会
と

し
て
、
地
元
の
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
地
域

一
帯
と
な
っ
て
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
林

業
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
と
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
地
元
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管
理
協
議
会
）
認
証
林
で
、
グ

ル
ー
プ
化
に
よ
る
拡
大
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
検
討
す
る

契
機
と
な
っ
た
。
ま
た
、
６
次
産
業
化
に
伴
う
企
業
等
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

	

今
後
の
活
動

今
後
は
、
地
元
は
も
と
よ
り
都
市
部
で
の
周
知
活
動
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
保
全
計
画
に
よ
る

地
元
林
業
施
策
の
大
き
な
方
針
づ
く
り
や
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進
を
行
う

こ
と
で
地
元
意
識
の
醸
成
を
狙
う
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、
①
大
き
く
３
パ
タ
ー
ン

に
分
か
れ
る
育
林
形
態
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
削
減
、
作
業

員
確
保
、
増
え
続
け
る
植
林
地
（
＝
伐
跡
）
に
対
処
し
て

い
く
仕
組
づ
く
り
②
構
造
用
化
粧
柱
か
ら
化
粧
材
と
し
て

の
活
路
に
伴
う
製
品
開
発
と
品
質
向
上
③
地
元
の
啓
発
的

な
向
上
意
識
と
醸
成
―
を
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。

ま
た
、
世
界
遺
産
で
あ
る
「
熊
野
古
道
」
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
観
光
業
や
漁
業
、
農
業
と
の
連
携
等

を
地
域
で
検
討
し
、「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
林
業
」
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
し
た
上
で
、
地
域
経
済
等
へ
の
波
及
効
果
を
生

み
出
す
な
ど
地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
三
重
県
尾
鷲
・
紀
北
地
域

（
尾
鷲
市
、
紀
北
町
）

―
世
界
遺
産
「
熊
野
古
道
」
と
コ
ラ
ボ
、
文
化
的
景
観
を
形
成
―

濵
田
　
長
宏

森
林
組
合
お
わ
せ
加
工
販
売
課
　
課
長

急
峻
な
地
形
と
日
本
有
数
の
多
雨
が
生
み
出
す
ヒ
ノ
キ
林
業

熊野灘とヒノキ植林地。海岸線からヒノキ
林が形成された非常に珍しい景観を持つ

適正な森林密度管理はヒノキ丸太の年輪
形成に影響を与える
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徳
島
県
に
し
阿
波
地
域
は
四
国
地
方
の
中
央
部
、
徳
島

県
西
部
圏
域
の
２
市
２
町
か
ら
な
る
エ
リ
ア
で
、
西
日
本

第
２
の
高
峰
「
剣
山
」
と
四
国
三
郎
「
吉
野
川
」
に
育
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
そ
の
中
で
も
急
峻
な
山
麓

に
お
け
る
過
酷
な
自
然
環
境
と
対
峙
し
、
人
々
が
暮
ら
す

た
め
に
長
い
年
月
を
か
け
て
築
き
上
げ
た
も
の
が
「
に
し

阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

	
�「

に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
と
は

当
地
域
の
標
高
約
１
０
０
㍍
～
９
０
０
㍍
の
山
間
部
に

は
２
０
０
以
上
の
集
落
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

急
峻
な
傾
斜
地
に
位
置
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
斜
度
４０
度

に
も
及
び
ま
す
。
一
般
的
に
傾
斜
地
で
の
農
業
は
、
段
々

畑
や
棚
田
の
様
な
水
平
面
を
造
り
農
業
を
行
い
ま
す
が
、

当
地
域
で
は
水
平
面
を
造
ら
ず
に
傾
斜
地
の
ま
ま
農
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

傾
斜
地
で
農
業
を
営
む
た
め
に
、
人
々
は
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
カ
ヤ
（
ス
ス
キ
）
の

多
様
な
利
用
で
す
。
採
草
地
（
カ
ヤ
を
育
て
る
場
所
）
か

ら
カ
ヤ
を
刈
り
、「
コ
エ
グ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
円
錐
状
の
形

に
組
ん
で
乾
燥
さ
せ
、刻
ん
で
畑
に
入
れ
ま
す
。カ
ヤ
に
は
、

風
雨
で
土
が
下
に
流
れ
出
る
の
を
抑
制
す
る
ほ
か
、
様
々

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
流
れ
て
し
ま
う
土
は
、

「
サ
ラ
エ
」
と
い
う
六
本
歯
の
特
殊
な
農
具
を
用
い
て
土
を

持
ち
上
げ
る
「
ツ
チ
ア
ゲ
」
作
業
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

当
シ
ス
テ
ム
は
、
多
様
な
自
然
を
育
ん
で
い
ま
す
。
採

草
地
に
は
、
シ
コ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
を
は
じ
め
希
少
植
物

が
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
カ
ヤ
を
定
期
的
に
刈
り

取
る
こ
と
に
よ
り
背
の
低
い
植
物
に
も
日
が
差
す
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。
作
物
で
は
、
ソ
バ
・
ア
ワ
・
キ
ビ
・
シ

コ
ク
ビ
エ
な
ど
の
雑
穀
を
は
じ
め
、
昔
か
ら
植
え
継
が
れ

て
き
た
在
来
品
種
の
農
作

物
を
今
に
守
り
継
い
で
い

ま
す
。

食
文
化
も
豊
か
で
、
ソ

バ
の
実
を
粉
に
せ
ず
そ
の

ま
ま
い
た
だ
く
「
そ
ば
米

雑
炊
」
な
ど
独
特
な
伝
統
的
郷
土
食
や
、
イ
モ
・
ゼ
ン
マ

イ
・
大
根
・
柿
な
ど
の
干
し
物
が
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
傾
斜
畑
・
コ
エ
グ
ロ
・
石
垣
な
ど
と
い
っ

た
人
々
の
営
み
が
創
る
豊
か
な
景
観
は「
日
本
の
原
風
景
」

と
も
称
さ
れ
、
三
好
市
東
祖
谷
の
落
合
集
落
は
国
指
定
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

	
�

傾
斜
地
農
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
実
施

「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全･

活

用
及
び
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認
定
に
向
け
て
、
平
成
２６
年

７
月
に
徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会（
三
好
市
・

美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
及
び
各
農
協
）
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
の
普
及
活
動
を
行
い
な

が
ら
日
本
農
業
遺
産
へ
と
申
請
し
、
こ
の
度
認
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
活
動
以
外
に
も
、
当
地
域
で
は
都
市
部
か
ら

修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
や
、
農
家
民
宿
の
拡
充
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
牽
引
す
る

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
「
そ
ら
の
郷
」
が
、
国
内
外
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
モ
デ
ル
と
し
て
農
林
水
産
省

か
ら
「
食
と
農
の
景
勝
地
」
認
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
新
た
に
、
農
・
観
・
食
を
繋
げ
る
交
流
ビ
ジ
ネ

ス
や
６
次
産
業
化
、
そ
れ
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
り
、

当
シ
ス
テ
ム
を
継
承
し
な
が
ら
交
流
を
定
住
に
繋
げ
る
仕

組
み
を
構
築
す
べ
く
、
新
た
な
農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン・
商
品
開
発
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
日
本
農
業
遺
産
認
定
が
当
地
域
の
誇
り
と
喜
び

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
一
丸
と
な
っ
て
シ
ス

テ
ム
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

特 集

日
本
農
業
遺
産
　
徳
島
県
に
し
阿
波
地
域
（
三
好
市
・
美
馬
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）

―
豊
か
な
食
文
化
と
傾
斜
畑
の
風
景
で
「
食
と
農
の
景
勝
地
」
に
―

緒
方
　
涼

つ
る
ぎ
町
商
工
観
光
課
主
任

傾
斜
地
農
業
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

流れた土を回復させる
「ツチアゲ」作業

ソバを実のままいただく
「そば米雑炊」

落合集落（国指定重要伝統的
建造物群保存地区）



美
し
く
豊
か
な
日
本
の
農
山
漁
村
は
、
そ
れ
に
接
し
た

都
市
部
や
海
外
の
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。
そ
し
て

何
よ
り
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
技
や
考
え
方
、
暮

ら
し
に
深
い
感
銘
を
受
け
る
。

世
界
農
業
遺
産
（
以
下
ジ
ア
ス
と
記
載
）
は
申
請
の
過

程
で
地
域
固
有
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
認
定
後
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
継
承
、

地
域
活
性
化
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
。
そ
の
実
施
・
推
進
を
通
じ
後
世
に
継
承
す
る
と
と
も

に
、
国
内
外
の
農
山
漁
村
の
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
の
深
化

認
定
に
際
し
て
は
各
地
域
と
も
特
徴
的
な
農
林
漁
業

シ
ス
テ
ム
を
既
存
の
研
究
な
ど
を
元
に
、
そ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
組
み
立
て
て
い
く
が
、
固
有
の
農
林
漁
業
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
景
観
、
生
物
多
様
性
や
社
会
組

織
・
文
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
統
合
的
に
ま
と
め
あ
げ
て

い
く
。
そ
し
て
認
定
後
も
さ
ら
に
そ
の
シ
ス
テ
ム
や
各
特

徴
に
つ
い
て
地
元
や
全
国
の
大
学
等
の
研
究
者
が
調
査
研

究
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の
裏
付
け
を
行
い
深
化
さ
せ
て
い	

る
。大

分
県
の
国
東
半
島
宇
佐
地
域
は
、「
ク
ヌ
ギ
林
と
た

め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・ 

宇
佐
の
農
林
水
産
循
環
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
実
際
に
ク
ヌ
ギ
林
や
そ
の

落
ち
葉
が
ど
の
よ
う
に
水
源
を
涵
養
し
、
豊
か
な
土
壌
を

形
成
し
て
い
る
の
か
、
２
０
１
４
～
１６
年
度
の
３
年
間
を

か
け
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
と
国
内
の
３

つ
の
大
学
（
北
海
道
、
京
都
、
福
井
県
立
）
が
協
力
し
て

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
対
象
と
し
た
豊
後
高
田
市
の
桂
川

は
流
域
森
林
率
７７
％
で
た
め
池
も
多
く
、
３
年
に
渡
っ
て

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
桂
川
上
流
域
は
栄
養

物
質
の
窒
素
成
分
が
九
州
の
平
均
的
な
河
川
源
流
域
の
約

３
倍
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
要
因
が
森
林
の
湧
水
で
あ
る
こ

と
、
桂
川
流
域
は
比
較
し
た
河
川
と
比
べ
て
生
物
量
（
１

平
方
㍍
当
た
り
の
重
さ
）
は
３
～
５
倍
多
い
こ
と
、
河
口

域
の
窒
素
濃
度
と
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
多
く
栄
養
分
は

海
ま
で
届
い
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

再
生
・
復
活

ジ
ア
ス
に
認
定
さ
れ
た
各
地
域
で
は
シ
ン
ボ
ル
的
な
取

り
組
み
の
再
生
や
復
活
も
行
わ
れ
て
い
る
。

宮
崎
県
の
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
は
「
山
間
地
農
林

業
複
合
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

の
一
つ
が
椎
葉
村
で
行
わ
れ
て
い
る
焼
畑
で
あ
る
。
焼
畑

継
承
者
で
あ
る
椎
葉
勝
氏
の
山
林
１
カ
所
で
古
来
よ
り
継

続
さ
れ
て
き
た
が
、
認
定
を
機
に
５０
年
ぶ
り
に
夜
狩
内
地

区
で
焼
畑
が
復
活
し
た
。
８
月
上
旬
の
火
入
れ
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
内
外
か
ら
１
０
０
人
ほ
ど
が
参
集
し
、
交
流

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、村
は
昨
年
度
「
椎
葉
焼
畑
研
究
会
」

を
開
催
し
、
有
識
者
や
地
元
の
長
老
な
ど
を
講
師
に
椎
葉

の
焼
畑
に
つ
い
て
学
び
合
い
、
併
せ
て
既
存
の
文
献
等
を

調
査
し
「
椎
葉
の
焼
畑
」
と
い
う
冊
子
や
映
像
を
制
作
し

た
。
今
年
は
さ
ら
に
復
活
す
る
地
区
が
増
え
る
予
定
だ
。

椎
葉
の
焼
畑
は
、
多
様
な
作
物
を
輪
作
栽
培
し
、
長
期

間
の
休
耕
期
間
を
設
け
る
循
環
型
の
農
法
で
あ
る
。
毎
年

８
月
上
旬
、
木
材
を
伐
採
し
た
跡
地
に
火
入
れ
を
し
、
ソ

バ
を
蒔
く
。
２
年
目
は
ヒ
エ
や
ア
ワ
、
３
年
目
小
豆
、
４

年
目
に
大
豆
、
そ
の
後
植
樹
を
行
い
２０
～
３０
年
ほ
ど
開

け
、
再
び
木
材
を
伐
採
し
て
焼
畑
を
行
う
と
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
遺
産
に
よ
る
地
域
力
向
上

農
業
遺
産
と
地
域
活
性
化
の
関
係
を
考
え
て
み
た

（
図
）。
地
域
固
有
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、

６
次
産
業
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
経
済
的
側
面
、
さ
ら
に
生

き
も
の
と
共
生
す
る
農
林
漁
業
や
、
温
暖
化
抑
制
に
つ
な
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農
業
遺
産
と
い
う
新
た
な
「
公
共
」
を
核
に
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り

大
和
田
　
順
子

一
般
社
団
法
人
ロ
ハ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
共
同
代
表

世
界
農
業
遺
産
専
門
家
会
議
委
員

―
伝
統
継
承
が
地
域
固
有
の
価
値
を
高
め
、
農
山
村
漁
村
の
振
興
に
貢
献
―

地域づくり 特集編



が
る
環
境
面
、
社
会
組
織
や
食
文
化
、
工
芸
、
芸
能
、
神

事
な
ど
の
社
会
・
文
化
面
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
農
山
漁

村
力
が
上
が
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
農
山
漁
村
力
を
縦
軸
に
、
横
軸
に
は
都
市
部
消

費
者
と
の
関
係
や
、国
内
外
の
農
業
遺
産
地
域
と
の
交
流
・

連
携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
力
（
信
頼
関
係
）

を
置
い
て
み
た
。

農
業
遺
産
と
い
う
新
た
な
「
公
共
（
コ
モ
ン
ズ
）」
を

核
に
、
地
域
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
、
世
界
各
地
の

農
業
遺
産
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
関
係
者
の
信
頼
関
係

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
が
醸
成
さ
れ
、
持
続
可

能
な
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
新

た
な
価
値
を
共
創
す
る
構
図
が
描
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
し
て
、
地
域
固
有
の
農
林
漁
業
シ
ス
テ
ム
や
そ
こ
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に

は
農
林
漁
法
に
関
す
る
基
準
や
、
主
要
な
農
産
物
・
加
工

品
に
関
す
る
基
準
な
ど
ル
ー
ル
づ
く
り
と
運
用
が
必
要
で

あ
る
。
重
要
な
要
素
で
あ
る
景
観
を
損
な
う
よ
う
な
建
造

物
を
抑
止
す
る
た
め
の
条
例
、
景
観
を
保
全
す
る
た
め
の

支
援
制
度
の
検
討
も
欠
か
せ
な
い
。
大
学
等
と
連
携
し
た

人
材
育
成
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
人
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
。

共
感
者
を
い
か
に
増
や
す
か

認
定
地
域
に
共
通
す
る
課
題
や
問
題
点
を
一
つ
挙
げ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
に
農
業
遺
産
の
取
り
組
み
の
価

値
を
理
解
し
、
共
感
す
る
都
市
部
住
民
（
消
費
者
）
を
増

や
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
カ
ギ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
る

と
思
う
。
か
つ
て
筆
者
は
ロ
ハ
ス
（
Ｌ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ:	

健
康
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

統
合
さ
せ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
と
い
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
紹

介
・
導
入
し
た
。
そ
も
そ
も
の
問
題
意
識

は
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
広
め
る
た
め
に
は
、

ロ
ハ
ス
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら

の
提
案
が
普
及
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。

今
、
農
業
遺
産
へ
の
理
解
や
共
感
を
広

げ
る
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
鍵
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
は
国
連
が
２
０
１
５

年
９
月
に
制
定
し
た
世
界
共
通
の
目
標
で

あ
る
。
ジ
ア
ス
の
主
な
項
目
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
各
目
標
と
の
関
係
は
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
都
市
部
消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
紐
づ
け
て
い
け
ば
、
ジ
ア
ス
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も

共
感
者
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
業
遺
産
の
各
産
地
が
先
人
た
ち
か
ら
連
綿
と
受
け
継

い
で
き
た
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
正
統
）
な
物
語
を
、
地

域
の
人
た
ち
は
守
り
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
は
そ
の
物
語
を
商
品
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
地
域

外
に
伝
え
広
め
、
そ
れ
に
共
感
・
支
持
す
る
人
々
の
存
在

が
欠
か
せ
な
い
。
ぜ
ひ
認
定
さ
れ
た
各
産
地
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
考
え
実
践
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
特
集

を
お
読
み
に
な
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
農
業
遺
産
の
認

定
を
一
度
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
は
地
域
固
有
の
価
値
を
改
め
て
見
直
す
こ
と
に
つ

な
が
る
か
ら
だ
。
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農業遺産の認定基準と ｓ

① 食糧および生計の
保証

貧困 持続型農業 ｴﾈﾙｷﾞｰ 働きがい 生産消費

② 農業の生物多様性
持続型農業気候変動 海洋保全 生態系

③ 知識システム
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 気候変動 海洋保全 生態系

④ 文化・価値観・社会
組織

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 平等 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

⑤ ランドスケープおよび
シースケープ

水 気候変動 海洋保全 生態系

全体
健康 教育 産業 まちづくり 平和

図．農業遺産を活用した地域活性化

【社会・
環境面】
・社会組織
・生物多様性
・文化、芸能

【経済面】
・農林水産物
・ツーリズム
・６次産業

 

 

 

 

 

信頼関係の範囲の拡張→
ソーシャルキャピタル力

↑
農
山
漁
村
の
持
続
可
能
性

農
山
漁
村
力

ＳＤＧｓ
持続可能な
社会の共創

・国内の農業遺
産地域間の知
見・ノウハウの
共有・連携

【地域固有の
農林漁業ｼｽﾃﾑ】
・農林漁業継承
・人材育成
・景観保全

【地域】

・世界各地の農
業遺産地域間
の知見・ノウハウ
の共有・連携

・都市部関係人口増加
・縁需：国内外の共感者（関係
人口）から生まれる需要

農林漁業の社会・
環境面への価値
理解促進

【国内交流・連携】 【国際交流・連携】

※ 武内和彦「日本農業遺産認定記念シンポジウム」講演資料（2017 年 4 月 19 日、農林水産省）
を元に作成 



は
じ
め
に

我
が
国
で
は
現
在
で
も
伝
統
的
で
多
様
な
農
林
水
産
業

が
営
ま
れ
て
お
り
、
美
し
い
田
園
風
景
、
伝
統
あ
る
故
郷
、

助
け
合
い
の
農
村
文
化
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。他
方
、

少
子
高
齢
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
低
下
等
に
よ
り
そ

れ
ら
の
根
幹
と
な
る
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
継
承
が
次

第
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
伝
統
的
な
農

林
水
産
業
の
価
値
を
評
価
し
、
そ
の
保
全
を
促
す
国
際
連

合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
世
界
農
業
遺
産
の
取
り

組
み
は
、
我
が
国
の
農
村
振
興
の
観
点
か
ら
大
変
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
は
世
界
農
業
遺
産
の
取
り
組

み
を
支
持
し
、
認
定
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
認
定
申
請
に

必
要
な
国
内
承
認
体
制
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
般
農
林
水
産
省
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
将

来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ

ム
（
以
下
「
農
業
シ
ス
テ
ム
」）
を
広
く
発
掘
し
、
そ
の

価
値
を
評
価
す
る
た
め
、
日
本
農
業
遺
産
を
創
設
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
農
業
遺
産
は
、
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
継

承
に
留
ま
ら
ず
、
農
村
地
域
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
し
、

国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
当
該
地
域
の
活
動
へ
の

多
様
な
主
体
の
参
画
を
促
す
と
と
も
に
、
地
域
産
業
を
活

性
化
さ
せ
、
農
村
振
興
に
お
け
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に

貢
献
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
と
は

世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ	

Ｉ
ｍ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
ａ
ｎ
ｔ	

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ	

Ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ	

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
）
は
、
社
会
や
環
境
に
適
応

し
な
が
ら
何
世
紀
に
も
わ
た
り
形
作
ら
れ
て
き
た
伝
統
的

な
農
林
水
産
業
と
、
そ
れ
が
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
生
物
多
様
性
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

世
界
的
に
重
要
な
農
業
シ
ス
テ
ム
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
認
定
す
る

仕
組
み
で
あ
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
５

つ
の
基
準
及
び
農
業
シ
ス
テ
ム
の
動
的
保
全
の
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
。

・
食
料
及
び
生
計
の
保
障

・
農
業
上
の
生
物
多
様
性

・
地
域
の
伝
統
的
な
知
識
シ
ス
テ
ム

・
文
化
、
価
値
観
及
び
社
会
組
織

・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
及
び
シ
ー
ス
ケ
ー
プ
の
特
徴

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
地
域
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７

年
３
月
現
在
、
表
１
の
と
お
り
１６
カ
国
３７
地
域
で
あ
り
、

う
ち
我
が
国
で
は
２
０
１
１
年
に
新
潟
県
佐
渡
市
の
「
ト

解 説
世
界
農
業
遺
産
と
日
本
農
業
遺
産

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り

木
下
　
正
人

農
林
水
産
省
農
村
環
境
課
農
村
環
境
対
策
室
長

―
農
村
地
域
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
し
、
地
域
産
業
を
活
性
化
―

機密性○情報 ○○限り

国名 認定を受けたシステム(認定年) 国名 認定を受けたシステム(認定年)
1.トキと共生する佐渡の里山(2011) 20.会稽山の古代中国トレヤ(2013)
2.能登の里山里海(2011) 21.宣化のぶどう栽培の都市農業遺産(2013)
3.静岡の茶草場農法(2013) 22.興化の嵩上げ畑農業システム(2014)
4.阿蘇の草原の維持と持続的農業(2013) 23.佳県の伝統的ナツメ農園(2014)
5.クヌギ林とため池がつなぐ国東半島・宇佐の農 24.福州のジャスミン・茶栽培システム(2014)
  林水産循環 (2013) バングラデシュ 25.フローティングガーデン農法(2015)
6.清流長良川の鮎(2015) フィリピン 26.イフガオの棚田(2011)
7.みなべ・田辺の梅システム(2015) イラン 27.カシャーンのカナート灌漑シ ステム(2014)
8.高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム エジプト 28.シワ・オアシスのナツメヤシ栽培システム(2016）
　　（2015） 29.アル・アイン及びリワの伝統的ナツメヤシ栽培
9.カシミールのサフラン農業(2011) 　 システム(2015)
10.コラプットの伝統農業(2012) アルジェリア 30.ゴートオアシスシステム(2011)
11.海抜以下でのクッタナド農業システム(2013) ケニア 31.マサイの牧畜(2011)
12.青山島のグドゥルジャン棚田灌漑管理システ 32.マサイの牧畜(2011)
　  ム(2014) 33.アグロフォレストリーシステム(2011)
13.済州島の石垣農業システム(2014) チュニジア 34.ガフサのオアシスシステム(2011)
14.青田の水田養魚(2005) モロッコ 35.アトラス山脈のオアシスシステム (2011)
15.ハニ族の棚田(2010) チリ 36.チロエ農業(2011)
16.万年の伝統稲作(2010) ペルー 37.アンデス農業(2011)
17.トン族の稲作・養魚・養鴨システム(2011)
18.アオハンの乾燥地農業(2012)
19.プーアルの伝統的茶農業(2012)

韓国

中国

タンザニア

表１．　世界農業遺産認定国及び認定を受けたシステム

日本

中国（続き）

ＵＡＥ

インド
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キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里
山
」、石
川
県
能
登
地
域
の
「
能

登
の
里
山
里
海
」、
２
０
１
３
年
に
静
岡
県
掛
川
周
辺
地

域
の
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」、熊
本
県
阿
蘇
地
域
の
「
阿

蘇
の
草
原
の
維
持
と
持
続
的
農
業
」、
大
分
県
国
東
半
島

宇
佐
地
域
の「
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・

宇
佐
の
農
林
水
産
循
環
」、
２
０
１
５
年
に
岐
阜
県
長
良

川
上
中
流
域
の「
清
流
長
良
川
の
鮎
」、和
歌
山
県
み
な
べ
・

田
辺
地
域
の
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」、
宮
崎

県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
の
「
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
の

山
間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
を
受

け
て
い
る
。

日
本
農
業
遺
産
の
創
設

世
界
農
業
遺
産
は
、
当
初
開
発
途
上
国
の
認
定
が
進
ん

だ
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
認
定
基
準
も
開
発
途
上
国
の
現
状

を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
我
が
国
に
お

い
て
は
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
な
い
地
域
に
も
、

我
が
国
と
し
て
評
価
し
、
将
来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き
伝

統
的
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
営
む
地
域
が
多
く
存
在

し
て
お
り
、
先
進
国
と
し
て
の
問
題
意
識
と
そ
れ
に
基
づ

く
認
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
過
疎
化
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
中
で
の
地
域
の
維
持
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
農
林
水
産
省
で
は
、
我
が

国
と
し
て
評
価
す
べ
き
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
が
営
ま
れ

て
い
る
地
域
の
価
値
を
評
価
し
、
認
知
度
を
高
め
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
世
界
農
業
遺
産
と

相
ま
っ
て
、
国
内
の
農
業
遺
産
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
農
業
遺
産

の
認
定
基
準
に
併
せ
て
我
が
国
独
自
の
認
定
基
準
を
加

え
、
評
価
す
べ
き
地
域
を
認
定
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成

２８
年
度
（
２
０
１
６
年
度
）
に
日
本
農
業
遺
産
を
創
設
し
、

翌
年
３
月
に
８
地
域
を
認
定
し
た
（
表
２
）。

日
本
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
世
界
農
業
遺
産
と
同
様

に
地
域
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家

会
議
で
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
農
林
水
産
大
臣

が
認
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
農
業
遺
産

に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
準
に
つ
い
て
も
世
界
農
業
遺
産
に

加
え
て
我
が
国
の
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
・
農
法
を
持
続

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
以
下
の
基
準
に
つ
い
て

も
審
査
し
て
い
る
。

〇	

変
化
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス	

︵
災
害
等
に
対
す
る
回
復
力
︶

将
来
に
起
こ
り
う
る
自
然
災
害
や
生
態
系
の
変
化
に
対

応
し
て
、
農
業
シ
ス
テ
ム
を
保
全
し
、
次
の
世
代
に
確
実

に
承
継
し
て
い
く
た
め
に
、
自
然
災
害
等
の
環
境
の
変
化

に
対
す
る
高
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
保
持
す
る
こ
と
。

〇
多
様
な
主
体
の
参
加

地
域
固
有
の
農
林
水
産
業
及
び
関
連
す
る
地
域
文
化
や

生
態
系
保
全
の
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
て
、

地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
都
市
住
民
、
企
業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
を
含
む
多
様
な
主
体
の
参
加
に
よ
る
自
主
的
な
取
り

組
み
を
通
じ
た
地
域
の
資
源
を
管
理
す
る
新
し
い
仕
組
み

（
ニ
ュ
ー
コ
モ
ン
ズ
）
に
よ
っ
て
、
独
創
的
な
農
業
シ
ス

テ
ム
を
次
の
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る
こ
と
。

〇
６
次
産
業
化
の
推
進

農
業
シ
ス
テ
ム
が
有
す
る
歴
史
的
価
値
、
地
域
固
有
の

農
林
水
産
物
、
伝
統
文
化
、
田
園
風
景
な
ど
を
活
用
し
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
観
光
振
興
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の

６
次
産
業
化
等
の
推
進
に
よ
り
、
価
値
を
活
性
化
さ
せ
、

農
業
シ
ス
テ
ム
の
保
全
を
図
っ
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
６

次
産
業
化
等
に
よ
る
利
益
は
、
農
業
シ
ス
テ
ム
の
保
全
に

寄
与
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
適
切
に
配
分
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

今
後
の
取
り
組
み

我
が
国
で
は
、
現
在
も
伝
統
的
で
多
様
な
農
林
水
産
業

が
営
ま
れ
、
農
村
文
化
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
特

に
中
山
間
地
域
に
お
い
て
高
齢
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

の
低
下
等
に
よ
り
そ
の
根
幹
と
な
る
伝
統
的
な
農
林
水
産

業
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
伝

統
的
な
農
林
水
産
業
の
価
値
を
評
価
し
、
保
全
を
促
す
農

業
遺
産
の
取
り
組
み
は
、
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
の
継
承

に
留
ま
ら
ず
、
農
村
地
域
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
し
、
当

該
地
域
の
活
動
へ
の
多
様
な
主
体
の
参
画
を
促
す
と
と
も

に
、
地
域
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
農

村
振
興
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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都道府県 認定地域名 農林水産業システム

宮城県 宮城県大崎地域
「大崎耕土」の巧みな水管理による
水田農業システム

埼玉県 埼玉県武蔵野地域 武蔵野の落ち葉堆肥農法

山梨県 山梨県峡東地域
盆地に適応した山梨の複合的果樹
システム

静岡県 静岡県わさび栽培地域
静岡水わさびの伝統栽培（発祥の
地が伝える人とわさびの歴史）

新潟県 新潟県中越地域
雪の恵みを活かした稲作・養鯉シス
テム

三重県 三重県鳥羽・志摩地域
鳥羽・志摩の海女漁業と真珠養殖
業－持続的漁業を実現する里海シ
ステム－

三重県 三重県尾鷲市、紀北町
急峻な地形と日本有数の多雨が生
み出す尾鷲ヒノキ林業

徳島県 徳島県にし阿波地域 にし阿波の傾斜地農耕システム

表２．　日本農業遺産認定地域（2017年５月現在）
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�

イ
ク
メ
ン
が
ニ
ュ
ー
ス
に�

な
っ
た
の
は
「
珍
し
い
」
か
ら

イ
ク
メ
ン
が
２
０
１
０
年
の
流
行
語
に

な
っ
た
。
き
っ
か
け
は
厚
生
労
働
省
が
イ

ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
こ
と
で

あ
る
。
以
来
、
育
児
に
積
極
的
な
父
親
が

随
分
と
増
え
た
と
実
感
す
る
。

イ
ク
メ
ン
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
頃
、
私

も
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
取
材
を
よ
く
受
け

た
。
最
初
は
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
浮
か
れ
た
が
、
次
第
に
「
な
ぜ
、
イ
ク

メ
ン
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
の
か
？
」
と
疑

問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
答
え
は

「
育
児
す
る
父
親
が
珍
し
い
」
か
ら
だ
っ

た
。
母
親
が
育
児
し
て
も
話
題
に
す
ら
な

ら
な
い
。
イ
ク
メ
ン
と
呼
ば
れ
る
の
を
嫌

う
父
親
も
い
る
。

父
親
の
育
児
が
当
た
り
前
と
な
る
社
会

へ
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
イ

ク
メ
ン
を
超
え
た
「
男
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
革
命
」
で
あ
る
。

Ｆ
Ｊ
の
設
立
経
緯
と
活
動
内
容

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ

パ
ン
（
以
下
、
Ｆ
Ｊ
と
略
す
）
は
、「
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
＝
父
親
を
楽
し
む
生
き
方
」

を
世
に
広
め
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、

男
性
の
育
休
促
進
や
夫
婦
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
年
間

３
０
０
回
を
超
え
る
講
座
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｊ
は
元
々
、
代
表
理
事
の
安
藤
哲
也

は
じ
め
、
絵
本
好
き
な
お
父
さ
ん
の
サ
ー

ク
ル
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。
居
酒
屋
に
集

ま
っ
て
好
み
の
絵
本
を
紹
介
し
合
っ
て
い

た
パ
パ
友
が
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
人
気
を
博
し
、
出

演
依
頼
が
増
え
て
片
手
間
で
こ
な
せ
な
い

状
況
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
２
０
０
６
年
に
奈
良
で

起
き
た
母
子
３
人
放
火
殺
人
事
件
で
父

親
の
あ
り
方
に
強
い
危
機
感
を
お
ぼ
え

た
安
藤
が
、「
笑
っ
て
い
る
父
親
に
な
ろ

う
！
」
と
仲
間
に
呼
び
か
け
て
Ｆ
Ｊ
を
設

立
。
２
０
０
８
年
「
パ
パ
力
検
定
」
で
メ

デ
ィ
ア
Ｐ
Ｒ
に
成
功
し
、
２
０
０
９
年
に

日
本
初
の
父
親
学
校「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ス
ク
ー
ル
」を
開
講
す
る
と
取
材
が
殺
到
。

イ
ク
メ
ン
・
ブ
ー
ム
の
立
役
者
に
な
っ
た
。

当
時
、
育
児
す
る
父
親
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
で
肩
身
が
狭
い
思
い
を
し
た
も
の
で

あ
る
。
Ｆ
Ｊ
の
存
在
を
知
っ
て
励
ま
さ
れ

た
父
親
は
同
志
と
な
り
、「
父
親
が
育
児

す
る
楽
し
さ
」
を
社
会
に
発
信
し
た
。
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
約
５
０
０
人
い
る
会

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
職
場
で
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
活
動
を
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
育
児
は
楽
し
い
ば
か
り
で
は

な
く
、
辛
い
と
き
も
あ
る
し
、
し
ん
ど
い

状
況
に
お
か
れ
た
父
親
も
い
る
。
父
子
家

庭
支
援
や
発
達
障
害
の
お
子
さ
ん
が
い
る

父
親
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
も
Ｆ
Ｊ
は
力
を
入
れ
て

い
る
。

�

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
と�

�

行
政
は
相
性
が
よ
い

自
治
体
と
父
親
支
援
事
業
を
行
う
中
で

い
つ
も
思
う
の
は
、
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
と

行
政
の
相
性
の
良
さ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

地
域
の
課
題
が
多
様
化
し
複
雑
化
す
る
中

で
、
行
政
が
地
域
福
祉
な
ど
全
て
を
カ

バ
ー
す
る
の
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
「
父
親
育
児
」
は
従
来
行
政
が
手

掛
け
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
く
、
市
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
も
独
自

に
行
う
の
が
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
当
事
者
で
あ
り
専
門
性
の
高

い
Ｆ
Ｊ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
政
策
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、
行
政
課
題
の
解
決
へ
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
。
幸
い
、
Ｆ
Ｊ
が
関
わ
る
事
業

は
満
足
度
が
高
く
、
リ
ピ
ー
ト
依
頼
を
い

た
だ
く
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
Ｆ

32

東　

浩
司

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事

―
イ
ク
ボ
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Ｊ
と
し
て
、
自
治
体
か
ら
の
依
頼
は
出
来

る
か
ぎ
り
対
応
す
る
こ
と
を
信
条
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
年
に
一
度
、
地
方
か
ら
の
発

信
を
目
的
に
「
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
第
１

回
を
滋
賀
県
で
実
施
す
る
と
、
３
日
間
で

延
べ
５
千
人
の
参
加
を
集
め
て
官
公
庁
関

係
者
を
驚
愕
さ
せ
た
。
そ
の
後
、鳥
取
県
、

北
九
州
市
、
三
重
県
、
富
山
県
、
山
形
県

で
開
催
し
、
今
年
６
月
は
大
分
県
で
行
っ

た
。イ

ク
ボ
ス
・
働
き
方
改
革
へ

と
は
い
え
、
育
児
し
て
い
る
父
親
は
い

ま
だ
少
数
派
で
あ
る
。
父
親
が
育
児
し
な

い
の
は
「
し
な
い
理
由
」
と
「
で
き
な
い

理
由
」が
あ
る
。
育
児
し
な
い
理
由
は「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の
性
別
役
割
分
業

の
価
値
観
で
、
世
間
の
常
識
を
変
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
育
児
で
き
な
い
理
由
は
「
長

時
間
労
働
」
で
あ
る
。
育
児
し
た
い
気
持

ち
は
あ
っ
て
も
、
仕
事
で
帰
宅
時
刻
の
遅

い
父
親
は
家
族
と
時
間
を
過
ご
せ
な
い
。

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
に
始
め
た
の
が

「
イ
ク
ボ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

育
児
に
限
ら
ず
介
護
な
ど
働
き
方
に
制
約

を
抱
え
た
部
下
を
応
援
し
、
自
ら
の
ラ
イ

フ
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
成
果
を
出
す
の

が
理
想
の
上
司
＝
イ
ク
ボ
ス
と
名
付
け

た
。
狙
い
は
、
幹
部
の
意
識
変
革
と
働
き

方
改
革
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
の
よ
う
に
風
土
を
一
新

さ
せ
る
試
み
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
肝
要

で
あ
る
。
２
０
１
４
年
１１
月
に
堺
市
長
、

２
０
１
５
年
１
月
に
広
島
県
知
事
が
初
の

「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
表
明
し
た
後
、次
々

と
全
国
の
首
長
が
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を

行
っ
た
。
ど
の
地
域
で
イ
ク
ボ
ス
宣
言
が

な
さ
れ
て
い
る
か
は
、
イ
ク
ボ
ス
ド
ッ
ト

コ
ム
（http://ikuboss.com

）
の
「
イ

ク
ボ
ス
宣
言
〈
全
国
マ
ッ
プ
〉」
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。

イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
た
自
治
体
は
幹
部

に
イ
ク
ボ
ス
研
修
を
行
い
、
庁
内
浸
透
を

図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
元
の
企
業
や
団

体
、
大
学
を
巻
き
込
ん
で
産
官
学
の
イ
ク

ボ
ス
同
盟
を
結
成
す
る
動
き
も
盛
ん
だ
。

「
イ
ク
ボ
ス
」
が
自
治
体
の
総
合
力
を
高

め
、
地
域
連
携
を
促
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。

�

Ｆ
Ｊ
が
不
要
と
な
る�

�

社
会
を
目
指
し
て

昨
年
、Ｆ
Ｊ
は
設
立
１０
周
年
を
迎
え
た
。

記
念
式
典
で
文
京
区
の
成
澤
区
長
は
じ
め

来
賓
か
ら
「
Ｆ
Ｊ
が
不
要
と
な
り
、
２０
周

年
を
迎
え
な
い
こ
と
を
望
む
！
」
と
激
励

を
頂
い
た
。
そ
う
、
私
た
ち
は
イ
ク
メ
ン

を
広
め
る
の
で
は
な
く
死
語
に
す
る
団
体

で
あ
り
、
目
指
す
べ
き
最
終
ゴ
ー
ル
は
Ｆ

Ｊ
解
散
で
あ
る
。

イ
ク
メ
ン
の
先
に
あ
る
も
の
の
一
つ
に

「
男
性
の
地
域
活
動
」
が
あ
る
。
地
域
の

域
を
と
っ
て
「
イ
キ
メ
ン
」
と
名
付
け
た
。

子
ど
も
は
地
域
社
会
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で

あ
り
、
子
育
て
を
き
っ
か
け
に
父
親
た
ち

は
地
域
に
目
覚
め
る
。イ
キ
メ
ン
は「
カ
ッ

コ
イ
イ
大
人
」
の
見
本
で
あ
る
。
イ
キ
イ

キ
と
活
動
す
る
父
親
た
ち
を
見
て
、
子
ど

も
は
「
あ
ん
な
楽
し
い
大
人
に
な
り
た

い
！
」
と
願
い
、
未
来
へ
希
望
が
湧
く
。

親
の
地
域
活
動
は
わ
が
子
の「
ふ
る
さ
と
」

づ
く
り
で
も
あ
る
。
父
親
は
地
域
の
た
め

に
ひ
と
肌
脱
ご
う
。

子
ど
も
た
ち
は
２０
年
後
大
人
に
な
り
、

３０
年
後
は
親
に
な
っ
て
い
る
。
３０
年
後
の

日
本
は
人
口
減
少
が
加
速
し
、
少
子
化
と

超
高
齢
化
で
現
在
と
違
う
有
り
様
の
社
会

と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、

Ｆ
Ｊ
が
育
ん
だ
「
笑
っ
て
い
る
大
人
」
が

市
民
自
治
の
主
体
者
と
な
る
こ
と
を
想
像

し
て
い
る
。
父
親
発
で
誰
も
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私

た
ち
は
今
後
も
自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地域づくり 特集編2017・７月号

ファザーリング全国フォーラム開催のチラシ

イクボス宣言をする湯㟢英彦・広島県知事（左）



地
域
づ
く
り
７
月
号 

特
集
編
（
通
巻
３
３
７
号
）　

農
業
遺
産
と
地
域
づ
く
り　

平
成
29
年
７
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行
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